
    
      



    

  
    
      



    

  



























    
      ＭＦ文庫Ｊ

れも☆ねーど２

夏緑



    

  
    
      口絵・本文イラスト●八坂ミナト

編集●児玉拓也



    

  
    
      目次



依頼その１

　迷子の迷子の子猫……じゃ無いっ！

依頼その２

　スク水でギョギョギョ!?

依頼その３

　マネージャー部最大の危機・海星が転部!?

依頼その４

　地球侵略しちゃうんだからねっ☆

依頼その５

　死闘！　ちゅびびーんVSぶみみーん

依頼その６

　憂鬱なレモネード



    

  
    
      
依頼その１

　迷子の迷子の子猫……じゃ無いっ！



　みーみー。みーみーみー。

　かわいい子猫ちゃんが三匹入った、カゴのような猫ベッドを前にして、俺おれは頭痛に頭をかかえていた。

　ここはマネージャー部の部室、そして俺の名前は岸きし海かい星せい。全校生徒三千人というこの超マンモス公立高校・暁あかつき高校の一年Ａ組。そして俺が入部しているマネージャー部というのは、他ほかの部のお助けをするのが主な活動内容だ。

　だが今朝は、俺のほうが助けてもらいたい気分だった。

「うわーかわいい！　海星、どうしたのこれどうしたの！」

　一年Ｚ組の銀ぎん野の小こ鈴すずが、目を輝かせながら部室に入ってきた。こいつは体操服や荷物を部室に置きっぱなしにしてるから、ほとんど毎朝、教室に行くまえに部室に寄るんだよな。

「俺、ここ一週間ぐらい動物愛護部のマネージャーに行ってただろ？」

「捨て犬や捨て猫の里親を探してあげる部活でしょ？　えらいよねー。よちよちいい子いい子、きゃあっ、なめないでー！」

　小柄なくせにパワフルな小こ鈴すずは、子猫ちゃんたちを抱っこしてほっぺをペロペロされて、はじけそうな笑顔を浮かべていた。俺おれは思わず、

「……けっこうかわいいとこあるんだな」

　しまった、心の中で思うつもりが口に出してしまった！

　マネージャー部の活動で何かと俺にはりあう気の強い小鈴のことだから、「なっ何よその上から目線の評価は！　海かい星せいが、マネージャーとしてあたしより上だと思ってる気持ちのあらわれよねっ？」とか言われる、ぜったい言われる。

「海星もそう思うー？　動物ってほんとかわいいよねー♪」

　あ、セーフ。偶然にも小鈴がかんちがいしてくれて、セーフ。そのかんちがいがちょっぴりがっかりしたような気もするけど、とりあえずセーフとしておこう。

「でも海星、どうしてこの子たち、うちの部室にいるの？」

「うん。じつはさ……」

　と、俺はため息まじりに小鈴に語った。



　あれは一週間前のことだった。犬いぬ山やま音ね子こという、あいかわらずうちの学校に多い大味な珍名さんの三年生が、放課後のマネージャー部にやってきた。

『わたし、動物愛護部部長の犬山といいますニャ。一週間ほど、マネージャーをお一人お借りしたいんだけどニャ』

　うちの学校は生徒数が三千人と多いうえに、進学校として勉強だけじゃなく豊かな人格形成がどーのこーのってわけで、全校生徒に部活への入部が義務づけられている。そういうわけで部活の数は百を超え、数がそれだけあるとなんかよくわからないニッチな部も（マネージャー部をふくめ）いろいろあるわけなんだけど。

『……犬山さん。特殊語尾部のかたですか？』

　俺は特殊語尾部の部員であるうちのクラスの委員長を思いだして、そうたずねた。委員長の今日の語尾は「ちゅうちゅう」だった。俺がマネージャー部の激務のせいで居眠りしてたら「岸きしくんっ、今は授業中ちゅうちゅう！」ってちゅうちゅう連呼してたからまちがいない。

『違うニャ、動物愛護部って言ってるニャ』

『なんで語尾がそんなんなんですか』

『動物愛護部はけっこう忙しくて志望者が少ないから、特殊語尾部とまちがえて入部するおっちょこちょいを引っかけるためニャ』

『すんごい姑こ息そくですね。っていうか、新入生を横取りできるほど、あの公開羞しゆう恥ちプレイ状態の特殊語尾部に志望者がいるんですか？』

『特殊語尾部、部員百人ぐらいいるニャよ』

　すげー！　そういえばうちのクラスにも、委員長・女子Ａ・女子Ｂと三人も特殊語尾部がいるんだから、全七十八クラスなら百人ぐらいいてもおかしくないのか。

『あのー、でも動物愛護部って、どっからどう見てもスポーツじゃないですよね？　マネージャーが要る理由が、よくわからないんですけど』

　小こ鈴すずが遠慮がちにたずねた。犬いぬ山やまさんは答えた。

『だってマネージャーって、部活の縁の下の力持ちニャ？　今、動物愛護部は忙しいって言ったニャ。ふつうでも忙しいのに、この季節は出産シーズンのあとで捨て猫が多くて手が足りなくなって、猫の手もかりたいぐらいニャよ』

『なるほど。それで猫の手ではなく、マネージャー部の手を借りにきたのだな』

　三年生の天あま野の才さい子こ部長がそう言いながら、ノギスを手に部室の中の部員たちを一人一人見回し……そして、俺おれをビシッと指ししめした。

『よし、岸きし。おまえが行け』

『な、なんで俺がっ？』

『動物の世話は何かと難しいが、おまえはムダに器用で不必要な特技をたくさん持った、ムダな才能の百貨店だからだ』

『念のために聞きますが、それ誉ほめてませんよね？』

『誉めてるとも、逆説的な意味で』

『つまり誉めてませんよね！』

　まあ、才子部長のこの態度は、予想の範囲内だけどな。

　そういうわけで、俺は動物愛護部のヘルプに入ることになった。動物愛護部の部室は、部室っていうより校庭の片隅の飼育小屋だった。部員たちが町をパトロールして見つけた野良犬や野良猫がここで保護され、里親を待っているという。小屋からは、動物たちの声がにぎやかに聞こえていた。

『ワンワン』

『ニャーニャー』

『ちゅうちゅう』

『ヒヒーン』

　……ちょっと待て。最後のは何だっ？

『ああ、野良馬ニャ』

　犬山さんがしれっと答えた。

『野良馬って！　どうやって馬が野良になるんですかっ！』

『ダンボール箱に入れて捨てられてたニャ』

『そんなでかいダンボール箱にもともと何が入ってたのか、小一時間ほど問いつめたいところですが』

『ぱおーん』

『ぱおーんって！　今ぱおーんって聞こえた！』

『気のせいニャ。それより、さっそくだけどエサ買ってきてくれるニャ？』

『何を買ってくればいいんですか？』

『とりあえず牛一頭ニャ』

『ちょっと犬いぬ山やま部長！　まだ何かヤバいもの飼ってるの、隠してるでしょー！』

『おとなしく買ってこないなら、岸きしくんをエサにすることも検討するニャよ？』

『……買ってこさせていただきます……』

　……と、こんな調子で俺おれの動物愛護部でのマネージャー生活が始まったわけだ。

　で、一週間が過ぎてやっと大量にいた動物たちの里親があらかた見つかって（馬すらも！）、俺はお役御免になったわけだ。が。

『みゃーみゃーみゃー。みゃーみゃーみゃー』

　犬山さんが猫ベッドに入った三匹の子猫をマネージャー部の部室に連れてきたのは、俺がお役御免になったすぐ翌日のことだった。

『この子たち、岸くんがあげたミルクでないと飲まないニャ』

　犬山さんは、憔しよう悴すいしきった顔で言った。この三匹は、俺が動物愛護部で手伝ってるあいだに連れてこられた。ちょっとばかり季節外れに生まれた、生まれたばかりの子猫たちで、まだ小さすぎて哺ほ乳にゆう瓶びんからミルクを飲めなくて死にかけてたのを生徒が見つけて、動物愛護部に助けてくださいって持ちこんできたやつだ。

　動物愛護部員たちがいっしょうけんめいミルクをやろうとしたけど、だめだった。ところが俺がミルクをあげたら、飲んでくれたんだよな。

『やっぱりこの子たちを育てるには、岸くんのムダな才能が無いと……』

『誉ほめられるとこですよね？　それともここは、泣く場面でしょうか』

『岸くんが動物愛護部に入ってくれたら、助かるしうれしいんだけどニャ』

　それは無理ってものだ。うちの高校の部活動の規則で、いかなる理由があろうとも途中退部や転部や兼部（かけもち）はすべて禁止されている。

『あっ、ごめんごめん、そんな困った顔しないでニャ。マネージャー部をやめるわけにはいかないのはわかってるニャ、ということでもうしばらく延長して動物愛護部のお手伝いをしてくれないかニャ？』

『そりゃ俺もこの子猫たちには思い入れもあるし、助けてあげたいんですけど……明日は遠足だし、あさってからは水泳部の予定が入っちゃってるんです。プール掃除やプールの備品修理の手伝いで、男手が欲しいって言われてて』

『うーん、そうニャ……』

　犬いぬ山やまさんは腕組みをして考えこんでいたけど、ポンと手を打って顔を上げた。

『そうだニャ！　じゃあこの子たちが自分でミルクを飲めるようになるまで、マネージャー部であずかっていただけませんかニャ？』

　三匹の子猫たちは、懐かしそうに俺おれを見上げて、よっぽどおなかがすいているのか切ない声でみゃーみゃー鳴いていた。この状況で断ることはできなかった。

　そういうわけで俺は、しばらく三匹の子猫をあずかるハメになってしまったのだ。



　ミルクの時間が来ていた。俺は猫用粉ミルクを哺ほ乳にゆう瓶びんに入れ、ポットのお湯で溶かして水で冷やしながら、猫と遊んでいる小こ鈴すずに言った。

「部室で動物飼うとか、悪いけど……」

「いいよいいよ、これもマネージャー部の仕事のうちなんだし、それにあたし動物好きだもん。うちはママがアレルギーで飼えないから、お世話手伝わせてもらえたらむしろうれしいぐらいだよ」

「そっか、良かった。うちも妹の海み月づきがクラゲ飼ってるから、他ほかの動物ＮＧなんだ。ペットはお金かかるから一匹だけ、って親が言ってさ。海水水槽って、めちゃくちゃ金かかるんだよなあ」

「でも、部長や隣の生徒会長が何て言うか心配ではあるね」

「うーん。そうなんだ、その人たちの問題があるんだよなあ」

　二年の螺ね子じ山やま螺らつ子こ先輩は優しいし、何より実はロボっ娘こだからアレルギーの心配もないけど、三年の天あま野の才さい子こ部長のほうは一次元マニアなので、こういうムクムクふわふわなのは嫌いだろうと思った。

　それにマネージャー部の部室を取りあげたくてしかたがない三年の流ながれ石いし生徒会長は、マネージャー部の部員が部として認められる五人に満たないことを理由にマネージャー部をつぶしたがっている。隣の部屋で動物を飼うとなったら、また廃部させようとしてなんやかんや言いがかりをつけてくるかもしれない。

　それで俺は、朝から頭を痛めていたのだ。がっ……。



「うわーっ、かわいい、これはかわいいぞ！」

「しっぽもふもふー、肉球ぷにぷにー、たまらないわああああ！」

　……心配する必要、無かった。

　放課後、部室にやってきた才子部長は、半狂乱状態で子猫ちゃんたちとたわむれてた。そして「わたしの神聖なる生徒会長室の隣の部屋で猫を飼うですってー！　そうでなくても部員が四人しかいないくせに、ノミ一匹でも飛んできたら廃部にするわよっ！」とどなりこんできた会長も、猫たちを見て二秒で陥落したのだった。

「おおお、頭からしっぽの付け根まで十五センチも無いぞ！　まさにラノベの文庫本の縦の長さ十四・八センチ、世界最強の萌もえを秘めた数字！」

「どうりでかわいいはずよね！」

　才さい子こ部長は子猫たちの背中にノギスを当ててうっとりしてる。いや、子猫がかわいい部分はそこじゃないと思いますけどね？　会長も「どうりで」とかてきとうに納得してるんじゃねーって話ですけどね？

　で、「あの」才子部長と「あの」会長が妙に意気投合して仲良く猫ちゃんを愛めでてるって、なんか信じられない絵ヅラなんだが。恐るべし、子猫ちゃんのプリティ魔力。

　とりあえず一番心配していたこの二人が好感触だったので、俺おれはホッとした。

「よかったね、海かい星せい。なんだかうまく行きそうだね」

　小こ鈴すずが俺にささやいた。小鈴も子猫たちの居場所ができそうなので、うれしそうだ。ロボット工学部が作ったミニロボットのネジ子こは、子猫たちにころころ転がされ、

「ネジッ、ネジーッ！」

　と悲鳴を上げている。会長が、そんな子猫をそっと抱きあげた。



    

  
    
      



    

  
    
      「こらこら、いたずら子猫ちゃんっ☆　悪さはいけないでちゅよー？」

　ふだんはちょっと（かなり）意地悪な会長だけど、動物をかわいがってると、ほんの少しいい人に見えるのが不思議。いつも（才子部長の挑発のせいもあって）プンスカツンツン怒ってるイメージだけど、猫ちゃん相手にデレてると、実は長髪でプロポーションも良くて、読者モデルとかやっててもおかしくないぐらいの美人なんだよな～。

「あ、あの、そういうことで、しばらく部室であずかってもいいでしょうか？」

「もちろんだ、困ってる部活を手伝うのがマネージャー部の役割でちゅからね～」

「いっそ、生徒会から百万円ぐらい特別予算を下ろしてあげてもいいでちゅよ～？」

　才さい子こ部長も会長も、完全にメロメロになってる。いつもクールな人ほど、動物の前では錯乱して赤ちゃん語とか使っちゃうもんなんだなあ。そして会長に関しては、マネージャー部には予算をくれてないのに、つくづく気持ちいいぐらい独裁者である。

　才子部長もいい歳をして「でちゅよ」とか、ほんと錯乱してるとしか思えない。だって才子部長は小柄で童顔だけど、一次元マニアなだけあって四月十一日のメートル記念日が誕生日なので、六月現在すでに十八歳。意外にバ……。

「誰だれがババアだっ！」

　スコーン！　俺おれの頭に、才子部長が投げたノギスがクリティカルヒットする。あいかわらず、才子部長のエスパーぶりには恐れ入る。つーかノギスってけっこう痛いんですけど。

　そこに、螺らつ子こ先輩が入ってきた。長い緑の黒髪と清せい楚そなたたずまいが学校中の人気のまとの螺子先輩は、ネジ子こ同様ロボット工学部に作られたロボっ娘こだ。才子部長が究極のマネージャーを追い求めて作らせたんだけど、螺子先輩がロボっ娘だというのはマネージャー部だけの秘密である。っていうか俺と小こ鈴すずはつい最近知ったばっかりだが。

「あのぅ、才子部長。動物愛護部に、もう一匹あずかってほしいと言われたんですけれ

ど……」

「「もう一匹？　どうぞどうぞ！」」

　才子部長と会長が、キラッキラに目を輝かせて螺子先輩のほうを見た。この二人、思いっきり新しい子猫ちゃんが来るのを期待しまくってるっぽい。

　でも螺子先輩は、ちょっと困ったように眉まゆ毛げをハの字にして言った。

「あの、それが……少し凶暴な子なんです。野良を保護したらしいんですけど、凶暴すぎて動物愛護部では手に負えないから海かい星せいくんにお願いしたいって言われたんですよ。海星くん以外の人では、ちょっと無理かもと思うんですが……」

「いいのよ、そんなことは！　ほうらおいで、子猫ちゃん♪」

　会長が猫なで声で、螺子先輩のほうに近寄った。才子部長がムッとして、会長を押しのける。

「待てっ、子猫ちゃんに先にモフモフするのはわたしだ！」

「生徒会長であるこのわたしに逆らうつもり？　部員が四人しかいないくせに、うやむやになったままの廃部問題を復活させてもいいのよ？」

「部員はちゃんと五人いるだろう、ネジ子が見えないのか！」

「小さすぎて見えないわよ！　それ以前に、あれはロボットでしょーが！」

　そうだ、ネジ子こはロボットだ。ついでに言えば螺らつ子こ先輩もロボットだから、それがバレたらマネージャー部は部員が三人しかいないことになってしまう。才さい子こ部長は、ムスッとした顔で言った。

「まあ、百歩ゆずってネジ子をロボットだとしよう」

「百歩もゆずらなくちゃいけない問題とは思えないんですけど？」

「でも、マネージャー部はあちこちの部の手伝いをしていて有名だから、ナウでヤングでナイスでイケてるマネージャー部に入りたいとあこがれている生徒も多いはずだ。一人部員が増えるだけで、五人になるではないか」

「一人部員が増える？」

　ぷっ、と会長が思わず吹きだした。

「ありえないわね！　うちの高校では生徒は全員部活に入部すること、そしていったん部活に入ったら、いっさいの転部・退部・かけもちを認めないっていう規則になってるじゃないの。新入生はみんな四月中にそれぞれの部活に入部済みだし、五月の連休明けまでぐずぐずしていたのは岸きしくん一人だけ！　つまり、これ以上部員が増える可能性なんて０パーセントなのよ！」

　ぐぅ、と才子部長が珍しく反論できずにうめいた。

　こんなことでせっかく回避してた廃部問題が復活されるのはヤブヘビだったから、俺おれは話を変えようと思って、焦りながら螺子先輩にたずねた。

「あっあの、螺子先輩！　俺が頼まれたんだから俺が見てみます、猫ですか？」

「いえ、猫……とはちょっと、ちがうようですが」

「犬？」

「犬でもありません」

　まさか「ぱおーん」か？

「象じゃないですよね」

　うちの高校ならその展開も十分ありうる。俺はドキドキしながら聞いたけど、螺子先輩は首を左右に振った。

「もちろんです、象じゃないぞう」

「ああびっくりした。予告もなしにダジャレを飛ばさないでください、心臓に悪いから」

「すみません。ちょっとラッパーみたいでしたか？」

「たしかにラッパーなみのダジャレだとは思いますが、ラッパーにそう言ったらたぶん泣きますよ」

「そんなことよりいったい何なんですか、じらさないでくださいよ」

　小こ鈴すずもほっぺたを紅潮させて、期待に満ちた目で螺子先輩の背後をのぞきこんだ。ほんと女子って、スイーツとかわいい動物が好きだなあ。

「ウガッ」

　螺らつ子こ先輩の背後で、ふたつの目がギラリと光った。

　ウガ？　何の動物？　猛獣っぽい気がするけど、アフリカじゃあるまいし、まさか猛獣なんかそのへんで保護するはずが……。

「ウガーッ！」

　そいつはいきなり、小こ鈴すずに飛びかかった。螺子先輩はそいつをつないでる鎖を持ってたみたいだったけど、突然の行動のせいで鎖をぎゅっとつかむのが遅れた。そいつは鎖をじゃらじゃら引きずりながら、小鈴を押し倒した。

「きゃあああ！」

　小鈴は悲鳴を上げた。

　そいつは人間ぐらいの大きさで、首には鉄の首輪と鎖がついている。丸い耳も長いしっぽもヒョウに似てる。でも体は、胸まわりと腰まわりと手足の先ぐらいしかヒョウ柄の毛が生えていない。あとは毛がはげているのか、つるつるしている。

　……いや、毛がはげてるんじゃない。逆に考えるんだ、これはつるつるした体の動物がヒョウ柄の毛皮を着てるんだと考えるんだ。

「っていうか……人間っ？」

「ウガ！」

　思わず叫んだ俺おれの声に反応して、小鈴を押し倒していた「それ」が俺のほうをにらんだ。

　それは……女の子だった。俺たちと同じぐらいの年齢で、ヒョウの毛皮のビキニと手袋とブーツを着けている。ぼさぼさした髪は黄色く、耳としっぽはどういう構造になってるのか、ぴろぴろ動いている。

　っていうか、この娘こが外をウロウロしてるってどういう状況だよとか、この娘に首輪と鎖をつけた動物愛護部ってどうなってんのとか、それを疑いもせずに部室まで引っぱってきた螺子先輩は頭を修理に出す必要があるんじゃないかとか、いろんな思いが俺の頭の中をぐるぐると超高速回転した。

「ウガガガガ！」

　女の子は小鈴を押さえ、背中を丸めて俺にうなった。猫が威嚇するときのポーズそっくりだ。女の子の口から八や重え歯ば？牙きば？がのぞいて、ぎらりと光っていた。

「かっ……海かい星せい、助けてっ！」

　女の子にのしかかられた小鈴が、半泣きになって俺に助けを求めた。女の子の鋭い爪つめが小鈴の肩に食いこんで、血がにじんでいた。

「お、おい、どいてやれよ」

「ウガッ！」

　俺おれは女の子に手を伸ばそうとしたけど、女の子は全身で警戒感をあらわにして俺に向かってうなった。人になれてない野良猫ってこんな感じだよな。怒らせたら小こ鈴すずが危ない、顔でも引っかかれたら大変なことになる。

　無理に引きはがさずに、何とかして女の子の気をしずめないと……でも、相手は「ウガ」しか言わないみたいだし、話が通じるのか？

「あらあら、どうしましょう」

　螺らつ子こ先輩は困っているけど、なんか微妙にのん気だ。才さい子こ部長と会長はというと、

「……なんだ、子猫ちゃんではなかったのか」

「つまらないわね。また子猫ちゃんと遊ぼうっと」

　くるっ、と背を向けてしまった。

　おいおいおいおい、小鈴の安否より子猫ちゃんかよ！　っていうか、この娘この違和感は子猫ちゃんじゃないとかそういうレベルじゃないだろ！

「ウガガガ！」

　ヒョウ柄ビキニの女の子は、荒々しく小鈴の肩に噛かみついた。小鈴は泣きながら悲鳴を上げた。

「きゃーっ！　痛い痛いっ、やめてー！」

　血がにじんでる、これは危ない！　考えるんだ、どうして彼女がこんなに怒ってるのか……。そのとき俺は、小鈴の右肩だけに血がにじんでいるのに気づいた。押さえつけてるように見えるけど……左肩には、爪つめを立てていない。

（まさか……っ？）

　俺は、腰を落として女の子と視線の高さを同じにした。動物を怖がらせないための基本だ。それから、そーっと女の子のほうに手をさしのべた。女の子は警戒して、ビクッと全身を震わせ、ちょっと俺から離れようとした。

「大丈夫、敵じゃない。いい子だから手を見せてごらん、左の……そっちの手だ」

　俺は彼女に語りかけた。小鈴は青ざめて、様子を見ている。女の子はしばらく迷っていたけれど、俺の顔をじっと見つめたあと、小鈴の上からどいて、俺のほうへそっ……と、左手を出した。

　俺は彼女の左手を取った。ヒョウ柄の手袋の指のあいだを見ると……やっぱり！　ベタだけど、トゲが刺さっていた！　俺は、そのトゲを引っこ抜いてやった。

「トゲが刺さって痛くて気が立ってたんだな。ほら、もう大丈夫だぞ」

　俺が女の子にそう言うと、彼女は驚いたように俺と自分の手を何度も何度も見比べた。まるで魔法でも見たかのようだった。

　小鈴が身を起こして、べそをかきながら笑顔を作った。

「た、助かった……！　ありがと、まさかそんな使い古されたベタなオチだったなんて予想もしてなかった」

「礼を言うのかケンカを売るのかどっちかにしろよ」

「お礼を言ってるんだってば、海かい星せいのムダな才能のおかげで助かったって」

「おまえは、お礼の言いかたを一度きちんと勉強したほうがいいぞ」

　俺おれが小こ鈴すずに気を取られた一瞬の隙すきをのがさず、ヒョウ柄の女の子は、今度は俺に飛びかかってきた。うわー！　次は俺が獲物かー！

　俺は思わず目を閉じた……が。

　噛かみつかれるかわりに、ふわっとやわらかいものが俺の首にからみついた。それが女の子の腕だと気づくのに、少し時間が必要だった。

　ものすごくやわらかくてしかも弾力のあるふたつの小山が、俺の胸に押し当てられている。見た目は小柄できゃしゃなのに、ヒョウ柄ビキニにつつまれた胸まわりはけっこうボリュームがある。腰が細くて全身が引きしまってるから、余計にインパクトが強く見える。

　その、ほとんど裸同然の女の子が俺に抱きついていた。俺の顔が赤くなるのと、小鈴の顔が青くなるのは同時だった。

『トゲ抜いてくれた、ありがと！　おまえ、エルザのダンナ様、決めた！』

　……えっ？　な、何だ、今の？　頭の中に女の子の声がひびいたように思ったけど、目の前のヒョウ柄ビキニの女の子がしゃべったのか……？

　いや、彼女はただ、ウガウガ言ってるだけだ。これは……もしかしてっ？　ターザン能力かっ？　俺にそんな隠れた（そしてものっすごいムダな）才能もあったのか？

「ウガウガウガ。ウガガ？（ええっと……エルザって、きみの名前なの？）」

　俺は試しに、心の中で念じつつ、口からは適当にウガウガ言ってみた。これはあれだ、道で外人に声をかけられたときに英語で答えたいんだけど全然英語が出てこないとき、なんかもしかしたら勢いで通じるかなーって思って「ぱじょ～ん？　ぽじょでぽも～ん？」みたいに口から適当なウソ英語を出すときの気持ちに似ている。

　すると、ヒョウ柄ビキニの彼女はものすごくうれしそうに笑って、こくこくうなずいた。

「ウガガガ、ウガー！（おまえ、アフリカヒョウ語、話せるか！）」

「ウガガ、ウガ？（アフリカヒョウ語だったのか、これは。っていうか、なんで通じてしまうんだ、これで）」

　そうか。この隠れたターザン能力があったから、俺は動物たちになつかれて動物愛護部で活躍できたってわけなのか！　ほんとにわれながらムダな才能だな！

　そのとき、小鈴や才さい子こ部長や生徒会長が俺のほうを見て、青い顔でドン引きしていることに気づいた。螺らつ子こ先輩だけは引かずに優しくほほえんでくれているけれど、その哀れみをこめた悲しそうなほほえみが一番胸にグサグサくるんですよ！

　俺はあわてて、ぶるんぶるん首を横に振った。

「いやちょっと、『やばい奴やつ』みたいな目で見ないでくださいよ！　これはアフリカヒョウ語だそうです、なぜか俺おれ、エルザと言葉が通じるんです！」

「あ、そうなんだ。なんか痛い人モードに入ったのかと思った」

　小こ鈴すずは相変わらずことばを選ばない。無遠慮すぎ。泣くぞ。

「アフリカヒョウ語っていうことは、その子アフリカから来たの？　海かい星せい、通訳してよ」

「わかった。ウガ、ウガガ？」

「ウガーガ、ウガッ、ウガガウガ（そう。エルザ、アフリカのサバンナ、来た。ママ、探してる）」

「ウガ？　ウガウガガ？（ママ？　お母さんとはぐれたっていうことか？）」

「ウガウガ、ウガガガ」

「ウガ、ウガウガガ」

　ウガーッ！

　注。今のはアフリカヒョウ語ではなく、俺の心の絶叫だ。なんかもういちいちウガウガ言ってると脳が壊れそうになってきたので手っ取り早くまとめると、



①エルザはアフリカのサバンナで一人で暮らしていた。

②サバンナに、どこか懐かしい雰囲気のする女性がジープに乗ってあらわれた。

③突然自分には母親がいなかったということに今さら気づき、その女性が母親に違いないと思ってジープを追いかけた。

④飛行機の格納庫に隠れて日本までついてきたけど、途中で大おお阪さかの空港に寄ったときに女性が降りてしまった。

⑤エルザはそれに気づかず、東京まで乗ってきてしまった。で、東京でとほうにくれてウロウロしてるところを動物愛護部に保護された。



　……と、以上のことを俺は部員たちと会長に説明した。

「まあっ……！　リアル『母をたずねて三千里』なのね！　なんて健気けなげなの！」

　会長は涙をボロボロ流している。ふだんは何かと怒りっぽい人だけどけっこう優しいところもあるのか、それとも女子特有の「かわいそうな話に涙を流す優しいわたしが好き」みたいなナルシズムなのか、エルザの両手をぎゅっとにぎって言った。

「わかったわ、エルザ。あなたのお母さん探しを生徒会でも手伝ってあげる！　あなたはそれまでこの学校に通って人間社会に慣れておくといいわ、そうすればお母さんが見つかったときすぐに人間の生活に入れるでしょ？」

「学校に通うって……ことばも話せないのに？」

　たずねた俺を、会長はビシッと指さして言った。

「ことばはあなたが責任持って教えなさい、ターザン！」

「ターザンじゃないし」

「とにかく動物愛護部にエルザの世話を頼まれたのはマネージャー部なんだから、母親が見つかるまであなたたちで責任持ってお世話しなさいよ」

「えー！」

　責任持ってお世話って、子猫ならともかく、エルザは思いっきり人間だぞ！

「ちょっと待……！」

　人にエルザの世話を押しつけてとっとと部室を出ようとした会長を、俺おれは追いかけようとした。ところが、いきなりエルザに引き戻され、押したおされてしまった。

「いてっ！」

「ちょっとエルザ、乱暴しちゃだめでしょ！」

　小こ鈴すずが文句を言ってくれたが、エルザは牙きばをむき出してフーッと威嚇する。ヒョウといってもでっかい猫みたいなものだから、エルザの動作もなんか猫っぽい。

「ウガガ、ウガッ！　ウガガガー！（かいせー、エルザの婿。他ほかの女を追いかける、だめ。こすず、胸ぺったんこのお子ちゃま、口出すナマイキ！）」

「おかしい。あたしマネージャーとしてははちみつレモン作るぐらいしか能がなくて、海かい星せいみたいにやたらにムダな才能とか無いはずなんだけど、だからもちろんターザン能力なんて無いはずなんだけど……なんかむかつくのはなぜ？」

　小鈴は胸を押さえて険しい顔をしている。それは本能によるものだと思う、たぶん小鈴はかなりケモノに近いんじゃないかなー。そんなことを言ったら、エルザ以上に野獣と化して噛かみついてくるだろうから言えないので、心の中で言ってみました。

　っていうか……婿とか、エルザはいったい何を言ってるんだ？

「ウガウガ、ウガー！（エルザ、日本来て、ママいない。けど、かいせーに会えた、良かった。エルザ、好きなオスの嫁なる、子孫残す、これ野性の本能。エルザ、かいせーの子供、産む！）」

　なんか、ウガウガ言ってるセリフと翻訳文の長さがどう見ても合ってないのは気にしないように。だって「ウガウガウガガウガガガガガウガガウガウガウガガウガウガウガウガウガウガガウガガガガガウガガウガウガウガッ」とかしっかり書いたら、ページを埋めるための手抜きって絶対言われるし、それ以前に目が何かを受けつけなくなる気がするし。

　とか、そんなのん気な解説をしてる場合じゃない。俺の子供って……どういうことだっ？　ちょっと待てエルザっ、なんで舌なめずりしながら「いただきまーす♪」みたいな顔を俺に近づけてくるんだよ！

「ウガガー！（ちょっ、やめ！　キスとかやめ！　ファーストキスってのは大事にしないといけないって、妹が持ってた少女マンガの主人公も言ってたぞ！）」

「ウガウガ、ウガ（大事なもの、よけいにエルザ、かいせー、あげたい）」

　エルザのくちびるが俺おれのくちびるに、ちょっとだけふれた。女の子のくちびるって……俺と全然ちがう。俺のガサガサしたくちびるとちがって、マシュマロみたいにやわらかくて、でもそのやわらかさの底にしっかりとした弾力があって、ふにゃっとへこむけどぷるんと押し返してくる感じがする。何だこれ……低反発枕まくらみたいですごい気持ちいい。

　しかもエルザが俺の上にのしかかっているから、ヒョウ柄ビキニに包まれたエルザの胸も俺に押し当てられている。重力に引かれてたわわな胸は、今にも自然落下しそうな完熟のココヤシの実が風に揺れるかのように俺の上でゆさゆさ揺れて、唇を寄せたときにその胸がぎゅっと俺の胸に押し当てられて、その胸もやっぱりふんにゃかと低反発だ。

　これはあれだ、走り高跳びをするときに使う分厚いマットの上で寝てると意識が飛びそうになるほど気持ちがいいんだけど、あの感触にすごく似ている。その気持ちのいいやわらかさが俺の胸にぷにぷにと押し当てられ、そしてやわらかいくちびるがもう一度、俺のくちびるを……。

「ちょっとっ、海かい星せいも嫌がってるんだからやめなさいってばー！」

　しばらくエルザがやることをプルプル震えながらも必死に耐えて見つめていた小こ鈴すずだったが、ついにブチ切れてエルザの首根っこをつかみ、俺から引きはがした。もー、よけいなことを……じゃないっ、良かった助かった。

　エルザはジャマされて激怒して、髪の毛を逆立てながら小鈴に向かって吠ほえた。

「ウガッ、ウガガー！」

「べっ別にあたしは海星のことなんかどうとも思ってないよ！　ただ嫌がってるからやめろって言っただけで、どうしてあたしがヤキモチだとか恋敵だとか、そんな話になるわけっ？」

「ウガガ、ウガー！」

「だからっ！　あたしの胸は関係ないでしょー！」

　なんでことばが通じてるんだ、小鈴。

「まあすごい、小鈴ちゃん。アフリカヒョウ語をさっそくマスターするなんて、やっぱりわたしは小鈴ちゃんもマネージャーの才能があると信じていたんですよ」

　螺らつ子こ先輩が菩ぼ薩さつのようなほほえみをうかべて言った。いやいや、アフリカヒョウ語ができたところで、何部のマネージャーの適性があるというんだ。

「とりあえず、マネージャー部として世話をする動物が一匹増えたわけか」

　才さい子こ部長がノギスでぼりぼりと頭をかきながら、いがみあっている小鈴とエルザを見てめんどうくさそうにため息をついた。

「学校に通うということは制服を調達しなければな。エルザの身長は一五三センチ……わたしと同じだから、わたしの制服をひとそろえ貸してやろう」

　さすが長さにこだわる一次元マニアの才さい子こ部長、いちいちはからなくても目測で他人の身長もわかってしまう。

「あの、才子部長。スカートの丈は合うかもしれませんけれどたぶん胸まわりがかなりきついと思うので、上着はわたしがお貸ししたほうがいいと思います」

　螺らつ子こ先輩が、あくまでも善意のかたまりのオーラを放出しながらほほえんで申し出た。

　あれっ、長さのことなら何でもわかるはずの才子部長が、自分とエルザの胸囲の目測を誤るなんて珍しい……。

「胸囲は三次元だからわたしの管轄外だっ、バカ者！」

　びゅんっ、とノギスが飛んできて俺おれの脳天に突き刺さった。だから、しれっとエスパーしないでください！　そして俺は、才子部長が三次元を嫌っている理由の一端がわかったような気がした。



　そういうわけで、俺はしばらく三匹の子猫とエルザをあずかることになってしまったのだった。

　といってもわが家は妹がクラゲを飼ってるから、ほかのペットは禁止だ。だから三匹の子猫を連れて帰るわけにはいかない。

　ましてやヒョウ柄ビキニの女の子を連れて帰ったりしたら、「そのへんで拾ってかわいそうだから連れて帰りました」なんていう説明は、まあふつうの脳みそを持った人間には通じないだろう。うちの妹なら多分、いつものような毒舌をまったく吐くことなく、静かにだが確実に、警察に電話をかけるにちがいない。

「だいじょぶ！　エルザ、明日の朝まで、この子たちのお世話と留守番する！」

　エルザは部室の机の上にあぐらをかいて座ると、子猫たちにミルクをやりはじめた。子猫たちは、エルザが持った哺ほ乳にゆう瓶びんからチュクチュクとミルクを飲んでいた。

「すごいな、エルザ！　動物愛護部は、そいつらのミルクは俺にしかやれないって音を上げてここに連れてきたのに」

「猫とヒョウ、近い仲間。たぶんエルザ、この子たちのママと同じにおいする」

　エルザは子猫たちを抱えながら言った。暴れ狂う野獣のようなエルザだったけど、子猫たちを見つめるその瞳ひとみには、母性本能が輝いていた。その優しい面差しがあまりにもギャップがありすぎて、俺は胸がドキッとした。

　そして小こ鈴すずはなぜかムカムカした顔で、俺をにらんでいた。

「みゃーみゃー」

「あれっ？　ミルク、全部飲んじゃた？」

　エルザは首をかしげながら、からっぽになった哺乳瓶を見つめた。俺も、そろそろ新しい猫用粉ミルクを溶かしてやらないと……とぼんやり思っていたのだ。がっ。

「じゃあ、エルザのおっぱい　飲んでみるか？」

　ぱかっ。エルザがヒョウ柄ブラを思いっきりよく外した。たわわなふたつの胸が、よほどきつく締められていたのか（そうか、そのせいで胸の間に深い谷ができていたんだ）、拘束を外されたとたんにぷるるるんっと脱走を企てた。って、わー！

「見てないっ、俺おれは見てないぞ！」

　俺はあわてて目をおおった。そして小こ鈴すずはまた、激怒してどなった。

「ちょっとエルザっ、おっぱいしまいなさいよ！　子供も産んでないのにお乳が出るわけないでしょっ？」

「えっ？　エルザ、おっぱい出ないか……？」

　エルザは残念そうに自分の胸をじっと見つめていたけど、ふと思いっきり名案が浮かんだように俺のほうにキラキラした目を向けた。あーこういうときってロクなこと考えてないんだよなー、と俺は嫌な予感を抱いたけど、案の定、

「そか、つまり子供産んだら、おっぱい出る！　んじゃエルザ、さっそくかいせーの子供、作る！」

　と、俺に飛びかかってきた。何という野性的かつ短絡的な思考！　っていうか俺の服をはぐなっ、脱がすなー！　おーそーわーれーるー！

「わー！」



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっと！　なんでそういう理屈になるわけっ？」

　俺おれに馬乗りになってるエルザを、小こ鈴すずが後ろから引っぱったが、

「ウガー！　ひとの繁殖をジャマする、だめ！」

　と、エルザにあっさりはじきとばされてしまった。っていうか、繁殖って言うなー！

　厄介な生き物をあずかってしまった……と、エルザに組みしかれながら俺が激しく後悔していると、

「はいはい、エルザさん。お遊びはそれぐらいにしてくださいね」

　ひょいっ、とエルザの襟首を猫みたいにつかんで、螺らつ子こ先輩が軽々と俺から引きはなした。エルザはびっくりして、手足をばたばたさせながら暴れた。

「ウガーっ、放すー！　エルザ、かいせーと繁殖、するー！」

「だって、エルザさんは明日から学校に通うんですよ。ここはサバンナじゃないんです、学校には学校のルールというものがあるんです。まずは、学校で繁殖しちゃいけません。それから、同意の無い人と繁殖してもいけません」

　螺子先輩はたおやかな外見からは考えられないほどの怪力……は、ロボっ娘こだからいいけども、そのたおやかな外見とさわやかな声で「繁殖」って連呼しないでください！　エルザは吊つるされたまま、ぷうっとふくれて螺子先輩をにらんだ。

「ルール、『弱肉強食』のことか？　草食男子、肉食女子食べる、野生の掟おきて」

「そのルールはサバンナのローカルルールです、学校では通用しません」

「ウガ～……！」

　螺子先輩の口調は優しいけれども、言うべきところはビシッと言ってる。さすが先輩の貫かん禄ろくだ。……って、あれ？

「なんで二人の会話が通じてるんですかっ？」

「というか、わたしにもなぜかエルザのことばがわかるんだけど……？」

　会長も不思議そうな顔をしている。螺子先輩はフフッとほほえんで、自分の肩の上に乗っているネジ子こをつまみ上げた。

「ネジ子の同時通訳機能を使ったんですよ。エルザさん、ネジ子を貸しますから明日からお勉強をがんばってくださいね」

　螺子先輩は吊りあげてたエルザを床に下ろすと、その頭の上にネジ子を「ぽすん」と置いた。エルザはムスッとしていたけど、野生のカンで相手と自分の強弱関係をかぎ取って「この人には勝てない」と察したのか、ようやくおとなしくなった。

「そうだな。学校でちょっと人間世界の一般常識を学んでもらってリハビリしないと、親を探しにも行けないだろう。そのへんの男をいきなり襲っても困るからな」

　才さい子こ部長も、自分が人間世界の一般常識を全すべて無視しているぶんざいで、えらそうにそんなことを言った。とはいえ、たしかに人間の社会で生きていくために、エルザはいろいろと勉強する必要があると思う。

　……ん？　勉強？

　待てよ。明日は勉強の日じゃない。遠足だ！　学校の外に出ないといけない日じゃないか！　……この状態の、エルザを連れて？

　俺おれの胸に嫌な予感がじんわりとわきあがってきたのは、決して考えすぎじゃないだろう。



　あれこれ心配していても、地球は二十四時間で一回回る。

　なんだかんだ言って、次の日の朝は来てしまった。

　よく晴れたその朝、東京タワー前の駐車場には暁あかつき高校一年生ご一行様の観光バスがずらっと並んでいた。

　遠足の日は学年ごとにちがう。今日は一年生だけが遠足だから、子猫の世話は螺らつ子こ先輩と才さい子こ部長（と会長）が引き受けてくれた。一年生だけとはいっても千人もいるから、五十人乗りの観光バスが二十台も並んでいる光景は圧巻だ。ついでに、同じ制服の生徒が千人もわらわらしてる姿も圧巻だ。

「っていうか……高校生にもなって遠足が東京タワーかよ！」

　俺はがっかりするあまり、思わず口に出して悪態をついてしまった。公立で予算が無いのかもしれないけど、しょぼすぎだろ！

　東京タワーは小学生のときに妹といっしょに子供会のはとバスツアーで連れてきてもらったけど、小学生だったころですらしょぼいと思ってたのに。まあ大展望台にある、一五〇メートル下が見えるガラスの床だけは怖かったけど。

「ウガー！　かいせーっ、あれ見る！　でっかい鉄の木、生えてるー！」

　がっかりしてる俺の横で、狂喜の声を上げたのはエルザだ。駐車場で、螺子先輩と才子先輩に借りた制服を着て東京タワーを指さしながら叫んでる。

　頭の上にはネジ子ことヒョウ耳。どういうわけか、ヒョウ耳とヒョウしっぽは取れないらしい。そしてヒョウなみの跳躍力でぴょんぴょん飛びはねてるから、上着もスカートもまくれ上がり放題だ。ヒョウ柄のビキニがちらちら見えている。

　まわりにいた、リュックサックを背負って水筒を斜めがけにした男子たち、そして同じく遠足や修学旅行に来たらしいよその高校の生徒たちも、鼻血を流しながらそのようすを眺めていた。

「誰だれだ、あのプリケツにヒョウ柄パンツをはかれたマドモアゼルは？」

「すばらしきケモノ娘すなあ！　ヒョウ耳とヒョウしっぽのピコピコがたまらん」

「肉球いいよ肉球！」

　妄想をふくらませながら男子たちがざわめいている。かわいい女の子が好きな奴やつだけじゃなくて、一部単なる猫好きが混じってるようだが。

　俺おれはあわてて、ぴょんぴょんしているエルザをつかまえた。

「こら、エルザ！　女の子が人前で下着を見せたらだめだろ！」

「ウガっ！」

　エルザはびっくりした声を上げて、俺のほうにくるっと顔をむけた。

「サバンナの動物、みんなすっぱだか。どして下着を見せる、だめ？」

「エルザは動物じゃなくて人間だからだよ！」

「んじゃ、水浴びのときも、服着る？」

「いや、水浴びっていうか風ふ呂ろのときはいいんだよ」

「ウガ～、ややこしすぎる～！」

「何て説明すればいいのかなー、つまり不特定多数の前で下着や裸になっちゃだめってことなんだ」

「ふとくてーたすう、何？」

「特定されてない、たくさんの人って意味」

「ほほう。なるほど、ＯＫ！　エルザ、よくわかた！」

　にこっ、とエルザはほほえんだ。理解してもらえて、俺もホッとしてほほえんだ。

　がっ。次の瞬間、エルザはセーラー服の上着をガバッとまくりあげると、俺の頭をかかえてヒョウ柄ブラに包まれた胸をむぎゅっと押しつけてきた。

「要するに！　特定少数の前、ＯＫ！」

　はぁっ？

「かいせー、エルザの特別な人。見せるＯＫ！」

　うぐぅ、息がっ……！　肉球って肉の球と書くわけなんだが、こっちの肉球は手足のぷにぷによりもっとぷにぷにしてるかもしれない。低反発まくらのように俺の顔にぴったりフィットして……要するに、息ができない！

　俺は窒息死しかけているのに、まわりの男子たちの目は殺意に染まっていた。

「なぜだ！　なんで岸きしがあんなうらやましいことを！」

「殺す、岸のやつ殺す！」

　殺される前に死にそうです。エルザは細っこいくせに野生児だけあって力が強くて、引きはがそうとしてもはがせない。

　そこに委員長が、出席簿を片手にあわてて飛んできた。

「あーっ、やっと見つけた三さん三さん三さん！」

　三つ編みメガネの委員長は、まじめで面倒見のいい働き者だけど、部活は特殊語尾部だ。今日の特殊語尾もあいかわらずかなり無理があるようだが、東京タワーが三三三メートルってところをリスペクトしてるのか？

　たまには「ナリ」とか「だっちゃ」とか「ござる」とかもうちょっとふつうな範はん疇ちゆうの特殊語尾を使えばいいのに。そういう一般的に認知されてるような語尾は、上級者にとってはぜんぜん特殊語尾に入らないってことなんだろうか？

　委員長は、俺おれをぎゅうぎゅう抱いているエルザに出席簿を突きつけて言った。

「これから東京タワーに入るんだから、ちゃんと一年Ａ組の列に出席簿順に並ぶ三さん三さん三さんよ、エルザさん三三三！」

　なんか最後のほう、人力エコーみたいになってるぞ。

　そう、説明が遅れたけど、エルザは俺と同じＡ組に編入したのだ。っていうか委員長、その言いにくい特殊語尾、たぶん今すごい後悔してるだろ。委員長に厳しく言われても、エルザはつーんと無視している。

「ウガー！　エルザ、かいせーから離れな……」

　そこまで言った瞬間、エルザの全身がびくんと硬直した。委員長が駐車場のすみっこに生えていたのを引っこ抜いてきたのであろうエノコログサ、いわゆるネコジャラシで、エルザを後ろからこちょこちょしはじめたのだ。

「そーら。これでも離れません三三三か？」

「ウガーっ、やだー！　ちくちくするーっ、やめっ、くすぐったいーっ！　ウガガー！」

　たまらずエルザは俺を放して、よっぽどくすぐったいのか地面にごろごろ転がった。エルザは俺を放したのに、委員長はまだしつこくこちょこちょくすぐりつづけている。

「うちも猫飼ってるから猫科動物の弱点は知ってます三三三よ。ほーれこちょこちょ」

「きゃははは、きゃー！　やめてー！　ウガー！」

　エルザはひいひい言いながら、のけぞったり転がったり、手足をバタバタさせて、ついには息も絶えだえになっている。猫をあやしてるとあんまり面白そうにじゃれるので、ついついセーブが利かなくなってしまうという気持ちはわかるけど、なんかヤバいプレイみたいに見えないこともない。

　そのとき、俺の後ろにスッと影が立った。

「エルザに抱きつかれて、何ニヤニヤしてんの。海かい星せいって不潔」

　えっ、と振りかえったら小こ鈴すずが軽けい蔑べつのまなこで立っていた。いやっ、ちょっと待て！

「べっ、別にニヤニヤなんかしてない！」

「へーほーふーん」

「何が『へーほーふーん』なんだよ！」

「別に？　あたし、Ｚ組に戻らなくちゃ」

　ぷいっ、と小鈴はそっぽを向いてずかずか帰っていった。そういえば小鈴はＺ組だ。一番端っこのくせに、なんでわざわざＡ組の俺たちのところまで来てるんだ？　あいつの行動は、ほんとに謎なぞだらけでよくわからない。直球すぎてわかりやすすぎるエルザと足して二で割ればいいのに、と俺は首をかしげながらそんなことを考えていた。



　とりあえず俺おれたちは、列になって東京タワーに入った。正確には、東京タワーの足元にある箱みたいな形の、東京タワービルに入ったのだ。ここで解散して、自由行動。地上二五〇メートルの特別展望台まで上るもよし、タワービルの中にある水族館やロウ人形館に入るもよしだ。

　さて、エルザをどこに連れてってやろうかな。地上二五〇メートルっていっても、都庁の展望室だって地上二〇〇メートルもあるうえにタダで上れるから、わざわざお金払って上ることもないかなー……野生児のエルザ的には水族館のほうがいいかなー……と、俺は展望台行きのエレベーターの前で考えこんでいた。

「わあああ！　セーラー服の女の子がタワーにいいいい！」

　タワービルの外からものすごい悲鳴が聞こえてきた。俺はあわててエルザの姿を探した……いない！　さっきまで、そのへんにいたのに！

「海かい星せい！　エルザが大変！」

　小こ鈴すずが泡くって飛んできて、俺の腕を引っぱった。外に出ると、エルザが東京タワーの「鉄骨を」登っていた。

「うわああああエルザ！　何やってんだー！」

　俺は思わず頭をかかえて絶叫した。エルザはひょいひょいと身軽に、鉄骨から鉄骨へと渡っていく。もう、地上一五〇メートルの大展望台の下のほうまで登っている。

「見てた人の話だと、『あの高い木のてっぺんから探せばママが見つかるにちがいない、エルザあったまいー』らしきことを言ってたらしいよ」

　小鈴の話を聞いて、俺の頭痛は最高潮になった。

「高い木のてっぺんって……せめて階段使えよ階段！　外階段で上がれるだろ！」

「エルザ的には、階段っていう概念が無いんじゃないの？」

「まあ木には階段ついてないけどさ。っていうか、ヒョウって木に登れるのかっ？」

「サバンナのヒョウって、木の上から獲物を探すんだよ。前ＢＳ２でやってた自然番組、見なかった？」

「うちまだアナログなんだよ」

「うそっ、まだアナログっ？　信じらんない、どこの原始人？」

「しかたないだろっ、地デジだと録画できるＶＨＳビデオレコーダーが無いんだから」

「うそっっ、まだＶＨＳ使ってるとか！　海星んちの庭、恐竜住んでるでしょ」

「どうせうちのテレビはブラウン管だっ、悪かったな！　そんなことよりエルザを止めないと、うっかり足を滑らせたら死ぬぞ！」

　俺はタワービルに駆け戻ると、展望台エレベーターのチケットを買って飛び乗った。小鈴もすぐに追いかけてきた。

　大展望台に着いたとき、ちょうどエルザが窓の外に貼はりついていた。当然ながら、大展望台の中にいた観光客たちは窓の近くに集まってパニック状態になっていた。

「うわああああ！　女の子が外にいいいいい！」

「いややわー！　落ちてまうわー！」

「危ないちゃ！　誰だれか助けりー！」

　さすが東京タワー、日本各地から観光客が来てるみたいだ。

　いや、感心してる場合じゃない。小こ鈴すずが真っ青になって、俺おれの腕をつかんだ。

「どうしようどうしよう、エルザが死んじゃう！　海かい星せいどうしようどうしたら！」

「落ちつけよ、たしか窓ふきをするために窓が開くはずなんだ。小学生のころ、はとバスのお姉さんに教えてもらったからまちがいない」

　俺はロックがついている窓を開けた。ゴオッ、とすごい風が吹きこんでくる。窓から身を乗りだした俺のベルトを、小鈴があわてて引っぱった。

「きゃー海星！　危ない落ちるやめて！」

「危なくても、生徒を助けるのがマネージャー部の仕事だろ！」

　俺が言うと、小鈴はハッとして、それから真剣な顔でこくりとうなずき、

「わ、わかった。じゃああたしが支えてるから、気をつけて」

　と、俺のベルトをつかんでる手にぐっと力を入れた。俺もうなずき返して、命綱を小鈴にまかせてできるだけ窓から身を乗りだし、エルザに手を伸ばした。

「エルザ！　戻ってこい！」

　大展望台の窓の外には人一人立てるぐらいの幅があって、エルザはそこに座って一休みしていた。もうちょっと、というところでギリギリ手が届かない。

「かいせー！　かいせーもママ、探しきてくれた？」

　エルザは俺のほうを見た。うわあああっ、うれしそうに足をぷらぷらすんなー！

「エルザ、展望台の中に戻るんだ！」

「エルザ、ママ探す。ここからじゃ見つからない、もっと上、上がる」

　エルザはひょいっと立ちあがり、目の上に手をかざして四方をくるくる見まわした。うわー、こんな狭い幅のところでくるくるすんな！　エルザの頭の上のネジ子こは、すでに恐怖で気を失って目がナルト模様になっていた。

「てっぺんまで登っても、見つかりゃしないって！　ママは大おお阪さかにいるんだろ、東京からじゃ見えっこないから！」

　俺はエルザに手をさしのべた。でもエルザはまるで人の話を聞かずに窓の上のところに手をかけ、窓枠の外側についてる取っ手（窓ふきの人が命綱をつけるためのものらしい）を踏み台がわりにさらに上を目指そうとしはじめた。

　激しい風が、エルザのスカートをあおりまくる。ヒョウ柄パンツが惜しげもなくさらされて、大展望台の中の騒ぎはいっそう大きくなった。

「うおおおお！　見た目幼いのにパンツがヒョウ柄とか！　そのギャップに萌もえる憧あこがれるゥーッ！」

　こらこら。人の命がかかってるときに、とんでもない変態野郎がいたもんだ。

「おいエルザ、ほんとにやめろって！　変態どもがカメラ向けまくってるぞ！」

「えっ」

　エルザは俺おれのことばに反応して、取っ手から下りてきた。そして窓ガラスを叩たたきながら、中にいた変態紳士どもに向かって激しくどなった。

「ウガーっ、エルザのパンツ見る、許さない！　エルザのパンツ、かいせー限定！」

　いやそんな、限定されても。

　そのとき……窓の中を見ていたエルザが、びっくりしたように大きく目を見開いた。

「……ママ」

　ママだって？　まさか、大おお阪さかではぐれたはずのエルザのママがここにいるのか？

　俺は思わず振りかえった。でも展望台には観光客がいっぱいたかっているだけで、ヒョウ耳やヒョウしっぽの人はどこにも見当たらない。

「ママー！」

　エルザは俺が身を乗りだしてた窓までひらりと飛びうつると、俺や小こ鈴すずの頭を飛びこえて大展望台の中に飛びこんできた。俺たちはびっくりして、走っていくエルザを振りかえった。エルザが迷いもせずまっすぐに駆けていった先にいたものは……。

　……えっ？　売店にたかってるおばちゃん集団？

　おばちゃん集団は窓の外の騒ぎにまったくわき目もふらず、ひたすら買い物をしまくっている。

「ちょっとにいちゃん、これなんぼ？　まけてんかー？」

「いやっ！　田た中なかはん、これやっすいわー、お得やわぁ～！」

　思いっきり大阪弁。大阪からの団体さんか……などと考えていた俺の目に飛びこんできたのは……ヒョウ柄のシャツ、ヒョウ柄のスパッツ、ヒョウ柄のブーツ、ヒョウ柄のバッグ！　これでもかっていうほどの、怒ど涛とうのヒョウ柄攻撃だ。こ、これが噂うわさに聞く、大阪のおばちゃんのヒョウ柄ファッションか！

「ウガーッ、ママ　いっぱいいるー！」

　エルザは狂喜乱舞している。ちがう、エルザ！　それはママじゃないっ！

　おばちゃんたちの服の中には、ヒョウ柄のシャツのど真ん中にでっかいヒョウの顔が描いてあるのもある。たまに虎とらも混じってる。もっとよく見るとゼブラ模様も混じってる。都会の真ん中で迷彩柄を着てる人にも言えるんだけど、あんたらはいったい何から身を隠そうとしているんだ。ヒョウ柄のシャツにゼブラ模様のスパッツを合わせてる人とか、もう目立つとか目立たない以前の問題で、目と頭がおかしくなりそうなので、視覚傷害罪あたりで逮捕してくださいおまわりさん。

「待て、エルザっ！　それはママじゃなくて、大おお阪さかのおばちゃんだ！」

　今にもおばちゃんたちに飛びつこうとしていたエルザを、俺おれはあわててはがいじめにした。エルザは、ふしぎそうな顔で振りかえる。

「ウガ？　だってみんな、エルザと同じかっこ」

「もしかして、サバンナで会ったママもあんなかっこだった？」

「ウガ！　ここんとこ、すごいでっかい金色のヒョウ！　ヒョウの目、緑色の宝石。たぶんエルザのママ、ヒョウの女王様！」

　と、エルザは自分のおなかのあたりをさすりながら言った。ああ……やっぱり。

　そういえばエルザが「ママ」とはぐれたのも、ママが大阪の空港で降りたからであって、つまりそれが意味することはひとつ。

「エルザ、サバンナで会った人が、そもそもママじゃなかったんだ。それも大阪のおばちゃんだったんだよ」

　俺は激しい疲労を感じつつ、エルザに言った。エルザは明らかに愕がく然ぜんとしていた。

「ウガッ……んじゃ、ほんとのママ、どこ？」

　ぽろぽろぽろ、とエルザの目から涙がこぼれた。

　うわー、どうしよう！　女の子に泣かれるのは苦手だ。うちの妹は思いっきり気が強いからぜんぜん泣かないので、女の子の涙には耐性が無いんだ。

　どうしていいのかわからなくて俺がうろたえていると、小こ鈴すずが横からスッと出てきた。

　えっ、と目を向けると、小鈴が泣いてるエルザをぎゅっと抱きしめて言った。

「大丈夫だよ、エルザ。あたしたちがぜったい見つけてあげるから。それまで、マネージャー部で暮らせばいいよ。さいわい隣の部屋にはシャワーもあるし」

　それは生徒会長室のシャワーのことか、さては勝手に使うつもりだな。

「ウガ……で、でもこすず、エルザ邪魔ない？」

「邪魔なんかじゃないよ！　エルザがいたら部員が五人になるから、マネージャー部も助かるんだ。人数が足りなかったら、生徒会長に廃部にされちゃうんだよ」

「ほ、ほんとにエルザ、いていい？」

　エルザはやっと安心したみたいだった。涙が止まって、笑顔が出た。

「……ウガ……こすず、ありがと……」

　俺もホッとして、小鈴に言った。

「ありがと、小鈴」

「なっ、なんで海かい星せいがお礼を言うわけ？」

　小鈴は赤くなって俺をにらんだ。礼を言ってるのに、なんで俺怒られるの？

「えっ、いやだって、エルザに優しくしてくれてるから」

「当然でしょ、生徒を助けるのがマネージャー部の仕事なんだからっ！」

　小こ鈴すずは腕組みをして、ぷいっとそっぽを向いてしまった。おや、それは俺おれが五分ほど前に言ったセリフのマルパクリでは？

　一瞬指摘しようと思ったけど、千パーセントの確率でブチ逆切れされるのは確実だったのでやめた。っていうか、やっぱり小鈴は俺と張りあってたのか……。

「いやでも。やっぱりありがとうだよな」

　小鈴が怒らないよう、俺は小さな声でつぶやいた。エルザは怒っている小鈴をちらちらと見て、両手の人差し指をつき合わせながら、悲しそうに目を伏せた。

「こすず……やっぱ、怒ってる」

「えっ、あっ、別にエルザに怒ってるんじゃないよ」

　小鈴はあわてて、両手を顔の前でぶんぶん振った。でもエルザは人差し指を口にくわえて、今ひとつ不審そうな目で小鈴を見つめている。

「だって……エルザ、こすずの繁殖のライバル。エルザかいせーのそばいる、こすずヤキモチ焼く」

　エルザは、上目づかいで遠慮がちに小鈴を見つめた。小鈴の目が凍りつく。

「繁殖のライバルって、何」

　俺も聞きたい。繁殖のライバルって、何。

「あっ、そか。もしかして人間、ヒョウ同じ、一夫多妻制？」

「「一夫多妻って何！」」

　俺と小鈴は、同時に叫んでしまった。でもエルザは勝手に納得したみたいで、うんうんとうなずきながら、

「そういうことなら！　こすず、エルザといっしょ、繁殖する！」

　と、いきなり小鈴のセーラー服をはぎ取ろうとした。小鈴は悲鳴を上げて、必死にセーラー服を押さえる。

「きゃーやめてー！」

　周りで見ていた野次馬たちが、思わず「おおっ」と声を上げて身を乗りだした。何が「おおっ」だ！　俺はあわてて、エルザと小鈴を引きはがした。

「こらエルザ、やめろ！　人前でそういうことしたら、警察に連れて行かれるぞ！」

「けーさつ、何？　おいし？」

「警察で出してくれるカツ丼どんはおいしそうだけど、あれは自費だから！」

　そんなことを言ってると、

「警察です！」

　ごった返している大展望台に、制服警官がぞろぞろと駆けこんできた。ってちょっと、出動早すぎ！

「自殺者がいると通報がありましたが！　どこですか！」

　そっちの通報で来たのか。でも、どっちにしても俺おれたちにとってはやばい状況だ。

「二人とも、逃げるぞっ！」

　俺は小こ鈴すずとエルザの手をつかむと、大急ぎで下りのエレベーターに飛び乗った。



　翌日、才さい子こ部長はさっそく隣の生徒会室に行った。

　全生徒がどこかの部に所属することが義務づけられているわが校では、各部の部員名簿は生徒会によって戸籍のように管理されている。新入部員が入ったら生徒会の窓口で「入部届」の用紙をもらって、必要事項を書きこまないといけない。

「というわけでっ！　こんどこそ部員が五人になったぞ、これで文句は無いだろう！　とっとと入部届の用紙を渡せ！」

　才子部長が、ビシッと会長を指さした。エルザは本人確認のためについていって、俺はエルザが何をしでかすか判わからないから念のためについてきていた。

　でもほんとは、俺はついてきたくなんかなかったんだ。だって、さぞかし会長は悔しがるだろうと思っていたから、またあの迫力のある美人顔でブチギレられることを想定して、俺はビクビクしてた。だけど……おやおや？

「くっくっく……」

　なぜか会長は、余裕の笑みを浮かべている。生徒会の役員が才子部長に入部届の用紙を手渡すのも、別に止めもせずに余裕の表情で見ているだけだ。いつもみたいに、怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで怒らないのか？　むしろ、肩を揺らして笑っている。

「くくくっ……ほほっ、おーほほほ！　天あま野の才子、敗れたり」

「は？　何のことだ？」

　眉まゆをひそめた才子部長の前に、会長はババーンと巻紙みたいなものを広げた。

「見なさい、校長に圧力をかけて部活動規約を改正したのよ！　部活動規約『十六条　退部と転部の禁止』『十七条　兼部の禁止』の撤廃！」

「つまり、部活はいつでも辞められるし変われるってことですか？　かけもちもＯＫっていうことは、いろんな部活をかけもちしてもＯＫってことですか？」

　俺は思わず聞きなおしてしまった。それって、すごくいいことじゃん。一度入ったらやめられない、っていうのはかなりきつい条件だし。たとえば今までだと、運動部に入ってて故障で続けられなくなっても、退部できないからマネージャーなどの形でずっとその部に在籍しつづけないといけなかったわけだし。

「すばらしいじゃないですか、会長！　俺がマネージャーをやってたあっちこちの部で、そのきつい縛りをどうにかしてほしいって声がけっこう出てたんだ。生徒の要望を迅速に反映させるなんて、会長って実はすごいやり手だったんだな！」

　心から俺おれがそう言うと、会長はにっこりと笑った。

「そう？　そうでしょ？　ふふふのふ、おほほのほ」

　……何だ、この嫌な予感は？

「というわけで、入ってらっしゃい」

　と、会長が廊下に向かって手招きをした。

　とたんに駆けこんできたのは、動物愛護部部長の犬いぬ山やまさんと、写真展を手伝ったことがある写真部部長の来らい夏かさん、そしてそれぞれの部の部員たちだった。

「岸きしくん、会長に転部がＯＫになったって聞いたニャ？　岸くんのムダな才能をぜひ動物愛護部で生かしてほしいニャ、転部がだめなら兼部でもいいから！」

「いいえ、岸くんは写真部に転部していただきます！　そのてんこもりのムダな才能は被写体としても良し、心霊写真のモデルをスカウトするにも良し、わが写真部はビビッドな被写体を求めているんです！」

　やいのやいのと部長たちが俺を囲んで、腕とか足とか引っぱりあった。痛い痛い！　もしかして、ちぎれた断片の一番大きい人が勝ちとかいうルールなのか？

「ウガー！　かいせーいじめる、だめーっ！」

　エルザが怒って割りこんできてくれたけど、横から動物愛護部の部員たちがエルザをガシッとホールドした。

「エルザちゃんにも用があるんですよ。動物愛護部の保護動物じゃなくて正式に生徒になったっていうことで、動物愛護部に入りませんか？」

「ウガッ？　だ、だってエルザ、マネージャー部……」

「だいじょうぶ、入部届にはまだサインしてないでしょ？　ということは、エルザちゃんはまだマネージャー部の部員じゃないんです。岸くんだって特例で、部活を決めるまで一ヶ月ぐらい猶予があったんですから、さっさと決めなくてもいいんですよ」

「でもエルザ、かいせーといっしょ、いる！」

「だから、岸くんといっしょに転部してくればいいんですよ」

「でもでも！　こすず、優しくしてくれた、裏切れない！」

「そうだエルザ、そんな奴やつらの口車に乗るな！　さっさと入部届にサインするのだ！　字が書けなかったら拇ぼ印いんでいいから！」

　才さい子こ部長が焦って、エルザの前に入部届と朱肉を出す。エルザが朱肉に手をつけようとした、その瞬間。

「動物愛護部に入れば、もれなく毎日これをさしあげますが？」

　動物愛護部の部員がエルザの前に差しだしたのは、赤と白のシマシマの箱だ。ほわほわ～、と、あの独特の十一種の秘伝のスパイスの香りがただよってくる。朱肉に手をつけようとしたエルザの動きが、ぴたっと止まった。

「ウガガ～。こ、この香り　何？　トムソンガゼルの肉よりいい香り～」

　おいおい、ケンチキは反則だろ！　案の定、エルザはふらふらと箱に引き寄せられている。トムソンガゼルの肉のにおいがそもそもわからないんだが、とりあえずケンチキの衣とハッピーターンの粉は何かヤバげな中毒性の物質が入ってるんじゃないかと俺おれも常々思ってたんだ。動物愛護部の部員は、ドヤ顔で勧誘する。

「ふふふ、ケンチキが欲しければ動物愛護部に転部するのです。エルザさんがうちに入ればマネージャー部は廃部、すなわち行き場を失った岸きしくんもわが部に！」

　きっ、汚い。将を射いんと欲すればまず馬を射る作戦か！　エルザはふわふわした足取りで、赤と白の箱に引き寄せられていく。

「ウガ～。食べたい～、とくに脂あぶらっこくてパリパリした皮のとこ～」

「なんでケンチキの一番おいしいとこ知ってるんだよ、野性のカンはすごいな！　とりあえずやめろエルザ、これは罠わなだっ！　早く入部届に拇ぼ印いんを押すんだ！」

　俺は必死にエルザを止める。エルザは、じゅるりとよだれをぬぐいながら言った。

「だってかいせー、あっちに入る、ケンチキくれる」

「たかが鶏とり肉にくで買収されるな！」

「そうです、写真部に入ったらたかが鶏肉なんかじゃなくて、牛肉たっぷりのロッテリアのタワーチーズバーガーを一日一個。それで海かい星せいくんが釣れるなら安いものです、エルザさんもフォトジェニックなナイスバディですし」

　写真部の来らい夏かさんまで、十段重ねのハンバーガーを出してきた。エルザの目は完全に、食欲にくらんでいる。

「ウガガ～っ、牛肉のタワー……エルザ悩む～！」

「悩むなー！」

「うふふふふ、ゆっくり考えて入部届にサインすればいいわ。マネージャー部さえ崩壊してくれれば、あなたがどこの部に入ろうが大歓迎よ」

　会長が、いかにも「計画通り」ってドヤ顔で腕組みをしている。才さい子こ部長は、野獣のような目で会長をにらんだ。

「やってくれたな、流ながれ石いし。岸がムダな才能で何かとあっちこっちの部の役に立ってるのに目をつけて、転部ＯＫにして岸をマネージャー部から引き離そうという魂胆か！」

「ほーほほほっ！　今回の規約改正の陰で、こっそり『一条　部活動と認められる部員数は五人以上とする』も改正して、『五人以上とし、これに満たなくなった部はその場でただちに廃部とする。ただし兼部者は二部兼部で１／２人、三部兼部で１／３人として計算する』とつけ加えたのよ！」

「汚いぞ！　つまり各部の要望の反映というのは建前で、岸を転部か兼部させることでマネージャー部の部員数を減らし、廃部にする目的で規約を改正したのか！」

　な、なんだってー！　俺おれは部長たちに引っぱられながら、驚きを飛びこして感心してしまった。頭が良くて性格が悪い人って、こんな鋭い頭脳攻撃を繰りだすのか！

　会長はフフンと笑って、長い髪をかき上げた。

「あなたの負けよ、天あま野の才さい子こ。以前わたしのことを、五までの数の計算もできないとか言って愚ぐ弄ろうしたのを撤回するがいいわ。これだけ部長たちに頼まれて、岸きしくんはＮＯと言えるかしら？　まあ、仮にＮＯと言いつづけたら部長たちの綱引きの結果プチッとちぎれて終わり、結局マネージャー部の部員は一人減るから即刻廃部、ということになるわね。クッククク……」

「ぬぅ……！」

　才子部長の額に青筋が立った。以前はしたたかな才子部長に一方的にやられてた感があった会長だったけど、虎こ視し眈たん々たんと作戦を立てて復ふく讐しゆうの機会をうかがってたんだな。おお怖い怖い。

「だが……岸は決して渡さない！　岸はマネージャー部のもの、ひいては部長であるわたしのものだ！　他ほかの部長になどやらん！」

　ものすごーくわかりにくい告白かな、と一瞬思ったけど、いやたぶんどう考えても違うだろう。才子部長はノギスを手に握ると、

「というわけで、わたしの岸から離れろーっ！」

　と、ノギスをめったやたらに振り回した。いつもわりと冷静なのに、暴れはじめるとまるで狂犬だ。こういうタイプの人って、怒らせると一番ヤバいのかもしれない。

「ちょっと、わたしの生徒会長室で暴れないでよ！　散らかるでしょ！」

「痛い痛い！　ノギスのとんがったところが刺さってる！」

「っていうか刺さったニャ！　血がっ血がっ！」

　来らい夏かさんと犬いぬ山やまさんが悲鳴を上げて、逃げまどう。おかげで解放された俺は、あわてて才子部長を止めようとした。

「やめてください、部長！　マネージャー部から殺人犯を出すつもりですかっ！」

　止めようとした俺の脳天にも、容赦なくノギスがぶっ刺さった。いたたっ。

　もう才子部長は混乱状態で、敵も味方もわからなくなってるらしい、ただひたすら鬼のように暴れくるっている。エルザはそんな大騒ぎをまったく意に介さず、ただひたすらケンチキの箱とタワーチーズバーガーのはざまでウロウロと迷っていた。

　ああ、生命の安全のために、いっそ転部してしまいたい。でも螺らつ子こ先輩や小こ鈴すずを見捨てるわけにも行かないし、いったい俺の明日はどっちだ？

　俺は、目からははらはらと涙を、ノギスに刺された頭のてっぺんからはたらたらと赤い血を流しつづけて、才子部長のご乱心を見守っていたのだった。



    

  
    
      
依頼その２

　スク水でギョギョギョ!?



　青い空！　はじける水しぶき！

　六月といえば衣替え、そしてプール開きだ。俺おれが水泳部の手伝いで、必死こいてデッキブラシで磨きまくったプールは、透明な水をたたえてキラキラと輝いている。

「う～、泳いでみたーい」

　小こ鈴すずが飛び込み台から、うずうずしたようすでプールをのぞきこんでいた。いつもジャージで活動しているマネージャー部も夏服に着替えて、半はん袖そで体操服とショートパンツ姿だ。セーラー服のスカーフや名札のライン同様、体操服も一年＝赤、二年＝緑、三年＝青のカラーが決められている。

　俺はジャージってかわいいと思うんだが一般にはけっこう受けが悪いらしく、半袖姿になるやいなやマネージャー部の活動をのぞきにくる野次馬どもの人数が倍増したような気がする。

「だめですよ、小鈴ちゃん。わたしたちはあくまでもマネージャー、部活動の補佐をするのが仕事なんですから」

　螺らつ子こ先輩が、やんわりとたしなめた。大きな胸は、半袖体操服だとやたらと目立つ。そのうえ、夏服は薄いのでブラジャーの形がうっすらと布の上に浮かんでいる。あ……やっぱり俺も、ジャージより半袖に一票入れてしまうかもしれない。

　だって直接ブラジャーを見るよりも、このエンボス加工のようなブラジャーのうっすらした型を見るほうが、隠されたいけないものがうっかり見えちゃった感があってドキドキしてしまう。べっ、別にこれぐらいのレベルなら、変態じゃないよなっ？

「ちぇー、泳ぎたいのにぃ」

　小鈴がぷうっとくちびるをとがらせた瞬間、ざっぱーん、と派手な水音がひびいた。びっくりしてそっちを見ると、体操服をさっそく脱ぎ捨てたエルザがヒョウ柄ビキニ姿ですいすいとクロールで泳いでいた。

　翻訳機と化したネジ子こは、ロボットだから水に濡ぬれたら壊れてしまうので、プールに落ちないようにエルザが息つぎをするたび、エルザの頭の上を右へ左へ必死に逃げまわっている。なんか、江戸っ子が水の上で材木を転がしながら乗る伝統芸（木き場ばの角かく乗のりとかいうらしい）みたいになってる。

　俺は大声で、エルザを叱しかった。

「こらーっ、エルザ！　ここは水泳部のプールだぞっ、マネージャーが勝手に泳いだらだめだろー！」

「ウガ、だってエルザ、まだマネージャー部の部員、ないない」

　うっ、野生児のくせに意外に鋭い反論をしてくるな。

　たしかにエルザは、写真部や動物愛護部以外にもあちこちの部活に（もっぱらエサでつられて）勧誘されていて、どこの部に入るか（どこの部が一番エサがいいか）迷ってる状態だから、まだマネージャー部の部員ってわけじゃないんだ。ただ今回は、才さい子こ部長にいっしょに動員をかけられたから、ついてきただけで。

「こんなきれいな泉、はじめて見た♪　かいせー、エルザといっしょ、泳ぐ♪」

　エルザは背泳にかえて、すいすいと泳ぐ。ヒョウって猫の仲間だから泳ぎは苦手なんじゃ……と思いながら、俺おれは泳ぐエルザを見てみた。水の上に、ネッシーの背中みたいにエルザの丸い胸がふたつ、ぷかんぷかんと浮いている。そうか、あれが浮う子きになってるから泳ぎがうまいのか！

　絶海に浮かぶふたつの無人島のようなその胸の上に、ネジ子こが漂流者のように座りこんで、ふーっと一息ついていた。一見ぷるんぷるんと揺れてやわらかそうなのに、実は弾力がよっぽどすごいのか、ネジ子が上に乗っててもぷっくりした胸はまったく形が崩れもしないで、高反発の形状記憶能力を保っている。

「海かい星せい、何をじーっと見てんの！」



    

  
    
      



    

  
    
      　いつの間にか俺おれの背後に回っていた小こ鈴すずに、俺はビーチサンダルで頭をスパーンと叩たたかれた。

「いてて！　べっ、別に何も見てないって！」

「なんか目を細めて至福の表情をしてましたけどっ？」

「しーてーまーせーんー！」

「ふんっ」

　小鈴はなぜか怒って、俺に背中を向けた。どうもエルザが来てから小鈴がいやにツンケンしてるような気がするんだが、俺なにか怒らせるようなことしたか？

「でも水泳部がマネージャー部に依頼してきた理由って、何なんでしょう？　プールの掃除は海かい星せいくんがやったし、プール開きしたばかりでまだ試合も無いはずだし」

　螺らつ子こ先輩がほっぺたに手を当てて、ふしぎそうに首をかしげた。

　そこに水着姿の水泳部員たちが、ぞろぞろとやってきた。期待させると悪いからあらかじめ言っておくけど、うちの水泳部は男子ばっかりですから。

「うおー、螺ね子じ山やまさん発見！　今日はラッキーだー！」

「夏の体操服がまぶしいっ、胸のゼッケンがまぶしいっ！」

「だがあえてぜいたくを言うならば、体操服ではなくスク水姿が見たいのだ！　というわけで転部もＯＫになったことだし、螺子山さん、水泳部に入ってください！」

　水泳部員たちは、いきなりテンションＭＡＸで盛り上がった。螺子先輩は、恥ずかしそうにとまどっている。

「えっ、あのっ……す、すみません。わたしマネージャー部をやめるつもりはないし、それにカナヅチなんです」

「カナヅチとかだいじょうぶ、手取り足取り教えますからすぐに浮けますって！」

　水泳部員たちは、下心丸出しで食い下がる。螺子先輩は必死で首を横に振った。

「いえ、ほんとにカナヅチなんです。比重的な問題と防水性能的な問題で」

「え？」

「あっ、いえ……何でもありません」

　そうか、ロボットは鉄でできてるから水に沈むんだな。

　がっかりした水泳部員たちの視線は、才さい子こ部長と小鈴の前を華麗にスルーして、プールで泳いでいるエルザに向かった。

「おおっ、あそこにもヒョウ柄ビキニのぼんっ・きゅっ・ばーんが！」

「エルザちゃんだな、水泳もえらくうまいじゃないか！　たしかエルザちゃんはまだ部活を決めていないとか、ぜひぜひ水泳部に入部してください！」

　水泳部員たちは次々に水に飛びこんで、エルザのまわりにわらわらと群がった。こいつら、どこまで本能に忠実なんだ……。俺は今、水泳部に女子部員がいない理由が、思いっきり理解できたぞ。

「っていうか、ちょっと！　今、あたしと才さい子こ部長の上をしれっと視線がすべったのはどういう意味よ！」

　小こ鈴すずが激怒した。才子部長が、小鈴の胸にノギスをぺたりと当てて言う。

「すばらしき二次元平面だな。これほどつるつるぺったんなら、視線ですらツルツルすべろうというものだ」

「さっ、才子部長だって視線をすべらされたんですよっ？」

「かまわん、別に三次元の男に興味はない。年上の魅力がわからないような男には、数字が大きいほどえらいという一次元の美意識も理解できないだろうからな」

「目に涙がにじんでるのはどうしてですか？」

「べっ、別に泣いてなんかいない！」

　と、才子部長は腕で目をこすった。

　いっぽう、現金な水泳部員どもに囲まれたエルザはあいかわらず色気より食欲で、指をくわえながらたずねていた。

「水泳部？　エルザ入る、ケンチキくれる？」

「ケンチキでもロッテリアでもモスでも何でもあげましょう！　ちょっと奮発して、フレッシュネスバーガーでも可！　ケチャップとマスタード使いたいほうだいですよ！」

「ウガ～、エルザ悩む～」

　エルザは本気で悩んでいるから怖い。俺おれはプールサイドから、水泳部員たちに向かってどなった。

「ちょっと！　あんたら、エルザを引き抜くためにマネージャー部を呼んだんですかっ？」

　水泳部員たちは、意味がわからないような表情をしておたがいに顔を見合わせた。

「え？　マネージャー部に来てくれって頼んだ、か？」

「いや、プール掃除のときは岸きしを呼んだけど、今日は呼んでないぞ」

「それにインターハイの予選のときは、螺ね子じ山やまさんを呼ぶ予定だけどな」

「そうそう、去年のインターハイの予選のときも螺子山さんに来てもらったよな。うちの高校は予選落ちしたけど、泳ぎ終わった部員に螺子山さんがバスタオルを持ってきてくれたとき、よその学校の選手が全員『負けた！』みたいな顔になって、あの瞬間だけは『勝った！』って気になれたもんな～」

　低いっ、あまりにも意識が低い！　そりゃ女子も入部せんわ！

　……あれっ、でも？

「水泳部が呼んでないんなら、なんで俺たちここに集められたんですか？」

　依頼を取り仕切ってるのは、才子部長だ。俺がふしぎに思ってたずねると、才子部長はフッと笑って、プールサイドのすみっこのほうを指さした。

　いつの間にか、そこには謎なぞの集団が陣取っていた。女子が六人……全員、赤いスク水を着ている。赤いスク水なんて初めて見たぞ。胸には「１」から「６」までのゼッケンがつけられていた。

　赤いスク水という違和感、水泳部には女子はいないはずなのにという違和感……それ以上に俺おれに違和感を抱かせたのは、彼女たちの足元に大きな水色のビニールプールがセッティングされていたことと、その中に何か赤いものがひとつ、ちらちら泳いでいることだった。

「あれはもしかして……金魚っ？」

「そのとおり。わたしたちがマネージャーを頼まれたのは『金魚すくい部』だ」

　当たり前のように才さい子こ部長はサラッと言ってくれちゃったが……き、金魚すくい部だとーっ？　よく見れば女子たちは、プラスチックの輪っかに薄紙を張った金魚すくいのあれ、正式名称「ポイ」を持っている。

「金魚すくい部って！　いくらうちの学校がマンモス校で部活の数が多いっていっても、ニッチな部にもほどがあるでしょーが！」

「あれでしょ、ときどきニュースでもやってるじゃない。一枚のポイで三分で何匹すくえるかっていうやつ」

　小こ鈴すずは楽観的に言うが、俺は一ヶ月ほどこのマネージャー部でやってきて、すでにかなり疑心暗鬼におちいっている。だって、そのルールで選手がスク水を着てる理由がわからない！

「ウガーっ、魚、好き！　エルザ金魚狩り、する！」

　エルザが興奮して、ビニールプールに飛びこんだ。ヒョウも猫科動物だから魚が好きなのか、それとも動く小動物を反射的につかまえてしまう猫の習性か。

「っていうかエルザ、金魚『狩り』じゃないから！　金魚『すくい』だから！」

「金魚金魚！　エルザ、むさぼり食らう！」

　エルザはビニールプールの中で大暴れして金魚をつかまえると、あーんと口を大きく開けて飲みこもうとした。おいおいおいおい！

「エルザ、金魚すくいの金魚は食っちゃだめだ！」

　俺はあわててエルザの手から金魚を取りあげ、金魚はビニールプールの中へ放りこみ、エルザはビニールプールの外に引っぱり出した。

「ウガー、だって金魚赤い、おいしそう」

「色と味関係ないだろ」

「たぶんいちご味」

「いや、ふつうに生臭いから」

「フフッ……その闘志、期待できるわね。でも、金魚すくいをするには、まずスク水に着替えてからよ。それに手でつまむのは反則、ちゃんとポイですくいなさい」

　背の高いポニーテールの女子が、腕組みをして不敵に笑った。三年生みたいだ。

「ようこそ、マネージャー部。部長の東あずま錦にしきよ、なかなか使えそうな人材を連れてきてくれてうれしいわ」

　使えそうな人材って、エルザのことか？　金魚すくいそのものを理解してないように思うのだが、ほんとに使えるのか？

「あの……金魚、少なくないですか？」

　小こ鈴すずがビニールプールを指さして東さんにたずねた。水の中には、小さな和金が一匹しかいない。三分で何匹すくえたかを競う競技に、これはないんじゃ？

「いいのよ、一匹で」

「こんなに広いプールに一匹だけ？」

「これが金魚すくいの正式なルールなのよ。ニュースとかでよくやってるあれは、いわゆる亜流ってやつね。正式にはビニールプールに水を張って金魚を一匹だけ入れ、その一匹の金魚をめぐって敵と味方が五対五でポイですくうのよ」

「そうでしたっけ？」

　小鈴は不審そうな顔をしているが、東さんは自信たっぷりに語りつづける。

「時間は無制限、どっちかが金魚を自分のおわんに入れたら勝ち。そのさい妨害も何でもありで『プールサイドの格闘技』の異名を持つ……それが金魚すくい！」

「そうでしたっけぇぇ～？？」

「ライバル校である夕ゆう陽ひ学園との対外試合はこの週末なのに、練習中にケガ人が出て選手の数が足りなくなったの。だから、マネージャー部に穴埋めしてもらおうと思って依頼したのよ。わかった？」

　東さんが言ってることは、よくわかった。でも、俺おれにはひとつ理解できないことがある。たかが金魚すくいで、試合にも出られないぐらいのケガってどういうことだ？

　俺は胸騒ぎがして、赤いスク水を着た女子たちに目を向けた。腕に三さん角かく巾きんが一名、足にギプスと松まつ葉ば杖づえが一名、頭に包帯と眼帯が一名。……おいおいおいおいっ！

「どうやって、金魚すくいでこんなケガができるんだよっ！」

「だって『プールサイドの格闘技』ですもの」

　東さんはクールに言い捨てて、俺に白い布のようなものを突きだした。

「金魚すくいは赤組と白組に分かれて戦うの。わたしたち部員が赤組になるから、マネージャー部は白組ね。一番素質のある二人を、補充人員としてスカウトさせていただくわ。まず、これを着てちょうだい」

　東さんの説明と赤いスク水に、俺はいやーな予感がした。手渡されたその布を開いてみると……果たして！　白いスク水！

　呆ぼう然ぜんとしてる俺おれの横から、小こ鈴すずが真っ赤な顔をして東あずまさんに聞いた。

「ちょっ……！　ま、まさかこれ着てやるんですかっ？」

「紅白に分かれるって言ったでしょ。金魚の模様を思わせる赤スク水対白スク水、これが金魚すくいの伝統よ」

「でっでも透けるし！」

「今の布地だと透けないから大丈夫」

「でもっ何かイメージ的に……っ！」

　小鈴は真っ赤になっている。たしかに白スク水というと、萌もえ属性のイメージが強い。水泳部の男子どもも、泳ぎもせずにハアハアしながらこっちを見ている。

「つ、ついに白スク水が見られるぞ！　金魚すくい部はいつも赤スク水だったから、物足りなかったんだよな！」

「赤スク水も悪くはないけど、なんかこう、新体操のレオタードとかフィギュアスケートの衣装とかの見せる系のコスチュームっぽくて、妄想の余地がないんだよな」

「それにくらべて白スク水は、なんか下着っぽいところがいいよな」

「そうそう。いくら布が透けないって言っても、目を細めたらなんかいろんなものが見えてくるしな！」

　どうやら、思春期男子の特殊技能をマスターしている豪の者も混じっているようだ。っていうか、そんな野獣のような目で見られてる前で白スク水とか無理だろ！　俺は、才さい子こ部長にどなった。

「才子部長！　こうなることがわかってたから、俺たちに何も説明せずに連れてきたんですね！　説明したらぜったいに断られるのが、わかってたんでしょう！」

「さーて何のことやら？　あっそうそう、わたしはノギスより重いものを持ったことがないので、参加しないから」

「ノギスよりポイのほうが軽いでしょーがっ！」

「いいからさっさと着替えろ、部長命令だぞ」

「そして、なんで俺まで白スクなんですか！　俺の水泳パンツはどこに？」

「試合には女子チームとして参加するんだから、スク水にしろ。大丈夫、岸きしならじゅうぶん女の子で通用する」

「それ反則だと思います」

「それは、男の娘こ萌えという意味で反則ということか？」

「いやいや、そんないい意味に解釈しないでください。それに男の白スク水って、男の娘萌え属性からも逸脱してますよねっ？　そもそも部長が思ってるほど俺、男の娘萌え属性に適合してませんから！」

「そうか？　岸はかわいいではないか」

「それは才さい子こ部長の個人的な好みじゃないんですか」

「ばばばっバカを言うな！　わたしが岸きしに個人的な好意を寄せてるとか、そんなんじゃないんだからねっ！」

「なんでいきなりツンデレ語になってるんですか」

「コホン、まあ良かろう。とりあえず読者サービスのつもりで白スク水を着てみろ」

「だから男の白スク水とか、読者サービスとかにもなってませんから！　それに俺おれレベルの女装なんて、文化祭とかでふつうの男子が女装喫茶してるのと同じ、お笑い取ってるレベルですから！」

「お笑いだと？　女装喫茶をバカにするな。あれに参加してる男子たちは、心の底で『実は自分は女装したらけっこうイケてるのかもしれない』と思って志願しているのだ。自分が見えてないというのは最強だな、滑こつ稽けいを通りこして笑いも取れん」

「才子部長、泣いてる人もいると思うんでもうちょっとオブラートにくるんでください」

「さては、岸は水着の露出が多いのが嫌で着たくないのだな、この恥ずかしがり屋さんめ。ならばわたしがいい解決策を教えてやろう、白いニーソックスをはいて足をカバーすれば良いのだ」

「それヤバさが増してますから！　男がはいたら、別の意味でのヤバさも絶賛増加中になりますから！」

「わからずやだな」

「お互い様です！」

　俺と才子部長が言い争ってるあいだに、螺らつ子こ先輩と小こ鈴すずとエルザがやってきた。

「あ、あの～部長、これ……おかしくないですか？　白い水着なんてはじめてで、よくわかんないんですけど……」

　俺は、ハッとそっちに目を向ける。

　小鈴が白いスク水に着替えて、そこに立っていた。あいかわらずぺったんこの胸でシンプルなデザインの白スク水を着ると、何やら懐かしい感じがした。

　そうだ、これは小学校のころ、女子といっしょに身体測定をしたときのあの感覚……。まだ平面的なボディを、何の飾りもない白いグンゼパンツと白いタンクトップに包んで、体重計の前に並んでいた女子たちの、今まさにのびざかりのすらっとした体型を横から見ていたときの、あのノスタルジィ。はじめてクラスのうるさい女子たちを異性として認識したあの日の、甘酸っぱい思い出が胸によみがえる。そうか、白スク水にロマンを感じるのは、初恋補正というやつかもしれない。

「ちょっ……ちょっと海かい星せい！　何じろじろ見てんのよ、Ｈ！」

　ぱかーんっ、と小鈴は俺の頭をはたいた。暴力反対！　っていうか、エルザを見ても怒って小鈴を見ても怒るって、俺はいったいどこに視線を向ければいいんだ！

「しかもノーコメントっていうことは、おかしいってこと？　やっぱり変なのっ？」

　小こ鈴すずは怒りながら、こんどは俺おれにつめよってきた。見るなって言っておいて、コメント言えっておかしくないか？　でも小鈴は顔だけじゃなくて、体まで真っ赤になっている。スク水が白いから、いっそう肌が紅潮してるのが目立つ。よっぽど気にしてるんだなと思って、俺はあわてて首を横に振った。

「あっいや、全然おかしくない！　だいじょうぶ、かわいいって！」

「えっ……か、かわいい？」

　小鈴のほっぺたが、ぽっと赤くなった。しまった、「かわいい」はちょっと誤解を呼ぶ形容詞だったかな。

　小鈴の後ろにいたエルザが、ぷうっとほっぺたをふくらませて俺の前にずかずか歩いてきた。よく見ると、エルザの頭の上に乗っかってるネジ子こも白スク水を着てるんだが、それはどこで調達してきたんだ。

「かいせーっ！　エルザのがかわいい、よく見る！　そしてほめる！」

　思いっきりオーバーアクションで怒っている。そのたびに、豊満な胸がプルンプルン揺れる。俺はドキッとして、思わず目をそらした。

「あっ、う、うん。かわいい、エルザもかわいいよ」

「かいせー、どして目、そらす！　ちゃんと見る！」

　エルザは俺の頭を両手でつかんで、ぐりんと回した。ぐきっ、と不穏な音が鳴った。

「ぐええ！　やめろ、首がはずれる！」

「だいじょうぶ、二人ともかわいいですよ」

　と、螺らつ子こ先輩が女神のようなほほえみを浮かべ、自分に向けてスプレーをしゅっしゅっとかけながら言った。さすが螺子先輩……すらっと高い背、長い足、大人っぽくて豊かな胸は清せい楚そな面立ちとちょっとアンバランスなところが実にエロい。

　遠くで見ていた水泳部の男子たちも、おおっとどよめいた。

「さすがさわやかな螺ね子じ山やまさん！　スポーツの前には制汗スプレーを忘れない！」

「どんなに動いても汗をダラダラかかないようにするためだな、乙女のエチケットだな。何というすばらしい淑女ぶり！」

「でも本音を言えば、汗まみれになったつゆだく状態の螺子山さんも見たいっ！」

　また出たよ、ずいぶんな豪傑が。っていうか、おまえらはいいかげん水泳の練習をしろよと。

　そんなに大騒ぎされている螺子先輩のスプレーをよく見たら「防水スプレー」って書いてあった。ネジ子にも、螺子先輩は防水スプレーをかけてやっていた。

「ウガ～。らっこにかわいい言われる、むしろエルザ、負けた気する」

「言えてる言えてる」

　エルザと小こ鈴すずが妙なところで意気投合していた。東あずまさんが、パンパンと手をたたく。

「さあ、着替えが済んだら金魚すくいをして見せて。三人の中から、選手を二人選ぶわよ。一人ずつ金魚をすくってみてちょうだい、制限時間は三分よ」

　ああ良かった、俺おれは数に入れられずにすんだ。そりゃー東さんも男のスク水姿（しかも白）なんて見たくないわな。

　小鈴とエルザと螺らつ子こ先輩は、それぞれ一枚ずつポイをもらった。プールの中では、金魚がひょろひょろ泳いでいる。

　一番手は、小鈴だった。エルザが一番にやりたがったけど、エルザはポイの使いかたがわからないから、まずは小鈴のお手本を見ろという話になったのだ。

「ふっふっふ、あたし実は金魚すくいは得意なのよね。夏祭りのたびに大量で、金魚屋さんに『もう帰ってくれ』って泣いて頼まれたことだってあるんだから」

　小鈴が得意げに、ビニールプールの横にしゃがんだ。何だ、いつも俺とはりあってるけど、小鈴もけっこうムダな才能を持ってるんじゃないか。

　っていうか……白スク水でしゃがまれると、目のやり場に困るんですけど。背中から見るとお尻しりのラインがくっきり見えるし、横から見るとふくらはぎとふとももの肉がみっちりとつぶれた感じがエッチな感じがしてやっぱり目をそらしてしまうし、じゃあ前からといったら……だめだっ、ビニールプールが透明だから、透明なビニールと透明な水ごしに見える白スク水の前半身が～！

　なんだか遠くから見ている水泳部の野郎どもの視線が急に気になって、俺はこっそりと、そいつらの視線をさえぎる位置に移動した。

「ほらエルザ、見てて。ポイを垂直に上げると水の重さでポイが破れちゃうから、横から入れて、斜めに上げて、ほら」

　俺がやきもきしてることも知らず、小鈴はのん気に金魚をすくって、ひょいっとお椀わんの中に入れた。東さんはストップウォッチを見て、満足そうにほほえむ。

「十秒、いい感じね。すくい方も安定してるし」

「ウガー、おもしろそう！　エルザ、やる！」

　小鈴が金魚をプールに戻すやいなや、エルザがポイを振りあげてプールに飛びこんだ。いやいや、飛びこむ必要ないだろ！

「えぇーい！」

　エルザはすべりこみながら、ポイを斜めに入れて斜めに上げた。金魚すくいっていうより、テニスでボールを必死に拾ってるみたいに見えるんだが。金魚は水しぶきとともにキラキラと輝きながら天高く舞いあがり、プールサイドに置かれたお椀にポチョンと落ちた。

「二秒、すばらしい！　完かん璧ぺきだわ！」

　東さん以下、金魚すくい部員たちがパチパチと拍手する。って、えぇーっ？

「今のでいいんですかっ？　夜店の金魚すくいとか金魚すくい競技であんなのしたら、速攻でつまみ出されると思いますけどっ？」

「さすがマネージャー部、レベルが高いわ！　というか、エルザさんだっけ？　あなたほんとに素晴らしいわ。手伝いと言わず、このまま金魚すくい部に入らない？」

　東あずまさんがエルザの手をガシッと握った。いや、ほんとに今のでいいのか？

　才さい子こ部長が怒って、ノギスを二人のあいだに差しこんだ。

「こら、よその部員を勧誘するな！」

「あら、エルザさんはまだマネージャー部の部員じゃないんでしょ？　エルザさん、もし金魚すくい部に入ってくれたら、どんな望みでもかなえてあげるわよ」

　東さんの誘惑に、エルザはあっさりと屈した。

「んじゃ、エルザ、金魚食べたい！　毎日、ドンブリ一杯！」

　エルザは思いっきり目を輝かせて言ってるけど、いろんな意味で腹壊すぞ、それ。

「ええ、わかったわ」

　東さんはあっさり快諾した。快諾していいのかよ、金魚かわいそう！

「ウガー！　金魚いっぱい食べる、エルザうれしー！」

　エルザは喜んで、跳ね回っていた。

「最後は螺ね子じ山やまさんね。後輩の二人がこの実力だから、螺子山さんにはさぞかし期待できそうね」

　東さんは螺らつ子こ先輩に期待の目を向けた。たしかに螺子先輩の長い緑の黒髪やたおやかな面差しを見ていると、涼やかな浴衣を着てちょっと小粋に袖そでをまくって、夜店で金魚をすくっている姿が目に浮かぶ。思いっきり絵になる……さぞかし金魚すくいが上う手まそうだな、と俺おれは予想していたのだが。

「え～い、待て待て～」

　螺子先輩のポイが、金魚を追いかける。金魚は、さっきからエルザに食われかけたり小こ鈴すずにすくわれたりエルザのダイブを受けたりして疲れ果てたのか、のろのろと泳いでいる。ところが螺子先輩のポイは、それより遅い。

「待て～。待て待て～」

　ポイを入れて引き上げるときにはもう、金魚ははるか遠くへ去ってしまっていた。

「あら～？」

「あら？　じゃありませんよ、螺子先輩！　もっと早く上げないと！」

　俺は思わずイライラしてどなってしまった。

「うふふ、金魚って泳ぐの速いのねえ」

「金魚が速いんじゃない、金魚は悪くないですから！」

　そうこうしてるあいだに三分が経たった。東さんが、ストップウォッチをカチッと止めた。

「これで決まりね。選手は小こ鈴すずさんとエルザさん」

　ほんとにこの二人（っていうかエルザ）でいいんですかーっ？



　……という俺おれの心配をよそに、あれよあれよと日は過ぎていった。

　小鈴とエルザは金魚すくい部へ毎日練習しに行った。そして日曜日……試合の日がやってきた！

　試合は、暁あかつき高校のライバルで「公立の雄・暁、私立の雄・夕ゆう陽ひ」と並び称せられる夕陽学園のプール（正確には、プールサイド）で開かれた。

　よその学校に遠征するにあたって荷物を運ぶ人が要るため、俺もマネージャーとして、五人分の水着とかが入ったボストンバッグを運びにいった。

「がんばろーねっ、エルザ！」

「ウガ！」

　小鈴とエルザも盛りあがってる。練習をたっぷりやって、自信いっぱいみたいだ。

　金魚すくいのルールで、ホームチームは赤スク水、アウェーは白スク水を着ることになってるらしい。俺の予想だが、ホームだと自分の学校の友達がたくさん応援にくるから、白スク水で知り合いの前に出るのは恥ずかしいからじゃないだろうか？　なら金魚と出目金みたいに、赤スク水と黒スク水にすればいいと思うんだが。

　私学の夕陽学園はさすがお金持ちなので、プールは屋内の温水プールだった。プールの二階には、ちゃんと観客席もある。応援に来てるのがほとんど男子なあたりが、下心がミエミエなわけだが。

「では、位置について！」

　紅白の旗を持った審判が、大声で叫んだ。味方の白スク水五人と、敵の赤スク水五人が、それぞれポイを手に持ってビニールプールの両がわに並ぶ。

　東あずまさんもけっこう美人だけど、夕陽学園の五人もかなりレベルが高い。さすが私学のお嬢様だけあって（俺の偏見か？）、おしとやかな感じのお嬢様っぽい娘こが集まってる。これは、男子たちが集まってくる気持ちもよくわかるっていうものだ。横断幕まで作ってきて応援してる奴やつもいる。

　それにしても、ビニールプールの中にはあいかわらず金魚が一匹しかいないんだが、人間は十人もいるわけで、いったいこれでどうやって試合になるんだ？　金魚がたまたま手元に来た人の勝利になっちゃうんじゃないのか？

「開始フアイト！」

　ん？　今審判、「開始」と書いて「戦えフアイト」と読まなかったか？

「どりゃー！」

　おしとやかな赤スク水のお嬢様軍団が、いきなり野太い掛け声とともにビニールプールの中にすべりこんだ。って、えええええっ？

「ひるむな！　行くわよ！」

　東あずまさんの掛け声で、暁あかつき高校の白スク水軍団もビニールプールの中に飛びこんだ。

「ウガー！」

　エルザがすべりこみながら、金魚の下にポイを差しこんだ。さすが野性の反射神経、上う手まい！　上手いけど、こんなの金魚すくいじゃない！　っていうか、ここ数日小こ鈴すずとエルザが受けてた特訓って、こういうのだったのか？

「捕とった！」

　エルザが目を輝かせてポイを上げようとした。その瞬間、赤スク水が横っとびにエルザにタックルをかけてきた。

「させるかー！」

「ウガー！」

　タックルをかけられたエルザは、赤スク水に組みしかれてしまった。金魚はそのすきに、ひょろひょろ～と逃げてしまう。

　っていうか……これ何？　金魚すくいだったよね？

　応援席は、大いに沸き立った。

「やった、始まった！　金魚すくいといえば、やっぱりキャットファイトだよな！」

　それ、少なくとも俺おれが知ってる金魚すくいじゃない！

　エルザは必死に体をくねらせて暴れてるけど、しっかり関節を極められてるのか身動きできない。っていうか、金魚すくいに関節極めるスキルが要るのかよ。

「ウガー！　放せー！」

「放してやるわよ、ただしっ！」

　エルザを組みしいている赤スク水が、いきなりポイを逆手に持つと、

　グサグサグサ！

　ポイの柄を何度も何度もエルザの手の辺りにブッ刺した。きゃー！

「こらっ、やめろー！」

　俺は思わず飛びだしたが、審判に止められた。

「競技中、選手以外の人間が乱入したら失格と見なしますよ！」

「だってエルザが……！」

　俺はエルザのほうを見た。赤スク水が、エルザの上からどく。するとエルザが無傷だったので、俺はいちおうホッとした。ただ、ポイの紙はビリビリに破られていた。

「ウガぁぁぁっ、エルザのポイ、何するー！」

　怒ったエルザが赤スク水に飛びかかろうとしたけど、審判がピリリッと笛を吹いてそれを止めた。

「ポイが破れた選手は試合続行不能と見なします、速やかに退場してくださーい」

　俺おれはようやく理解した……どうして金魚すくい部の部員が三人も、傷だらけになっていたのか。っていうかこれ、どう考えても金魚すくいって呼んじゃいけないだろ！

「ウガ～！　エルザ悔しー！」

「だいじょうぶだよ、エルザ！　エルザのぶんまであたしががんばる！」

　小こ鈴すずは勇ましくもビニールプールに突っこんでいったけど、もう少しで金魚をすくえる……というところで、赤スク水に背中からのしかかられた。

「きゃー！」

　赤スク水が小鈴のポイをねらう。させまいとして、小鈴が体をひねりながら赤スク水の腕を止めた。そのまま二人はプールの中でキャットファイトに入った。ぬれる肌、飛び散る水しぶき、応援席の男子たちは大いに沸きたった。

「いいっ、あの暁あかつき高校の選手、いいっ！　つるぺたの体型を最大限に利用して、極め技からスルスル逃げている！　どこにも引っかかるところの無いつるぺた体型でなければああは行かないぞ、暁高校の選手、恐ろしい子！」

　おまえら、それを小鈴に聞かれてたら後からほんとに恐ろしい目にあうぞ。

　他ほかの選手もあっちこっちでキャットファイトを繰り広げている。場外乱闘は当たり前で、東あずまさんにいたっては集中的にマークされているのか、すさまじい乱闘によってプールの中へ落としこまれてしまっていた。これじゃ東さんがどんなに金魚すくいがうまくても、競技に戻れない。

　激しいバトルの中、金魚だけがビニールプールの中で優雅に泳いでいた。こっちはエルザが退場して一人部員が少ないのが厳しい。一対一のキャットファイトだと、当然敵に一人余裕ができる。残り五秒……その一人が、金魚をすくおうとした。

「もらったぁーっ！」

「させるかー！」

　小鈴は自分の上に馬乗りになっている赤スク水の下から、強引に体を抜こうとした。そのとき「ピリッ」と不吉な音がした。

　俺はぎょっとして小鈴のほうを見た。小鈴も、自分の水着に目をむけた。

　無理な動きのせいで、水着の両肩の縫い目がやぶれ、肩ひもがだらんとぶら下がっていた。それだけじゃない。わきの部分の縫い目も五センチほどほつれて、Ｖ字になっている。小鈴に馬乗りになっていた赤スク水が、高らかに笑った。

「ほほほ、動かないほうがいいわよ！　衆人環視の中で水着が破れたら、お嫁に行けなくなっちゃうわよ！」

　小鈴は悔しそうに顔をゆがめた。だけど、今にも金魚が敵のポイに落ちそうになっているのを見ると、何かを吹っ切るようにぶんぶんっと首を強く横に振るった。

「マネージャー部は、他ほかの部を助けるのが仕事なんだから！　試合には絶対勝たせるのがマネージャーの意地なんだから、これぐらいのことっ……！」

　と、強引に体を抜いた。ビリビリビリッ、と水着が破ける。うわー！

　捨て身の小こ鈴すずのポイが金魚に伸びた。ポイの上に金魚がロックオンされる。

「捕とったーっ！」

　小鈴はそのまま、高々とポイを振りあげた。その動きのせいで、小鈴の水着は腰のあたりまで一気に破れが進んだ。

　金魚はピチピチしながら天高く舞いあがる。観客たちは「おぉーっ！」と歓声を上げながら、金魚の行方を目で追っていた。その瞬間、俺おれはスポーツタオルを持って飛びだしていた。

　金魚は、水を張ったお椀わんの中にポチャンと落ちた。同時に、制限時間いっぱいのホイッスルが「ピリピリピリ！」と鳴った。そして俺は、小鈴の体を背後から抱きしめるようにしてスポーツタオルで包んでいた。

「こらっ、部外者の乱入は失格だと……！」

　どなる審判に、俺は言いかえした。

「それは試合中の話でしょ！　試合終了のホイッスルの後なら、何をしてもかまわないでしょーがっ！」

　俺の腕の中で、小鈴は顔を真っ赤にしている。俺をにらんで、小さな声で言った。

「ちょっ……ちょっと、海かい星せい！　人前で何抱きついてくれてるの、放してよ！　誤解されたらどう責任とってくれるのよ」

「バカっ、最近俺にツンケンしてるのはわかってるけど、今だけはおとなしくしてろ！　水着が破れてるんだよ！」

「少しわきが破れてるだけでしょ、手を下ろしてればバレ……」

「こらっ、動くなー！」

　小鈴がスポーツタオルの中から無理矢理脱出しようとして、体をよじった。その瞬間、びりりりりぃっ、と豪快に糸が切れた音がした。

　強気だった小鈴の顔から、一気に血の気が引いた。破れた水着がはらりとはだけ、スポーツタオルと小鈴の体のあいだをすり抜けて、ポトリと足元に落ちた。

「きゃっ……！」

　小鈴が小さな悲鳴を上げた。俺も焦って、いっそう固くスポーツタオルを巻きつけながら小鈴の耳元でささやいた。

「暴れるな、小鈴！　このまま更衣室まで移動するぞ、いいな！」

「は……はいっ」

　小鈴は半泣き状態で、うなずいた。



    

  
    
      



    

  
    
      「勝者っ！　暁あかつき高校ーっ！」

　審判の高らかな勝利宣言を背中で聞きながら、俺おれは絶対にスポーツタオルがはだけないように、小こ鈴すずを守りながら移動した。脱げた白スク水はすばやくネジ子こが回収して、俺たちの後ろをとっとことついてきた。

「ウガーっ！　やったっ、勝ったー！」

　エルザが喜んで、ぴょんこぴょんこ跳ねまわる。自動翻訳機のネジ子がいないから、まわりの人間にはウガウガ言ってるだけにしか聞こえないだろうけど。

「そんで、試合終わたー！　この服ぴちぴち大っ嫌い、やっと脱げるー！」

　エルザはそう言うと、いきなり衆人環視の中で白スク水を脱ぎはじめた。観客たちがどよめいた。

「うおお！　何だいきなり、この素晴らしいサービスは！」

「双眼鏡！　双眼鏡は無いか！」

　観客たちの視線はエルザに釘くぎづけになっていて、俺たちには気づいていない。嵐あらしのようなどよめきを背に、俺たちは更衣室につづく扉をくぐった。扉が閉まった瞬間、

「アンダーウェア着てたのかよ～っ！」

　という、大いなる落胆の声が聞こえた。もちろん俺は、エルザの白スク水の下はヒョウ柄ビキニだって知ってたさ。

「いやでも、ヒョウ柄ビキニもいいよな」

「うん、これはこれでいいよな！」

「だが俺おれはビキニなど認めない！　見せる系の水着には、恥じらいのロマンが無い！　あくまでも露出おさえめで、それゆえに乙女の恥じらいを感じさせるスク水だからこそ良かったんだー！」

　また変態紳士が混じってるようだ。とにかく俺と小こ鈴すずはエルザのおかげもあって、観客たちに気を向けられることもなく無事に女子更衣室にたどりついた。

　小鈴はスポーツタオルを固く身に巻きつけて、逃げるように更衣室の中に駆けこんだ。

　やれやれ、これで一件落着だ。

「小鈴、もうだいじょうぶか？」

　俺は、更衣室の前で心配そうにうろうろしていたネジ子こを拾いあげながら、更衣室の中にむかって声をかけた。小鈴は俺にツンケンしてるから、ここに長居されたくないかなーと、遠慮してたんだ。

「俺、プールに戻っていいかな。エルザが浮かれて何するかわからないし」

　すると扉ごしに、小鈴のかすかな声が聞こえた。

「ちょ……ちょっと待って、海かい星せい」

　あれ、呼びとめた？　ツンケンしてたんじゃないの？

「あのっ……見えなかったよね？　あたしの……見えてなかったよね？」

　消え入りそうな声だ。ちょっと震えてすらいる。

「そんなに心配するぐらいなら、なんであんな無茶したんだよ」

「あのときは、頭に血がのぼって後先考えられなかったんだよ。マネージャー部として絶対勝たせなくちゃって……エルザのぶんも、がんばらなくちゃって」

　まったく、あいかわらず負けず嫌いな奴やつだ。

「それで……見えてなかった？　もしかして……見えてた？」

　俺がはっきりと返事しなかったせいか、小鈴の声がどんどん小さくなっていた。なんかちょっと、仲直りに向かうフラグがピカーンと見えた気がした。

「見えてた……の？」

「いや、見えてなかった」

　俺は答えた。扉の向こうで、小鈴の声が疑わしそうになる。

「なんで棒読みなの」

「い、いや別に棒読みじゃないけど？　俺はいつもこんなんだぞ」

「ほんとに見えてなかった？」

「水着が破れる前に俺はスポーツタオルを巻いたんだから、透視能力でもなきゃ見えてるわけないだろ。スポーツタオル巻いたのも背中からだったしさ。それにエルザが注目を集めてくれたから、誰だれも小こ鈴すずのことなんて見てなかったって！　大丈夫だって！」

　俺おれは小鈴を安心させようとして、必死にフォローしたつもりだった。ところが、

「小鈴のことなんて、って……？」

　小鈴の声が、一オクターブ低くなった。あれっ……もしかして俺、何か地雷踏んだのか？　立ってたフラグが、根元からぽっきり折れた幻が見えたのは気のせい？

「観客の視線はエルザに集まってたから、つるぺたなあたしになんて誰も興味持つわけないって意味？」

「なんでそんな被害妄想全開なんだよ！」

「どうせあたしなんて、裸になっても誰にも興味持たれないですよーだ！　海かい星せいのバカ！」

　なんで俺が怒られるんだ！　そしてやっぱり小鈴はツンケンモードのままだった！

　小鈴が怒りだしたらしばらくうるさいから、俺は更衣室を離れることにした。それにしても、裸を見られたかもしれないって心配していたからフォローしてやったのに、フォローしたらしたで怒るとか、小鈴の思考パターンは俺にはさっぱりわからない。せっかく仲直りできるのかな、と思ってたのに、むしろトドメをさした気がする。

　いっそ、俺は「ほんとのこと」を正直に言えば良かったんだろうか？

　ほんとのこと……ここだけの話だけど、正直に白状しておこう。

　小鈴の水着が破れる前にスポーツタオルでくるんだんだから、観客たちにはもちろん小鈴の裸は見られてはいない。

　だけど実は、俺にだけは……小鈴が脱出しようとして身をよじって水着が落ちたときに、小鈴の背後から肩ごしに、スポーツタオルの中身が一瞬見えたんだ。一瞬……ほんとに、それはほんの一瞬だったけど。

　小鈴の細くて今にも折れそうな鎖骨、そこからつづくきめ細かくてなめらかな白い肌。小鈴の奴やつ、マネージャー部でいつも外をうろちょろしてるくせに、びっくりするぐらい色が白い。たぶん色白だから、紫外線をはね返してるんじゃないだろうか。で、自分ではつるぺただと評価してたし、俺もそう思っていたんだけども、上から見ると胸のあたりにわずかな起伏があった。

　スポーツタオルに包まれて陰になってよく見えなかったけど、でもそれはたしかに起伏だった。俺は思わず、息をのんでしまった……もしかしたら、何か未知なるものが見えてしまったんじゃないか、と思った。

　いや、実際には見えなかった。これは嘘うそじゃない。俺がスポーツタオルを小鈴にしっかりと巻きつけていたから、それは大丈夫だった。俺だって男の子だから、ぜんぜん興味ありませんでした、とは断言できない。だけど結局見えなくて、それはそれでホッとしたような気になったのもたしかなんだ。

「小鈴があんなに怒ってるってことは……興味ありました、って言ったほうがいいってことなのか？」

　俺おれは、手のひらの上のネジ子こにたずねた。ネジ子はうーんと考えていたが、ぷるぷるっと首を横に振った。

「だよな。俺は興味津々で胸のぞきましたー、とか言ったら怒られるどころじゃすまないよな。いいとこ八つ裂きか？」

　こくこく、とネジ子はうなずいた。まったく、女子ってやつはややこしい……っていうか、小こ鈴すずがややこしいだけなのか？



　そういうわけで、せっかく助けてやったのに、小鈴はそれからますます俺に対してツンケンするようになった。目が合うと、つーんとそっぽを向く。会話も、同じ部活だから無視されるまでは行かないけど、必要最小限で事務的。

　まったく、俺が何をしたって言うんだ？　今まで、他人に無視されたって平気だった。俺も他人に興味を持ってなかったからだ。でも、小鈴との関係がぎこちなくなると、妙に気になってしまう自分に気づいた。

「……ったく。何怒ってんだよ……」

　ふう、と俺はため息をついた。今まで他人とかかわってこなかったぶん、こういうときにどうやれば元どおりに戻れるのか、俺にはわからなくて頭をかかえていた。

　そうそう、俺と小鈴の距離感が微妙になってしまったきっかけであるところのエルザは、ドンブリ一杯の金魚と引きかえに金魚すくい部にスカウトされてしまった。そのまま金魚すくい部に腰を落ちつけて才さい子こ部長をやきもきさせたんだけど、なぜか月曜日、マネージャー部の部室にちゃっかり戻ってきていた。

「金魚すくい部に入ったんじゃなかったのか？」

　と、俺がたずねると、エルザはぶんぶんっと首を横に振って、

「金魚、苦い。エルザ、あんなの食えない！」

　と、きっぱり言い捨てた。そうか、ほんとに食ったんだ……。



    

  
    
      
依頼その３

　マネージャー部最大の危機・海星が転部!?



　金魚すくいの試合から一週間ぐらいたったけど、小こ鈴すずのツンケンはまだつづいていた。むしろひどくなっていた。マネージャー部の部室で俺おれが何気なく、

「小鈴、ペタンク部から試合用臨時マネージャー二名頼まれてるって才さい子こ部長が言ってたけど、おまえ行く？」

　と、小鈴に聞いたときも、ちらっと俺のほうを見て、またぷいっとそっぽを向いた。

「なっ……何だよ、返事ぐらいしろよ！」

　そう言うと席を立って、ふいっと部室を出てしまう。ずっとそんな感じだった。

　俺が小鈴の裸に興味を持ってないのが、そんなに怒ることなのか？　だって「いえいえ、興味を持ってスポーツタオルの中をのぞかせていただきましたよウヒヒ」とか言ったら、絶対もっと怒るくせに。

　女子ってやつは、ブスだとけなしても美人だと誉ほめても「セクハラ！」と騒ぐような生き物だ。うちの妹もそうなんだけど、じゃあいったい何と言ってほしいんだと思う。



　そういうわけで、最近俺は、マネージャー部での居心地がちょっと悪かった。

　もちろん螺らつ子こ先輩はあいかわらず優しいし、才子部長はあいかわらず一次元マニアだけど、小鈴の態度がどうにも息苦しい。

「海かい星せいくん、最近小鈴ちゃんとケンカしました？」

　ペタンク部の試合の日、俺と螺子先輩はお助けマネージャーとして呼ばれていた。

　そして螺子先輩は、試合会場であるうちの学校の運動場にトンボをかけながら、だしぬけにそう聞いてきた。いつもぼんやりしてる天然素材百パーセントな螺子先輩にまで見抜かれるなんて、よっぽどなのかと思って俺はびっくりした。

「そ、そんなふうに見えますか？」

　俺もトンボをかけながら、なるべく平常心を装って答えようとしたけども、うっかり声が上ずってしまった。試合相手校のペタンク部員たちが、試合までまだ時間があるのに移動用のマイクロバスからわらわら降りてきて、螺子先輩のことを遠目にじろじろ眺めている。

「すっ、すごい！　暁あかつき高校のペタンク部にはマネージャーがいるのかっ、こんなマイナー競技なのに！」

「しかもすごい美人！　あんな楚そ々そとした美人が、無骨な体操服、しかも半はん袖そでに身を包んでペタンク部員のために朝からトンボがけをしてくれるなんて！」

「負けた！　何だかもう気持ちが負けた！」

　そう、これが各部が試合のときだけマネージャー部を頼む最大の理由、「マネージャーがかわいいと気持ち的に相手に勝った気分になれる」の法則だ。

「あっちのショートカットの娘こも、つるぺたで骨っぽいけどボーイッシュでいいよな！」

「いや、あれは男だろ」

「男であのかわいさかっ？　むしろいい！」

　なんか上級者混じってるな。いやでも、そういう上級者をのぞく一般的な男子なら、二人目のマネージャーは俺おれなんかより小こ鈴すずのほうがよかったんじゃないのかなあ。

　螺らつ子こ先輩が、トンボをかけながら言った。

「そんなふうに見えますよ。ペタンク部はマネージャーに、小鈴ちゃんと岸きしくんを指名してたんだから」

「えっ？　じゃあ、最初は俺と小鈴に依頼が来てたってことですか？」

　俺は耳を疑った。だって、マネージャー部で一番よく指名されて人気があるのは、美人で優しくて試合のとき相手チームに一番悔しがられる螺子先輩だし……二番が俺なのは、男子だから遠慮なくコキ使えるからみたいだけど。

「小鈴ちゃんの作るお手製のはちみつレモン、女子公式野球部が前にグラウンドでみんなで飲んでたでしょ。ペタンク部が見ていて、うらやましかったんですって」

「っていうか、ペタンクってはちみつレモンを飲まないといけないほど運動量ありませんよね？」

　さて、話の途中ではあるけどこのへんで、ペタンクについて説明しておこう。多分九十九パーセントぐらいの人が知らないような気がするから。

　ペタンクは三対三で鉄球を投げて、的にする小さな鉄球に少しでも近づけたチームが勝ちという、ゴルフのニアピン競技みたいなスポーツである。地面がツルツルしすぎてるとボールが止まらないけど、あんまりデコボコだとあらぬ方向に跳ねていってしまうので、プレー前のトンボがけは必ひつ須すなのだ。

「運動量より集中力のスポーツですから、むしろ気分を盛りあげるためでしょうね。だってマネージャー手作りのドリンクってわくわくするじゃありませんか、それに小鈴ちゃんのはちみつレモンは買ってきたジュースよりふつうにおいしいですし」

「まあ、俺も一度だけ飲ませてもらったことがあるけど、すごくおいしかったような気がしたような気がします」

　感想がぼやけてるのは、はちみつレモンを飲んだときにうっかり小鈴と間接キスしてしまったので、あの甘酸っぱくてさわやかな味がはちみつレモンの味なのか、ファースト（間接）キスの味なのかが、今ひとつ定かではないからだ。それにあのときは、わくわくっていうよりドキドキして死にそうになったぞ。

「でも、ってことは小こ鈴すずはマネージャーの依頼を蹴けったってことなんですか？」

「ええ。才さい子こ部長は、海かい星せいくんから誘われたら考えを変えるかもしれないって思ってわざと海星くんのほうから誘わせようとしたんだけど、断られちゃったんですよね？」

「は、はい……」

　それって……やっぱり、よっぽど俺おれに怒ってるってことなんだろうなあ。このままじゃ俺も居場所が無いけれど、小鈴だってマネージャーに情熱を持ってマネージャー部に入ってるのに、俺のせいで断ることが増えたら信用を無くしてしまう。

（俺はもともと、ちょっとした縁があって、小器用なもんだからマネージャー部に入っただけで……小鈴ほど夢やこだわりがあったわけじゃないんだよな。ただ、俺がいなくなると部員の数が減ってしまうから、やめるにやめられなかっただけで）

　小鈴にそんなに嫌われてるってのがショックで、俺はため息ばかりついてしまった。

「ほんとに何があったんですか？　わたしと部長は金魚すくいの試合の日、部室であずかってた猫ちゃんたちを里親のところに届ける用事があって行けなかったけど……あの日に何か？」

「あ、いえ……。別に何も無いんです」

　俺と小鈴のあいだの問題を先輩に対して話すのは告げ口してるみたいで、俺は話せなかった。

（部活って、こういうややこしい人間関係のトラブルがあるから、ずっと入るのが嫌だったんだよなあ……）

　あらためて俺は、部活に入ってなかった時代のことを思いだした。あのころは自由だった。うちの学校ではどこかの部に所属してないとだめだって言われたから、無理矢理マネージャー部に入ったけど……俺はもともと、他人とかかわりあいになりたくない主義だった。

　小鈴と仲直りしたいって気持ちはある。だけど、どうやれば元にもどれるのかわからない。そして、ツンケンしてる小鈴のことを思うと、なんかもういっそのこと、逃げてしまいたいような気になってしまった。

（やっぱり俺には部活は合ってないのかなあ……。でも生徒会の規約で、どこかの部に所属してないと退学させられちゃうしなあ……）

　俺はため息をついて、あきらめの境地で、運動場にトンボをかけていた。



　そんなある日のことだった。うちの学校に百個以上、同好会の数を合わせれば星の数ほどもある部活の中には一般に名前が知られていないマイナー部活もいっぱいあるわけだが、その中のひとつにその名もズバリ「帰宅部」というのがあることを俺が知ったのは。

　きっかけは、生徒会長の甘いささやきだった。

『岸きしくん。最近、表情が暗いようだけど……部活動がうまく行ってないんじゃない？』

　ペタンク部の試合が終わってしばらく過ぎた、きのうの放課後……部室の掃除当番だった俺おれが、部室に住みついているエルザとネジ子こに別れを言って帰ろうとしたとき、生徒会室の前で待ちかまえていた会長にいきなりそう声をかけられた。俺はドキッとして、あわてて首を横に振った。

『そっ、そんなことありませんけどっ？』

『ウソおっしゃい。“〝そんなことありませんけど”〟の“〝そ”〟が、一オクターブ上のソになってるわよ』

『絶対音感すごいですね』

『よくあるのよ、五月病。入部して一ヶ月ぐらいすると、ぎくしゃくしてくるのよね。岸くんの場合は五月に入部したから、そろそろ合わないところが出てくるころね』

『い、いや別にそんなことは……』

　否定はしたけど、俺は会長と目を合わせられない。会長は長い髪をいたずらっぽく指先にからめながら、腕組みをして不敵な表情でフフッと笑った。

『いいのよ。生徒会で転部・兼部をＯＫにしたのはマネージャー部への嫌がらせのためだけじゃないわ、そういう要望は昔から多かったのよ。生徒全員強制的に部活入部っていうキツい条件を出してる以上、少しは救済策も無いとね』

『っていうか……俺はそもそも部活ってもの自体が合わないから、どこに転部したってそんな大差無いし』

　まさかうっかり会長にそんな弱音を吐いてしまうなんて、ちょっと小こ鈴すずにツンケンされたぐらいで、俺はよっぽどへこんでたんだろう。ツンケンされるのは妹でじゅうぶん慣れてるはずなのに……毎朝いっしょに電車に乗りながら「五メートル以内に近づかないでよねっ、兄妹きようだいだってバレるでしょ！」とか言われて耐性はばっちりついてると思っていたのに。

『ふふーん、そうなのね。部活が合わないけどしかたなく、無理矢理どこかの部活におさまってる生徒もきっと多いわよね』

『中学校まで、ずっと帰宅部だったし……』

『じゃあ“〝帰宅部”〟に入ったらどうかしら？』

『えっ？』

　俺は思わず聞きなおしてしまった。

『き……“〝帰宅部”〟って！　何する部なんですかっ？』

『生徒会に提出された部活内容からすると、家に帰るだけの部みたいだけど』

『それ帰宅部じゃないですか！』

『ええ、だから“〝帰宅部”〟』

『っていうか単に家に帰ってるだけなんだから、部活じゃないような……？　いやそうか、部活内容さえ提出すれば、部活として認められるってこと？　それを逆手に取って、帰宅部の奴やつらが“〝帰宅部”〟を作ったってこと？』

　たしかに、うちの学校みたいにニッチな部活がいっぱいあると、部活っていうものの定義はけっこうあいまいかもしれない。マネージャー部にしても、ヒマなときは部室でトランプやってるか、サイゼリヤのドリンクバーで時間つぶしながらダベってるだけだから、実際帰宅部の寄り道と同じじゃんってとこあるし。うちの一年Ａ組の委員長以下数名も入部している特殊語尾部なんて、わざわざ部活にする意味がどこにあるのか、個人の趣味というか性癖の範はん疇ちゆうじゃねーかって感じだし。

『逆転の発想だな。帰宅部、か……』

　俺おれは本気で考えこんだ。もちろん俺が辞めるとマネージャー部も廃部の危機ではあるけど、今は転部・兼部ＯＫなんだから、よその部の奴に頼んだら何とかなるかもしれないし……と、心の中で悪魔がささやいていた。そして会長は、ニヤリと黒い笑みを浮かべていた。



　その日、俺はマネージャー部の部室に行かなかった。

　あずかってた三匹の子猫は金魚すくいの日に里親にもらわれていったし、インターハイ予選のシーズンだからマネージャーの依頼はいろいろきてたけど、それは試合のモチベーションを高めるためのかわいい女子マネージャー限定の依頼ばっかりで、俺はひまだった。

　そういうわけで、俺は帰宅部のようすを見に行ったのだった。

　帰宅部は、なぜか帰宅部のくせに部室があった。どういうわけだ。マネージャー部より先に帰宅部の部室を没収すべきじゃないのか、会長は？

「あのー……」

　俺は、帰宅部の部室のドアを開けた。帰宅部なんだから中に人がいるはずがないような気がしていたんだけど……なぜか、いた。全部で十人ぐらい。そしてなぜか、バーベルが載ったベンチプレス用のプレスベンチ（あの手術用ベッドみたいなやつ）とか、エアロバイクとか、腹筋マシーンとかボートこぎマシーンとか、どう見てもボディビルジムみたいな大型器具がごろごろしている。

　そして帰宅部員たちも、全員制服姿ではあるけど、なんかムキムキしている。中でもひときわ筋肉モリモリのマッチョマンが、俺に気づいて声をかけた。

「やあきみ！　わたしは帰宅部部長、猪いの地ち翔かけるだ！　きみも転部ＯＫになって、わが帰宅部に鞍くら替がえするつもりになったのかね！」

　猪地さんはどういうわけか、片手に「20kg」と書かれたダンベルを持って上げたり下げたりしている。

　おかしい。白くかがやくさわやかな歯もおかしいし、あいさつのためにダンベルを持ってないほうの手を上げるときにひじから垂直にピシイッと手が上がってる時点でおかしいし、っていうかダンベルがおかしい上に、そもそもすでにことばづかいがおかしい。ついでに、この学校ではいつものことだけど名前もおかしい。不自然。

　部室に入って三秒で、俺おれの心の中の警報機がピコピコ鳴りだした。

「あ、いや、あの……今日は見学だけ……」

　これはまずいと思って後ずさる俺の手を、猪いの地ちさんはガシッとつかんで部室の中に引っぱりこんだ。

「まあまあまあまあ！　そう言わずに、わが帰宅部に入りたまえよ！　ほんとは部活になんか入りたくなかったのに、校則ゆえに部活に入らざるをえなかった！　そんなかわいそうな部員たちが転部を夢見て、ぞくぞくとわが帰宅部に見学にきていて、目下大人気なのだ！」

　俺と同じことを考えてた奴やつが、いっぱいいたのか。……でも、部室の中には筋肉モリモリマッチョマン以外には見当たらないみたいだけど？

「あ、あの……その転部してきた新入部員っていうのはどなたなんですか？」

「いや、今のところまだだれも転部してきてはいない！　だから転部するなら今がチャンスだぞ、部室に入れなくなったらそこで募集を打ち切ることになるからな！」

　いっぱい見学にきてるにもかかわらず、だれも転部してきてないっていうのがやっぱり怪しい。俺は念のため、猪地さんに聞いた。

「あの～……。帰宅部って、家に帰る部活なんですよね？」

「そのとおり！　われわれは家が一番好きなのだ。部活など、めんどくさくてやりたくないのだ。ほんと言うと放課後の掃除当番だって、残りたくないぐらいなのだよ！」

　と、猪地さんはダンベルをしゅこしゅこ上げながら言う。

「きみも思ったことはないかね！　寒い冬の朝！　このまま布団の中でぬくぬくと眠りつづけていたいと！　それがかなわないならば、せめて一分一秒でも長く布団の中にいたいと！　ストーブの前から離れたくないと！　そんなお家うち大好きなきみには、ぜひわが帰宅部をおすすめする！」

「い、いや、家が好きってわけじゃ。妹も鬱うつ陶とうしいし」

「ならばこれではどうかね！　『テレ東とうの夕方アニメ枠がはじまるまでに家に帰りたい』！」

「ビデオ録とったらいいと思います」

「まだ明るいうちにお風ふ呂ろに入りたい！　窓から見える青空は至高の喜び！」

「ガス代もったいないから家族が入る時間に入れ、って母親に怒られるし」

「うむぅ……。きみには、帰宅に関するモチベーションが不足しているのではないかね？」

「っていうか、帰宅にモチベーションが要るんですか？」

　むしろ、部活をやるモチベーションのない無気力な奴やつが帰宅部になると思うんだが……。

「甘いっ！　きみは帰宅を甘く考えている！　覚悟が足りない！」

　猪いの地ちさんが俺おれをビシイッと指さし、両目から涙をダラダラ流して叫んだ。暑苦しい人だなあ。そもそも、帰宅に覚悟って必要なくない？

「家に帰るだけですよね？」

「少しでも速く！　だれよりも早く！　家へ帰りたいという情熱、熱意！　それを胸に、一刻も早く家へと帰る！　それこそが帰宅の心意気なのだ！」

「っていうか、家に帰るだけなんですよね？」

「ただのんべんだらりとてくてく歩いて家へ帰るつもりかね、きみは！　きみは帰宅をナメているのではないかね！」

　猪地さんは、ポケットからｉＰｏｄを取りだしてイヤホンを俺の耳の中につっこんだ。レトロな感じの、フォーク・ロックっぽい英語の歌が聞こえてくる。

「何ですか、この歌」

「サイモン＆ガーファンクルの名曲『早く家うちに帰りたい』だ！　ある男がこれから仕事に行くために駅のベンチで座ってるけど、これが帰り道で早く家に帰れたらいいのになあと思っている、という内容だ。登校時すでに帰宅のことを考えているかのような超後ろ向きでお家うち大好きなこの歌こそ、われわれ帰宅部のテーマソング、いやソウルソングと言えよう！　われわれは常にこの歌を聴いて、帰宅へのモチベーションを高めているのだ！」

「いや、朝から帰宅のことを考えるのはいくら何でも早すぎでしょう。せめて、昼休み終わって眠くなってきたあたりからでいいのでは」

「それが覚悟が足りないというのだ！」

「すみません、よくわかりません」

　っていうか、そんなに家に帰りたいくせに、いったいこの人たちは放課後に残って何をやってるんだ？

「みなさん帰宅部なのに、まだ家に帰らないんですか？」

「もちろんだ。まだ基礎練が終わっていないからな！」

　猪地さんは、ダンベルを上げる手を替えながら言った。ほかの部員たちも、ベンチプレスをしたり腹筋をしたり、なんかいっしょうけんめい鍛えている。

「帰宅部の基礎練って、何なんですか」

「それはもちろん！　一分一秒でも早く愛する家に帰るがため！　日々の鍛錬を怠るわけには行かないのだ！」

「っていうか、家に帰らないんですか？」

「そうだな、そろそろ帰宅するためのウォーミングアップはじゅうぶんかもしれん」

　猪いの地ちさんは時計を見上げると、部員たちに呼びかけた。

「全員集合ー！　これより帰宅ダッシュ十本、行くぞ！」

　ん？　今、運動部がよくやってる「百メートルダッシュ十本」みたいな感じで、ちょっとおかしなこと言いましたね？

「帰宅ダッシュって何なんです？」

「家まで思いっきり急いで帰るのだ」

「十本って聞こえたような」

「帰ったらまた学校に戻ってきて、それを十往復。ちなみに朝練は、学校に来たら大急ぎで家に帰って、始発が動きはじめる時間にもよるが最低五本」

「始発に乗って学校に来てるんですか！　どんだけ学校が好きなんですか！」

「きみは何を聞いてたのかね、われわれは学校が嫌いだから帰宅部にいるのではないか！　われわれが愛しているのは家だ、ホームなのだよ！　その愛する家に一分一秒でも早く帰るための鍛錬を、日々研けん鑽さんして積まねばならないのだ！」

　いやだから、家に帰ったらそのままゴロゴロしてればいいんじゃないのかな？

「ごめん、俺おれの頭が悪いのか知らないけど、ほんとに意味がわかりません」

「まあ、きみも帰宅部に入って究極の帰宅を極めてゆけばいずれわかるさ。帰宅部に入ったあかつきには、この『帰宅強化セット』をもれなくプレゼントするぞっ？」

　と、猪地さんは俺の前に靴とベルトと学生カバンと、俺たちがサブバッグとして使ってる学校指定のナップザックを置いた。

「帰宅強化セットって……ふつうのカバンとかに見えますけど」

　俺はカバンを持ってみた。ずしっ。重い。

「辞書はロッカーに入れて帰ったほうがいいと思いますけど」

「辞書ではない、中身は空っぽだよ。カバンの合成皮革のあいだには通常、カバンの形をととのえるため厚紙が入っている。わが部の特注カバンでは、その厚紙を鉛板にしてあるのだよ」

「何のために！」

「三十キロのカバンを持ってすいすい帰宅できるぐらいの体力をつければ、ふつうのカバンを持ったときにもっと早く帰宅できるではないか？　ちなみにナップザックは砂入りで三十キロ、ベルトと靴はそれぞれ鉛が入って十キロだ」

「ナップザック、砂が満タンで体操服とか入らないんですけどっ？」

「そんなときは、この風ふ呂ろ敷しきに包んでだな」

「それ、風呂敷だけあればいいですよね？」

「きみもわが帰宅部に入ったあかつきには、風呂敷をふくめ、これらをまとめてどどーんとプレゼント！　今ならおもり倍量サービスつき！」

　大きなお世話です。っていうか迷惑だ！

　俺おれがドン引きしているのを猪いの地ちさんはガン無視して、部員たちに声をかけた。

「さて！　全員、帰宅強化グッズは装着したか！」

「はいっ！」

　猪地さんの声に、帰宅部の部員たちがベルトやナップザックをばっちり装備して、緊張の面持ちで返事した。この人たちってだれ一人、自分たちが今やろうとしてる矛盾に気づいてないんだろうか？　言うなれば「健康のためなら死んでもいい」みたいな人たちなのか？

「では帰宅ダッシュ十本、はじめっ！　レッツゴーホーム！」

　猪地さんが叫ぶと、ほかの部員たちもいっせいに、

「レッツゴーホーム！」

　と叫んで、一気に部室から飛びだしていった。俺は窓から校庭を見下ろした。ものすごい土ボコリを上げて、帰宅部の部員たちが校門めがけて走っていくのが見えた。

「……だめだこりゃ」

　俺はなんか、ものすごい疲労を感じながら、帰宅部の部室を出た。



　部室を出たところで、俺ははっと足を止めた。

　小こ鈴すずがそこに立っていた。えっ……なんで小鈴がここにいるんだ？

「あの、海かい星せい……マネージャー部やめるの？」

　思いつめた真剣な表情で、小鈴は俺の目をじっと見つめていた。あんまりまともに目を見られたので、俺は野生動物のようにとまどって後ずさってしまった。

「えっ……あ、い、いや。別に……なんで？」

「エルザが言ってたから。きのう、会長といろいろ話してたって」

　ぎくーっ！　あの会話、エルザに聞かれてたのかっ？　部室のドアを閉めてたからまさか聞こえないと思ってたんだけど、野性の聴覚すごすぎる。

「螺らつ子こ先輩にも言われたし。どうかしたのかって。あたし……そんな、天然で鈍感でニブい螺子先輩にまでそんなふうに思われるぐらい、海星にツンケンしてた？」

「おまえ今、さりげなく螺子先輩にすごいコンボ攻撃かましてたぞ」

「それで……海星が怒ったの？」

　小鈴は、ためらうように視線を横に流した。いつも気の強い小鈴にしては、えらく気弱な感じで、俺は逆にとまどってしまった。

「あっ、いや。別に怒ってないし」

「怒ってないなら、どうして転部しようと思ったの」

「いや、転部しようと思ったわけじゃないし！　ただちょっと、帰宅部ってどんなのか気になっただけだし」

「……転部するの？」

「いやいや、まさか！」

　この一言は、思いっきり心からの本心だ。転部ＯＫになってもだれも新入部員がいないらしい帰宅部だけど、俺おれも頼まれたって入りたくないし。

「じゃあ、怒ってないの？」

「怒ってないって言ってるだろ、さっきから」

　俺はそう説明したけど、小こ鈴すずは何やらまだまだ信じられないような顔をして、疑わしそうにジト目で俺を見ていた。なんかやっぱり、きちんと説明しないと納得してくれなさそうだな……。

「わかったわかった、正直に言うよ。怒ってないけど、小鈴がツンケンしてたんで、なんか居場所無い感じがして、転部しようかなって思ったんだよ」

「あたしツンケンなんかしてないし！」

「いや、その態度がツンケンしてるって感じなんだけど」

　俺が小鈴を指さして指摘すると、小鈴はハッと自分の口を押さえた。

「そっか……クセなんだよね。頭に血がのぼると、テンパっちゃうっていうか」

「何か頭に血がのぼるようなこと、あったか？」

「えっ……だ、だって」

　小鈴の白い顔が赤くなり、脂あぶら汗あせがガマの油みたいにダラダラと流れだした。うろたえてる、小鈴がなんだかよくわからないけどものすごくうろたえてる。つられて俺も、意味もなくうろたえてしまう。

「だ、だって？　だって何だよ？」

「だっ、だからっ……海かい星せい、ほんとのところ……金魚すくいのとき、あたしの裸見たでしょ？」

　ぎくぎくーっ！

「ままままままさかっ！　みみみみみ見てないでございますわよっ？」

「その不自然なうろたえぶりが全すべてを物語っている、と解釈してよさそうだね」

　小鈴は腕組みをして、俺をジトーッと見つめている。やばい、こんなにまともに見られてたらとてもごまかせない。

　しかたがないから、俺はちょっと深呼吸してドキドキする気持ちを落ちつけてから、小鈴に言った。

「わかった、白状する。見えたことは見えた」

「見えた。んだ」

　小鈴の顔が、瞬時にかあっと赤くなった。電気ストーブのスイッチを入れたときみたいだ。

「あっ、で、でも！　かんちがいするなよっ、胸のこのへんまで見えただけで、その、何ていうのか、大事なところは見えてなかったから」

　と、俺おれは自分の、乳首のラインより上のあたりを手で何度も横切って見せた。小こ鈴すずは赤い顔で、俺を見あげる。

「大事なところって、どこのこと？」

「い、言わせるなバカ！」

　おまえは言葉責めの痴女か！　俺が真っ赤になったので、小鈴も察してくれたらしくて、小さくうなずいた。

「あ、うん。いい、わかった、そういうことだね。そか、見えなかったんだ、よかった」

　小鈴はホッとしたようすで、胸を手で押さえていた。よくわからないけど、よかったんならよかった。

　小鈴は俺を見あげた。さっきからずいぶん緊張した顔をしていたけど、やっと表情が少しゆるんで、いつもの小鈴の顔にもどっていた。

「……ごめんね、海かい星せい。海星に裸見られたと思ってたから、恥ずかしくて、まともに顔が見られなくってテンパってたんだ。ツンケンしてたわけじゃないの。海星は、あたしにタオル巻いて守ってくれたのにね。嫌な思いさせてたら、ほんとごめんね」



    

  
    
      



    

  
    
      　なんだなんだ、小こ鈴すずのくせにいやに素直だぞ。もしかして、仲直りフラグなのか？　俺おれはドキドキした。小鈴とやっと仲直りできるのかって、期待で胸がふくらんだ。

「恥ずかしいって、写真部でパン見せ写真ＯＫだったじゃないか。俺なんかに裸見られたって、別に意識することないのに」

　何気なくそう言ったら、小鈴は赤くなって怒った。

「ばっ、ばか！　海かい星せいだから意識してたんじゃない！」

「えっ？」

　俺は思わず聞きなおしてしまう。小鈴はハッと口を押さえて、あたふたしながら、

「あっ、ううん、なんでもない！　何も言ってない！」

「海星だから……とか、言わなかった？」

　俺はドキドキしていた。仲直りだけでよかったのに、ドキドキしすぎて焦りすぎた。小鈴は真っ赤になって、

「な、何も言ってないって言ってるでしょー！　海星のバカ！　大っ嫌い！」

　思いっきり怒って、走り去ってしまった。

　……あれ？　なんか今俺、ミスった？　海星のバカまではともかく「大っ嫌い」とまで言われてしまったようだが。

　せっかくいいところまで行ったのに、いきなり足元に大穴があいて奈な落らくの底に転がり落ちたような気がした。仲直りできるかも、という期待のせいで、逆にダメージが大きかった。「大っ嫌い」が耳の奥に、何度も何度もこだました。

「ああ、なんか帰宅部の気持ちがわかる。早く家に帰って布団頭からかぶって寝てしまいたい」

　俺はヨロヨロしながら、家に帰ったのだった。



    

  
    
      
依頼その４

　地球侵略しちゃうんだからねっ☆



　唐突だが、暁あかつき高校の屋上にはでっかい銀色の半球が乗っかっている。

　俺おれはずっとそれを、貯水塔か何かだと思ってた。マネージャー部で依頼を受けてこの屋上にやってくるまで、この銀色の半球が天体観測部の天体観測ドームだとは知らなかった。

「うちの高校、ニッチな部活ばっかだと思ってたけど、天体観測部みたいなメジャーな部活もちゃんとあったんだなあ」

　俺は、高さ五メートルほどの銀色の半球を見あげて、感動にふるえた。今までのパターンだと、天体観測部と言いながら望遠鏡でなぐりあってバトり合うみたいな展開もありそうで警戒してたんだけど、今回はどうやらまともな部活らしい。依頼内容も「部室の掃除のお手伝い」という、実にマネージャーらしい内容だ。

「わたしもここには初めて来たけど、宇宙ってロマンだと思います。銀河の写真とか星雲の写真とか、いっぱい撮ったりしてるんでしょうねえ」

　螺らつ子こ先輩が両手を組んで、目をキラキラさせている。

　今回は、なぜか「マネージャーを男女一組お願いします」という、どうにも妙な依頼だった。男は俺しかいないとして、小こ鈴すずはあいかわらず俺のことを避けてるっぽくて、才さい子こ部長からその話がきたとき即座に、

『あたしパスします』

　と、冷ややかに言い捨てた。俺の胸はまたチクチクしたけども、同時に、どうやってツンケンしてる小鈴といっしょにやっていこうか悩んでたから、ホッとした面もあった。で、俺と小鈴が最近どうもうまくいってないことを心配してくれてる螺子先輩が、

『じゃあ、わたしがついていきますね』

　と、フォローしてくれたのだ。

　ちなみにエルザは部室にいなかった。六月といえばインターハイの予選シーズンだ。うちの高校はけっこうな進学校だけど、公立の進学校の例にもれず運動部は弱い。そして生徒会長は、試合に勝てない弱小部はわが校の名を下げるとか言ってガンガン仕分けしているから、どこの部も強い選手はほしいところだ。

　それで、運動神経のいいエルザは、あっちこっちの運動部にスカウトされて大忙しで、ほとんど部室に帰ってきてなかった。脳みそが猫レベルでルールを三秒で忘れるっていう欠点さえなければ、究極のアスリートなわけだし。エルザがよその部に引き抜かれるのが心配ではあったけど、でも他人の意思をないがしろにはできないしなー、とも俺は思っていた。

「俺おれ、じつは子供のころ宇宙飛行士にあこがれてたりしたんですよ」

「わたしも宇宙は大好きです。才さい子こ部長に連れていってもらったプラネタリウムが、すごくすてきでした」

　螺らつ子こ先輩のやわらかな話しかたに、俺はホッと癒いやされていた。小こ鈴すずのことで俺に気をつかってくれてるんだろうなと思って、ちょっと遠慮でもあったけど。

「プラネタリウム、俺もすごい好きでした」

「プラネタリウムって、お土産売り場に絶対アレがあるんですよね、」

「「宇宙食！」」

　俺と螺子先輩が、お互いに指さしあいながら同時に言った。

「食べました食べました、フリーズドライのイチゴみたいなやつ」

「わたしもそれ食べましたよ。超酸っぱいんですよね、あれ」

　俺たちは、キャッキャウフフと宇宙食トークに花を咲かせながら屋上を歩いていった。なんかやっぱり、螺子先輩は癒し系だし小鈴に比べて大人だな……って、俺はしみじみ思ってしまった。

　で、そんなほのぼのムードのまま、俺と螺子先輩は銀色のドームの横腹についてるドアをノックして開けた。

「おじゃましまーす、マネージャー部ですが」

　パカッ、とドアを開ける。

　しゅるるん！

　妙な音がした。と同時に、俺は足首に激痛を感じた。次の瞬間、天地がぐるんとひっくり返ったような感覚におそわれた。

「うわああっ？」

「きゃあああっ？」

　俺が声を上げると同時に、螺子先輩の悲鳴が聞こえた。いったい何がっ？

　目の前に、大きな望遠鏡が見える。そして壁際に並んだ、無数のパソコンとディスプレイ。何もかも逆さまだ……いや、逆さまになってるのは俺のほうか？

　横をむくと、螺子先輩がいた。髪の毛が逆立ってる……んじゃなくて、螺子先輩も逆さまになってる。ハトが豆鉄砲をくらったような顔で、俺を見ていた。

「海かい星せいくん……これ、どうなってるんでしょう？」

「どう見ても、罠わなっぽいんですが……」

　俺の右足首と螺子先輩の左足首が、ドームの天井からつり下がった一本の輪縄でくくられてる。つまり俺たち二人は、まとめて逆さづりにされている。

　ん？　逆さづり、ということは……？　俺の視線は、俺自身の意思に反して螺子先輩の左足首から、下へ移動する。靴下、ふくらはぎ、ひざこぞう、太も……。

「きゃん！」

　俺おれの視線が白い太ももからその下へ到達する寸前に、螺らつ子こ先輩は悲鳴をあげて両手でスカートをひっつかみ、太ももを隠した。太ももを隠してもお尻しりのほうはパンツ丸見え状態になるわけだが、幸いにというか、俺の位置からでは螺子先輩の背後は見えなかった。

「ちょっ……なっ、何なんですか、これっ……」

　螺子先輩自身は火を噴きそうなほど真っ赤になって、おろおろしていた。なんで天体観測部で罠わなにかけられなくちゃいけないんだ？

　天体観測部の部員は、全部で三十人ほどいた。ずいぶん部員数が多い、それに全員かなり賢そうだ。そして全員、天体観測もせずにパソコンの前で何か必死に打ちこんでいる。

「あいつら、何やってるんでしょう？　天体写真の分析って感じでもないけど……」

「デコメ打ってるっぽくないですか？」

　螺子先輩の指摘どおり、たしかにメールを打ってるような感じだ。しかも、太陽とか月とか人間とかの絵文字を多用してる。

「天体観測もしないで、おまえらいったい何をやってるんだっ？」

　俺はどなった。するとパソコンの前に座っていた白衣の部員がひとり、立ちあがって俺たちの下にやってきた。

　俺の頭は、そいつの頭上五十センチぐらいのところにあった。長身でグラマラスなボディを白衣に包んだ長髪メガネの女子が、冷ややかな笑みをたたえて俺を見あげた。

「マネージャー部、『お届け』ご苦労。わたしは天体観測部部長、星ほし園ぞのきららである」

　名前とイメージが合ってない！　でもこの学校の基準からすると、ぜんぜん珍名さんに見えないのが不思議。っていうか「お届け」って何なんだ？

「あ、あの、星園さん。マネージャーはピザじゃないので、『お届け』ということばの使い方はおかしいんじゃないかと……」

「ピザなど『彼ら』は求めていないのである」

　星園さんは、銀縁のメガネの位置を細長い指でついっと正した。

「『彼ら』って何なんだ？」

「星園部長！　返信来ました！」

　パソコンの前にいた部員の一人が、興奮して叫んだ。デコメの返事が来たぐらいで、そんな大声を出すほどのものか？　俺はどなった。

「おいっ、デコメなんかやってるヒマがあったら下ろせよ！　いきなり他人を逆さづりにするなんて、どういう冗談だ！」

　星園さんは、クククッとふくみ笑いをする。なんか、嫌ーな予感がした。

「デコメではないのである。この太陽系および人類の画像情報を、絵文字として送っていたのである。宇宙探索機ボイジャーに乗せた、太陽系および人類の男女の図が描かれた金属板と同じものをな」

「ボイジャーの金属板って、将来宇宙人と遭遇したときのための……？」

「そのとおり。だがわれわれは、ボイジャーより先に地球外生命体とのファーストコンタクトを試みたのである！　現在、宇宙は太陽系以外にもいくつもの惑星系が発見されている。五十年前、宇宙人とのファーストコンタクトを求めて、電波信号を飛ばして宇宙へ呼びかけた『オズマ計画』というものがあった。そこでわれわれ天体観測部も、現在発見されている惑星系に向かって電波信号を打ちまくっていたのである」

「けっこう夢がある話に聞こえるけど、その流れでどうして俺おれたちが逆さづりにされるのかが見えて来ないんですが」

「で、われわれはいっかくじゅう座の地球型惑星、地球名でいうところのＣＯＲＯＴコロー－｜Ｅｘｏ－｜７ｂから返信電波を受けとったのである。地球から三九〇光年離れたその惑星は地球の倍の大きさで、恒星に近すぎるがために表面温度は千度をこえる灼しやく熱ねつの地だそうである」

「えっ」

　俺は一度耳をかっぽじった。返信電波を……受け取った、って？

「返事がっ！　返事があったんですかっ？」

「あったから、おまえたち二人を呼んだのである」

　な、なんだってー！

　まさか高校の一部活が人類初のファーストコンタクトを成功させたとか、信じられない。螺らつ子こ先輩も信じられなかったみたいで、首をぶんぶん横に振っていた。

「幽霊もいたんですから、カッパもツチノコも宇宙人もいてもおかしくないですけど」

　何より、螺子先輩自身が人間そっくりのロボットという超設定なわけだしな。

「でもその星は、千度もあるんですよね？　生き物なんて、真っ黒こげになっちゃうじゃありませんか？」

「われわれのような有機生物の場合はそうである。真っ黒にこげるというのは要するに、われわれの体を構成するタンパク質にふくまれている炭素によるものだからな。だが宇宙には、炭素のかわりに珪けい素そを使った生命体も存在するのである」

「珪素って……水兵リーベぼくの船……」

　俺はいっしょうけんめい指を折りながら数えた。珪素はガラスの原料で、七曲がーるシップスのＳｉ、元素周期表では炭素と同じ第14族だ。炭素は、水素や酸素と結びついて炭水化物やタンパク質みたいな、生物を構成する高分子を作る。同じように珪素も、シリコンゴムのような高分子を作れるわけで。

「でもまさか！　珪素生物なんて昔のＳＦネタですよねっ、冗談ですよねっ？」

「地球上でも、単細胞生物の珪けい藻そうは珪けい素そで作ったガラスの細胞壁を持っているのである。イネのモミや葉っぱがチクチクするのも、細胞が珪素を大量にふくんでガラス状になっているからである。すなわち地球上の生物でも炭素のかわりに珪素を使うことが可能、ならば広い宇宙で珪素をメインに使う生命体があらわれても何ら不思議はないのである！」

　星ほし園ぞのさんは、堂々と言った。

　ところで、なんかさっきから「キュンキュンキュン……」という高い金属音が外から聞こえているのだが？

「あの音は何なんですか？」

「われわれは『何ら不思議はない』と思っていたのだが、『あちら様』は炭素を用いた遺伝子や細胞を持つ生物がふしぎで仕方がないらしいのである」

「『あちら様』って、まさか……」

　ずっと閉ざされていた天体観測ドームが、はじめて「ゴゴゴゴゴ……」と音を立てて開いた。

　青空の下に俺おれが見たものは、お釜かまをひっくり返したようなベタな形のＵＦＯだった。お釜の直径はドームより大きくて、十メートルほどだ。表面は銀色がベースで、全体に虹にじ色いろがかっている。虹色は空の雲のように、刻々とその模様を変えていた。

「来たっ、人類の歴史はじまって以来はじめての、まさにファーストコンタクトである！」

　星園部長はＵＦＯを見上げて、歓声をあげた。

「すばらしいっ、想像以上にすばらしい文明力である！　恒星の熱も宇宙の寒さも全すべてはね返し、ＵＦＯ内部の温度を一定に保つための流りゆう体たい鏡きよう面めん塗装！　これが宇宙人のオーバーテクノロジー、これがもうすぐ天体観測部の手中に入るなんて、生いけ贄にえを用意した甲か斐いがあったというものである！」

　ちょっと待て！　今はっきり「生贄」って聞こえたぞっ？

　ＵＦＯの底に穴があいて、そこから三人の宇宙人が降りてきた。降りるといっても階段やはしごじゃない。ただ、十メートル近い高さを、ふわふわと舞い降りてきた。星園さんが、再び感動に叫んだ。

「おおっ、反重力エンジンの稼動であまった余分な反重力を利用した反重力エレベーターかっ、何というエコロジー！　これは、地球人の生体標本と引きかえにもらう約束をしている反重力砲台の威力も期待できるというものである。地球からちまちま望遠鏡で星の海をのぞいているなんて、おこづかいの無い月末のウィンドーショッピングみたいなもの。ウィンドーショッピングで指をくわえて見てるだけなんてストレスがたまりまくるばかり、それは星も同じこと！　星を愛するわれわれ天体観測部は、もはや見ているだけではガマンできないのである。今こそ反重力砲という最強の軍事力を後ろ盾に、愛する星々をこの手に入れるときである！」

　星ほし園ぞのさん、それ星が好きっていうのと違う世界に行ってると思います。っていうか、あんたは宇宙戦争の引き金を引くつもりか！

　それ以外にもいろいろとツッコミどころが多すぎるので、箇条書きにしておこう。



①宇宙人がくれるオーバーテクノロジーって人類に制御しきれるんだろうか？　その反重力砲とやら、扱いきれずに地球ごとドッカンとか無かろーね？

②三九〇光年も遠くの星から来れるってことは、ワープ航法も発明してるってことだ。要するに相手は、地球人よりずっと進んだ文明を持っている。人類の歴史を見るかぎり、自分たちより進んだ文明と遭遇した民族は、侵略されて惨殺されて奴隷化されてるわけなんだが。それゆえに有名な宇宙物理学者のホーキング博士も、「宇宙人とのコンタクトはすべきではない（地球が生命の住める星だってわかったら、ぜったい攻撃して侵略してくるから）」ってコメントを出してるわけなんだが？

③っていうか今「生体標本」って言わなかったかっ？



　光に包まれた反重力エレベーターから降りてきたのは、全身が金色に輝いている三人の宇宙人だった。

　宇宙人っていうと身長一メートルぐらいで、全身銀色で、頭がでっかくて手足が細くて目のでっかいアレを想像していた。いわゆるグレイ型宇宙人っていう、あのベタなやつが出てくるんだろうなーって予想していたんだが……。

　金色の光が静かにおさまったとき、そこに立っていたのは、すらりと細身で淡い黄金のサラサラヘアがひざぐらいまである、俺おれと同じぐらいの年齢の女の子たちだった。色は透きとおるように白くて、体にぴったりしたデザインの服を着ている。全員まったく同じ顔に見えるんだけど、よく見ると目の色だけが違っていた。赤、淡い緑、そして淡い青。

　グレイだけじゃなくて、こんな美少女型の宇宙人も宇宙にはいたんだなあと思って、俺はびっくりした。そこ、ご都合主義って言わないこと。三人は、美形レベルが高すぎる部分をのぞいては、どこからどう見ても地球人にしか見えない。いや、やっぱり違う。どこからどう見ても地球人なんだけど、ただ一ヶ所、頭の上に←こんなのが二本生えている。

　っていうか！　むしろグレイ型宇宙人よりベタなんですけど、そのパーツ！

「ホシゾノよ、これが地球人のサンプルか？」

　赤い目の宇宙人が、逆さづりになってる俺と螺らつ子こ先輩を指さしながら星園さんにたずねた。指といっしょに、頭から生えてる←も俺たちを指さしてる。

「サンプルってどういう意味っ？　おまえら何者なんだ！」

　叫んだ俺に、赤い目の宇宙人は答えた。

「ワレワレハ、ウチュウジンダ」

　予想どおりすぎてむしろ新鮮だ。っていうか、どうしてわざわざ自分の手を「４」の形にしてのどの下を細かくたたいて、声にビブラートかけてるんだ？

「ワレワレは母星のまわりに亜空間ブースターを設置することで、宇宙のあちこちから幼い文明を持った愚かなる生物どもの発する電波をリアルタイムで傍受している。彼らはホシゾノ同様、自分の星の支配者となるために宇宙からのオーバーテクノロジーを求めているのだ」

「星ほし園ぞの同様って！　星園さん、よその星だけじゃなくて地球も支配するつもりだったんですかっ！」

　それって、女子高校生の野望にしてはちょっとヤンチャすぎないか？　星園さんは、しれっとした顔で答えた。

「だってまずは地球を支配しておかなければ、せっかくの反重力砲台をアメリカみたいな軍事大国が奪いにきちゃったりするであろう？　それに、宇宙戦争にはまずお金もいるのである。だけど今って、世界じゅうのどこの国も景気が悪くて宇宙開発予算を削りまくってるであろう？　わたしは、それって愚策だと思うのである。大航海時代の植民地政策と同じく、景気が悪いなら新しい資源を手に入れればいいわけである。わたしがこの地ほ球しの統治権を手に入れれば、全地球国家の予算の八割を宇宙開発に充あてて、反重力砲を載せた大宇宙艦隊を建造、周囲百光年を一年で支配してみせる！　もちろん、地球国家への加盟に反対するような宇宙的意識の低い国は、反重力砲で焼きつくしてＯＫである！」

　イカれた独裁者来た！

「ちょっと、女子高生の将来の夢にしちゃオテンバすぎませんかっ？　パティシエとかそのへんにおさめといたほうがいいんじゃないですかっ？」

「お菓子を料理するかわりに銀河を料理するのだ、似たよーなもんである」

「宇宙人の人っ！　こんな危険人物にオーバーテクノロジーを渡しちゃっていいんですか！」

　星園さんとは話が通じそうになかったから、俺おれは三人の宇宙人にうったえた。だが、三人ともケロッとした表情で、あっさりと答えた。

「うんまあ、ワタシたちもよく知らない星を侵略するのってちょっと敷居が高いから、その星の原住民が侵略代行サービスをしてくれると、何かと助かるからな」

「そんなテキトーな心がけで、他人の星を侵略しに来ないでください！」

「こっちも侵略ノルマに追われて忙しいのだ、こんな辺境の惑星のことなどいちいち調べてられるか」

「侵略ノルマとか、なんでそんなビジネスライクなんですか！　宇宙人が地球侵略する理由って、母星が爆発して移住先を求めてるとかじゃないんですかっ？　バルタン星人もガミラス星人もそうでしたけど！」

「ガミガミうるさい星人だな。とっとと本星に送る報告書を作ってしまおうか」

　青と緑の目の宇宙人たちの頭の←が、にょろにょろっと長く伸びた。伸びるのか、それ！　そして天井から吊つり下げられてる俺おれたちを、ぐるぐる巻きにしながらロープから外した。俺が青い目の宇宙人の、螺らつ子こ先輩が緑の目の宇宙人の←にからめ取られている。

「報告書って、何をする気だ！」

　宙ぶらりんになっている俺たちの前に、赤い目の宇宙人が立った。

「侵略した星の生物のデータを取って、てきとーにデータベースにしておくのだ。さて、どちらから先に解剖するかな……」

　いきなり解剖かよ！　それと、人を解剖するわりにはなんか、作るもののビジョンがぼんやりしてるようですが？　俺はだまって見てる星ほし園ぞのさんにむかって、叫んだ。

「ちょっと、星園部長！　助けてくださいよっ、同じ地球人でしょ！」

「同じではない。反重力砲を手に入れたわたしは支配者、おまえたちは力無き被支配者であるからな。ははははは」

「自分のことしか考えてないのかよ！　地球がどうなってもいいんですかっ！」

「地球が好きなら、地質学研究部に入ってるのである。宇宙に興味があるからこそ天体観測部に入ったのである、すなわちわれわれは地球になんかぜーんぜん興味はないのである」

　きっぱりと、星園さんは言いきった。だめだ、暴論も自信持って言い切られてしまうと正論になってしまう。

「ロト、ワタシはこっちに興味がある」

　緑の目の宇宙人が、片方の←で螺子先輩の体を巻き取りつつ、もう片方の←でセーラー服の胸のあたりの布をかき分けるようにしながらまさぐった。

「きゃっ！　ちょっ……なっ、何するんですか！」

　螺子先輩は顔を真っ赤にして、必死に身をよじった。赤い目の宇宙人が、とまどいと恥ずかしさのあまり泣きそうな螺子先輩の顔を下からじろじろと観察している。

「ほう。このタイプの地球人はワレワレによく似ているようだな、グリュン」

「そうなのだ。珪けい素そ生物と炭素生物は種の起源がぜんぜん違うのに、なんかすっごい似てるのだ。ふしぎだな、ブロイ」

　そう声をかけられて、俺を←でがんじがらめにしてる青い目のやつが答えた。

「そうふしぎなことではない、想定の範囲内だ。収しゆう斂れん進化というやつだ」

「収斂進化とは何だ？」

「ある惑星での万物の霊長はすべからく、ワレワレのような人型に進化する可能性が高いということだ」

　収斂進化！　なんか生物の時間にちょっとやったぞ。ぜんぜん違う種類の生物が、似たような生活環境だと似たような姿に進化するってやつだ。たとえばイルカとサメはよく似てるけど、イルカは哺ほ乳にゆう類るいでサメは魚、みたいなものだ。

「だが、ワレワレの惑星のモグロンとケーランはどちらも大きな手で土を掘って暮らしているが、モグロンは子供を産むしケーランは卵を産むだろう？」

　こいつらの星にも、地球のモグラ（哺乳類）とオケラ（昆虫）みたいな生物がいるんだな。グリュンとかいう緑の目の宇宙人はそう話しながら、←の片方を螺らつ子こ先輩のセーラー服の上着のすそからスッとさしこんた。

「きゃあああっ！　なっ、何するんですか、やめてください！」

　螺子先輩はもがくが、もう片方の←で体をぐるぐる巻きにされていて動けない。ロボットの螺子先輩を動けなくするなんて、こいつら華きや奢しやに見えてかなり力が強いっぽい。グリュンはセーラー服から←を抜くと、それをこんどは螺子先輩の胸のあたりでもぞもぞさせながら言った。

「オマエたち地球人が、どこまでワレワレと似た形をしているのか、調べたいのだ」

「やっ、ちょっと……変なとこ、さわらないでくださっ……あんっ」

　螺子先輩は甘い声であえいだ。いや、俺おれも言わせてもらいたいけど、ちょっと螺子先輩、変な声出さないでください。なんかドキドキしてしまうんで。

「うーむ、上半身はワレワレとそっくりだな。というか、胸の中にシリコンオイルが詰まってるのはワレワレとまったく同じではないか！　まさか、地球人もワレワレと同じ珪けい素そ生物なのかっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「い、いえ、あの、これは……」

　螺らつ子こ先輩は胸をまさぐられて真っ赤になりながら、困惑していた。螺子先輩の胸につまってるシリコンオイルは冷却用だ。というかこいつら、螺子先輩がロボットだっていうことには気づいてないらしい。

「珪けい素そ生物だと？　こんな低い温度で動ける珪素生物がいるとは、大発見だぞ！」

　そう言って赤い目の宇宙人ロトも参加し、二本の←でものすごく不思議そうに、螺子先輩を調べはじめた。合計三本の←に全身をまさぐられている螺子先輩は、逃げようと必死にもがいている。

「やっ、あんっ、ちょっと……お願いですっ、やめっ……」

　ロトは次に、←を螺子先輩のスカートの中につっこんでさらにもぞもぞさせた。輪縄で足を縛られているせいで←をねじこみにくいのか、片方の←で螺子先輩の輪縄を外している。螺子先輩は、思わず悲鳴を上げた。

「きゃあん！　やめてくださいっ、めくらないで！」

「だが、下半身の構造はワレワレとずいぶん違うな。オマエたち、生殖はどのように行っているのだ？」

「え、生殖ですか？」

　螺子先輩は、まだ少し熱っぽい目でロトを見つめて言った。

「その……コウノトリはごぞんじですか？」

「コウノトリ？」

　宇宙人たちは、狐きつねにつままれたような顔をしていた。出た、螺子先輩の超理論。

「コウノトリが交尾をしてですね。卵を産むわけです」

「卵？　地球人は卵を産むのか！」

「いえ、卵を産むのはコウノトリです」

「コウノトリの卵から生まれてくるのはコウノトリだろう？」

「いえ、その卵から人間の赤ちゃんが生まれてくるんです」

「どうやって！」

「天使の祝福で♪」

　にこっ♪　いい笑顔出た！　螺子先輩、何か言いきったようなすがすがしい表情を浮かべている。でも宇宙人たちは、当然だけど頭をかかえまくっている。

「ど、どういう意味かわかったか、ロト？」

「わからない！　ワレワレの星の生殖とは、あまりにもかけ離れていてわからない！　ちなみにワレワレは細胞分裂で増えるから、超シンプルなのにっ！」

　そこに星ほし園ぞのさんが、言わなくてもいいのに横から口を出した。

「地球人は細胞分裂で増えるのでも、コウノトリの卵から生まれるのでもない。男と女が交尾して、おたがいの細胞を融合することで増えるのであるぞ」

　女子高生が堂々と、交尾て！　宇宙人たちは、そのことばを聞いてざわめいた。

「交尾！　男と女！　何だ、それはっ？　ワレワレの細胞融合フユージヨンのようなものなのかっ？」

「それで、こっちが男である。ちゃんと両方用意したのである、気が利くであろう？」

　と、星ほし園ぞのさんは俺おれを指さした。ひいいっ、俺に話を振るなー！

　宇宙人たちの目が、いっせいに俺のほうを向いた。

「男！　では、こっちとこっちは似ているけれども別々の生物なのかっ？」

「そうだ、似てるけど下半身の構造はちがうのである」

　下半身とか言うなー！　宇宙人たちは、好奇心に目をキラキラさせている。

「同じ種族なのに、どうして構造がちがうのだ！　ふしぎ！」

「基本的に遺伝子は同じだけど、女にはないＳＲＹスライ遺伝子っていうのを持ってるせいで男になるのである」

「ふしぎふしぎ、同じ遺伝子で別々の人間ができるとは！　何というふしぎ！」

　宇宙人たちの好奇心は、明らかに螺らつ子こ先輩から俺へ一点集中していた。俺をつかまえていたブロイ以外の二人の←が俺のほうにわらわらと伸びてきて、俺のワイシャツを乱暴にはぎ取った。きゃーっ、やめてよしてー！

「おおっ、下半身のみならず上半身からしてワレワレとは全然ちがう！　何というつるぺた！」

「これはつるぺたじゃなくて、胸板だっ！」

「それにしても、遺伝子ひとつでこんなに形が変わるとはふしぎだな」

「そのＳＲＹ遺伝子とかいう遺伝子をワレワレの細胞に融合フユージヨンさせたら、ワレワレからも『男』が生まれるのだろうか？」

　三人の宇宙人は顔を見あわせた。やばい、なんか興味をひかれてうずうずしてきてるっぽい。恐ろしい予感がする。

「ホシゾノ！　おまえたちの細胞融合フユージヨンは、どのように行うのか教えるのだ！」

　ひぃぃーっ、予感的中！

「助けて星園部長っ、頼むから教えないで！」

　俺は興味津々の←に全身をまさぐられながら、必死に星園さんに頼みこんだ。ところが……星園さんは邪悪な笑みを浮かべつつ、

「反重力エンジンの設計図にワープ装置の設計図をつけてくれたら、教えないこともないのであるぞ」

　宇宙人相手にどこまでも交渉するとは、この人は鬼だ！　しかも好奇心いっぱいの三人の宇宙人は、あっさりとオーバーテクノロジーを教えてしまう。

「ワープ装置の設計図ぐらい、すぐに書いてやろう。小学校で『乾電池と豆電球』を習うとき、一番最初に書かされる回路図がワープ装置のやつだからな。楽勝楽勝」

「ワープ装置って、乾電池と豆電球で作れるんだ」

「これこれ」

　俺おれの目の前に、ブロイが小さな円筒形のガラス容器のようなものを持ってきた。たしかに見た目は地球の乾電池のようにも見える。でもその中身は、なんか小さな星みたいなのがいっぱい光っている。

「地球の乾電池とちょっと違う気がするけど」

「生まれたばかりの平行宇宙を、亜空間シールドを使って閉じこめてある。つまりこれ一個の中に、この宇宙一個分のエネルギーが詰まっているのだ」

「宇宙って乾電池の中に詰めれたんだ！」

「これを十個直列つなぎにして、豆電球にエネルギーを流すのだ」

「地球の乾電池と豆電球だったら、豆電球が爆発するレベルだけど」

　小学校の理科実験のとき、クラスに一人ぐらいは友達の電池を借りまくってそんなことをして、先生に激げき怒おこりされてる奴やつがいたなー。

「うむ、豆電球は爆発する。それと同時に宇宙十個分のエネルギーが消滅し、その等価交換でワープができる。小学校の理科実験で、友達の電池を借りまくって豆電球を爆発させた奴がぐうぜん発見したのだ」

　ワープ航法って、そんな方法で発見されていいのか！　地球ではめっちゃかしこい宇宙物理学者たちが、うんうんうなりながら考えてるのに。

「っていうか、ワープ一回で宇宙十個消しちゃうのか！」

「たしかに、もったいないという意見もあるが」

「いやもったいないどころの騒ぎじゃ！」

「まあ平行宇宙はいっぱいあるんだから、少々いっぱい取ってきてもそう問題は無いだろう。平行宇宙が減ってきてから騒げばいいことだ」

「地球人はそれと同じ考えで、クジラが絶滅寸前になったりしてるわけだが」

「ということで、これがワープ装置の回路図。乾電池と豆電球もつけてやろう」

　と、ロトが星ほし園ぞのさんに手描きの回路図と乾電池と豆電球を渡した。そんなマッドサイエンティストと紙一重な人に、宇宙を十個も消すようなオーバーテクノロジーを与えちゃだめだー！

　星園さんはワープセットを手にして、ニヤリと笑った。

「では地球人の細胞融合フユージヨンのしかたを教えるのである。まずは服を脱いでだな」

「やめろっ、よけいなこと教えるなー！」

　俺は叫んだ。客観的に見れば、美少女三人と「細胞融合フユージヨン」なんてハーレム状態で羨うらやましいじゃんみたいな感じかもしれないけど、男ってやつはそんなに単純じゃないから！　ムードとかシチュエーションってものが大事なわけで、どう考えても人体実験なこういう状況だと、逃げたいとしか思えない。

「えっ……ふ、服を脱ぐのかっ？」

　宇宙人たちはうろたえて、自分たちの体を腕でガードした。星ほし園ぞのさんが、いぶかしそうに眉まゆをひそめた。

「そりゃー脱がなきゃできないのである」

「無理！　こんな寒い星で断熱服を脱いだら、凍えて死ぬ！」

　あっ……そうか。宇宙人たちの星はガラスが溶けるぐらい熱いんだ。それこそ地球上では水晶のかたまりみたいになってる珪けい素そ化合物が、柔らかく溶けて生物みたいに動きまわれるぐらいに。

「くそー、どうにかして細胞融合フユージヨンする方法はないものか？」

　宇宙人たちは悔しがって、ギリギリと歯ぎしりしている。

「この『男』をワレワレの星に連れていって細胞融合フユージヨンするとかは？」

「無理無理、ワタシの計算では炭素生物は五十度ぐらいまでしか耐えられないはずだ。ワレワレの星では燃えて炭になってしまう」

「うーん、残念だ。『男』の遺伝子とやらと、何とかして細胞融合フユージヨンしてみたいのだが……」

　ブロイが長い髪をかき上げながら、俺おれを自分のほうへ近づける。白い肌は、まるでミルクガラスのように淡くほのかに光っている。

「ひゃあ！」

　ブロイが手袋に包まれた指を、はだけた俺の胸からズボンに向けてそっと滑らせたので、俺は思わず叫び声をあげてしまった。ううっ、こそばゆい。

「やめろっ、くすぐったいだろ！」

「もしかしたら傷口がくっつくみたいに、体をひっつけてれば細胞融合フユージヨンできるのではないか？」

　そう言ってブロイは、俺の体を床に寝かせるとその上に自分が乗りかかって、上手に敷きこんでしまった。珪素生物っていうとガラス玉みたいに硬いイメージがあったのに、俺の胸に押し当てられてるブロイの胸は、スーツごしにもかかわらずふにゃりふにゃりと柔らかい。いっそ、炭素生物の胸よりやわらかい。そうか、もしかしてこれはシリコン爆乳みたいなものなのか？　シリコン爆乳に詰める豊胸手術用のシリコンって、珪素の化合物だもんな。

　っていうか、宇宙人とはいえこんなにかわいい女の子がこんなに密着してくるなんて、これはある意味俺にとってのファーストコンタクト。人体実験されてる最中だっていうのに、ドキドキしてしまった自分がふがいない。

「どうだ、ブロイ。細胞融合できそうか？」

　ロトとグリュンが、興味津々でのぞきこんできた。螺らつ子こ先輩は今、輪縄からも←からも解放されて完全に放ったらかしにされてるんだが、せっかく逃げられる状況なのに逃げもせずに、床にぺたんと座って俺おれのほうをじっと見ている。何やってるんだっ？

「ちょっ……ちょっと！　海かい星せいくんに変なことするの、やめてください！　人前でそんなことして、恥ずかしくないんですかっ？」

　螺子先輩は、いきなりロトとグリュンのあいだに割りこんできた。助けてくれる気持ちはありがたいけど、今は螺子先輩だけでも逃げてくださいーっ！

「細胞融合フユージヨンのどこが変なことなのだ？」

　ロトにまともに返されて、螺子先輩はのどの奥で「うっ」とうめいた。

「い、いえ、ですから……あの、そのー」

「どこがどのようにどのぐらい変なのか、良ければ具体的に言ってみてはくれないか。本星にデータとして送るから。ほら、さあほら」

「うっ、ううう……」

　螺子先輩は全身から脂あぶら汗あせをだらだら流して、

「ち、ちっとも変じゃないです……」

　螺子先輩、折れた！　背中をくるんと向けて、完全に俺を見捨てた！

「そうか。では、ワレワレも心おきなく参加しよう」

　と、ロトとグリュンまで俺の上に乗っかってきた。三人は、珪けい素そ生物だからか知らないけど、地球人よりずいぶん軽い。ナイスバディのわりにはふわふわ軽くて、地球人の半分ぐらいの感じだ。そして、やわらかい胸とさらさらした髪が俺のはだけた胸をナデナデしていて、死ぬほどくすぐったい。

「やめろって、そんなことで細胞とか融合しないから！」

　くすぐったくて俺は必死に逃げようとするけど、軽いとはいえ三人に乗っかられているから身動きできない。

「くすぐったい、くすぐったい、ひー助けてー！」

「ウガー！　エルザ　助けにきた！」

　タイミング良すぎるほどのすごいタイミングで、エルザが部室に飛びこんできた。

「えっ……な、なんでエルザがここにっ？」

「わたしがネジ子こを呼んだんです」

　と、螺子先輩が言った。あっそうか、螺子先輩とネジ子は無線でつながってたっけ。それで螺子先輩は、逃げられる状況でも逃げなかったんだな。

「おまえたち、かいせー裸して、何してる！　エッチなの、よくない！」

　さすが野性の行動力で、エルザは宇宙人たちをぽいぽいっとちぎっては投げた。

「なっ、何なのだ、この生き物は！　地球人は男と女以外にも、まだ細胞融合のバージョンがあったのか！」

　宇宙人たちは、エルザを見て完全にパニクっていた。星ほし園ぞのさんが、エルザに向かってどなった。

「それより、どうやって入ってきた！　部室のカギは閉めていたはずであるぞ！」

「わたしが開けたのよ、生徒会長の権限で。各部に提出させている合あい鍵かぎで」

　エルザのあとから入ってきたのは、流ながれ石いし生徒会長だった。凛りんとした美び貌ぼうは、この学校で唯一螺らつ子こ先輩と並ぶレベルだ。が、その表情の険しさで、この人はだいぶ損をしてると思う。背が高いだけに、迫力も倍増してる。っていうか、わりといつも怒ってる会長だけど、今日は何を怒ってるんだろう？

「天体観測ドームの上のあれは何なのっ？　近所からまぶしいって苦情が来てるのよ、さっさとどこかにやりなさい！」

「いえ、どこかにやれとおっしゃられても、あれはわが部のものでは……」

　星園さんは口の中でもにょもにょしていた。すでに怒りＭＡＸ状態だった会長は、星園さんに一瞬の猶予も与えなかった。

「そう。責任者が不明なら、生徒会の権限で処分せざるをえないということね」

「えっ、あのそのっ……！」

　まさか自分たちの野望と引きかえに、地球を侵略する意図でやってきた宇宙人たちをあえて引き入れたとは白状できなくて、星園さんはあわあわしていた。そうこうしてるあいだに、

　ずごごごごご！

　天文ドームがはげしく揺れた。宇宙人たちはびっくりして顔を上げた。

「宇宙船がっ……！」

　天文ドームの開いた屋根の上に停とまっていた宇宙船が、ぐらぐら揺れていた。宇宙船はツメのようなものを出して天文ドームにしっかりくっついていたようだが、何かがそれを外そうとしているようだ。

　がごん！

　ひときわ激しい揺れとともに、天文ドームごとＵＦＯが引っこ抜かれた。コンクリートの破片がばらばらっと散る。

「きゃああ！」

　大きな破片が、エルザに向かって落ちてきた。危ない、と思うより先に、俺おれの体が動いていた。エルザの上に覆いかぶさって、エルザをかばった。俺の上に巨大なコンクリートの破片が落ちてきた。やばい、頭に当たるっ……。

「ネジーっ！」

　その瞬間、エルザの頭の上にいたネジ子この両目からビームがはなたれた。どごおおんっ、とすさまじい爆音とともに、コンクリートの破片が砕け散り、俺おれたちの上にパラパラと雹ひようのように落ちてきた。ネジ子はえっへんと自慢げなポーズを取っているが、ロボット工学部、どんだけ危険な兵器をネジ子に搭載してるんだ！

「ウガーっ！　かいせー、エルザ助けてくれた！」

　エルザは目をかがやかせて、エルザの上におおいかぶさっていた俺にぎゅううっとくっついてきた。ちょっ、力が強すぎて苦しいっ！

「おおっ、細胞融合フユージヨン！」

　三人の宇宙人が、目をキラキラ輝かせて叫んだ。いや、違いますよ？

「かいせー、エルザたすけてくれた！　強いオス、エルザ好き！　エルザ、かいせーと繁殖する！　ウガー♪」

「苦しい苦しい！　そんなに力いっぱいしがみつくな！」

「おおっ、繁殖するのか！　見せてみろ、ワレワレにじっくり見せてみろ！」

　宇宙人たちが、わらわら集まってくる。

「ダンゴムシの交尾をはじめて見る幼稚園児じゃないんだから、そんなキラキラした目で興味津々に見てくるなー！　それから、俺のことより自分たちの宇宙船のことを心配しろよ！」

「あっそうだ、忘れてた。ワレワレの宇宙船はっ？」

　宇宙人たちは、あわてて顔をあげた。

　ＵＦＯごと天文ドームを引っこ抜いてたのは、巨大なロボットだった。ちょっと前、お台場に飾ってたアレじゃないのか？　ロボットの横では、どこかで見たことのあるひょろひょろした奴やつが、レバーが二本ついたコントローラーを握って立っていた。

「あんたは！　ロボット工学部のメガネ男子！」

　俺は思わず叫んだ。才さい子こ部長の頼みで、螺らつ子こ先輩やネジ子を作った奴だ。

「やあ岸きしくん、またお会いしましたね。どうでもいいけど『メガネ男子』と呼ばれると、女子たちに萌もえられそうでどの娘こを選ぶか困ってしまいますな、ははは」

「いや、背中に黒いリュックひっついてる時点で、ぜんぜん萌え要素ないです。かんちがいしないように、メガネリュックって呼ばせていただいてもいいんですよ？　そして、このロボット何なんですか！」

「会長の依頼で作った『強制撤去ロボ』です。学校前の違法駐輪とか違法駐車を、こいつで一掃するわけですよ」

「それ、レッカー呼べばいいですよね？」

「岸くん。あなた、あの数字マニアの天あま野の才子の後輩のくせに、二ケタの計算もできないの？」

　会長は腕組みをして冷ややかな目で俺おれを見た。その酷薄な目つきに、あいかわらず緊張してしまうんだけど、なんとなくその冷たい刺激が痛気持ちよくなってきている俺がどこかにいる。やばいやばい、そんなことに目覚めてる場合じゃない。

「二ケタの計算って何なんですか」

「レッカー呼んだら、電話代十円かかるでしょうが。その十円は生徒会費から出るのよ、つまり各部に分配するお金の原資が十円減るっていうこと。違法駐車するようなロクデナシのために、なんで赤の他人のわたしたちが十円という大金を負担しなければならないわけ？」

「いや、ロボットのほうが高くつきますよね？」

「あー、これは大丈夫なんですよ。いろいろヤバい裏技を使って、政府の機密官房費が動いてるルートからいろいろ横流しさせて調達してますので」

　メガネ男子が、晴れやかな笑顔で言った。うわー、だからそういう国家機密に抵触しそうな秘密は聞きたくないからー！

「というわけで、破壊しなさい！」

　会長がぱちんと指を鳴らそうとした。いや、指を鳴らそうとしたポーズはすごいカッコ良いんだけど、スカッとかすった音しか出てないんですが。

「了解ラジヤりました！」

　メガネ男子が二本のレバーを両手でガコンガコンと動かすと、お台場に飾ってたガンダムのパチモンのようなそのロボットは、ＵＦＯをゴネゴネと両手で握りつぶして団子にしてしまった。その勢いで、天文ドームはボロボロに砕かれてしまう。

「ああああっ、ワレワレの宇宙船がっ！」

　宇宙人たちが悲鳴を上げた。ＵＦＯはあっという間に、直径十メートルほどの玉にされてしまった。ロボットはそれを、ぶんっと遠くに投げたあと、頭部に生えた触角みたいな装置からレーザーを撃った。

　ちゅどーん！

　ベタな爆音とともに、ＵＦＯは木こっ端ぱ微み塵じんになってしまう。

「ああああああ……っ」

　宇宙人たちは、へなへなと座りこんだ。なんかすごいロボットだけど、それにしてはコントローラーがぞんざいすぎないか？　どうでもいい質問ではあるけど、俺は思わず聞かずにはいられなかった。

「それ、鉄人28号のコントローラーよりデバイス少なくないですか？　それでどうやって、あんな複雑な動きができるんですか。っていうか、そのジョイスティック、ぜんぜん動かしてませんよね？」

「あーこれ、神経伝達コントローラーですから」

　は？

「右脳の神経は左手につながり、左脳の神経は右手につながってるんです。つまり両手でそれぞれのスティックを握るだけで、脳波の命令がそのままコントローラーに伝わって操縦できる、と」

　すごいなそれ！　っていうか、こんな非現実的かつ非科学的な状況が次々に展開していくムチャクチャなストーリーの中で、コントローラーの設定をムダに科学考証してていねいに作りこんでるそのムダな努力に一番びっくりしたわ。

　で、俺おれもびっくりしてたけど、宇宙人たちもびびっていた。

「こっ、これは、いきなり侵略戦争を仕掛けなくて正解だったな」

「うむ。未開のサルだとばかり思っていた地球人が、これほどの科学力を持っているとは！」

「やはり、事前に地球人のことをよく調べてから侵略せねばなるまいな！」

　いや、たぶん現在の地球の科学力はロボット工学部の持ってる科学力には負けてると思う。まあでも宇宙人たちが地球人を警戒して侵略をあきらめてくれたほうが地球人としては助かるから、俺はあえてだまってた。

　だまってないのは、星ほし園ぞのさんだ。星園さんは、激怒して会長に噛かみついた。

「何するのであるか！　せっかくわたしが、コロー星政府とかけあって必死こいて交渉して持ってきてもらった反重力砲台をー！　高いものだから、かんたんにかわりをもらうっていうわけには行かないのであるぞー！」

「ほほう？　生徒会長であるこのわたしにどなるとは、たかだか文化系クラブの一部長のぶんざいで、ずいぶんお偉くなったものねえ？」

　会長は腕組みをして、相手を一瞬で石にしてしまいそうなほどの冷たい目で星園さんをにらんだ。星園さんは、びくうううっと全身で怯おびえていた。

「あっ、いや……いえ、い、いいのである。事情を話したら、たぶんもう一個ぐらいくれると思うのであるし。うん」

「もう一個くれるということは、またあのやっかいなＵＦＯが来て、周辺住民からクレームの電話が入りまくるということよね？　そしてまた、校長先生はわたしたち生徒会に、そのクレームを丸投げするのね？　学校のまわりの違法駐車も、生徒会にはまるっきり関係ないのに、いちいち生徒会の手をわずらわせてるのよね？」

　会長の猫なで声が、逆に怖い。一見、ほほえんでいるように見える。いやでも待て、目が笑ってない！　猫なで声っていうか、猫を優しくなでながらもある一瞬にいきなりその猫を握りつぶしかねないような、そんな怖さがあった。だから星園さんも、さっきまでの自信はどこへ行ってしまったのか、青ざめてがたがた震えていた。

「わ、わたしは別に、生徒会に迷惑をかけようだなんて思っていたわけでは……」

「でも実際、わたしはこうして迷惑をこうむったわけ！　六月はインターハイの予選シーズンだから、美しき生徒会長であるわたしは各部の応援に出向かなくてはならなくて大忙しだというのに！」

「あのう、おことばであるが、生徒会長が応援に行く必要はないのでは……」

　おずおずと意見した星ほし園ぞのさんを、会長は凍りつくような目でにらみつけた。

「敵チームがわたしを見たとき、『暁あかつき高校にはあんな美人の生徒会長がいるんだっ、これは試合前に気持ち的に負けた！　もう完敗！　そして美人の生徒会長に乾杯！』と思うでしょ。そして味方は、『うちの高校にはあんな美人の生徒会長がいるんだっ、何と誇らしいことだ！』と士気が上がるでしょ？」

「美人マネージャーならわかるであるが、生徒会長のルックスって別にそんなにお互い気にしないような……」

　星園さんがモゴモゴ言ってると、会長は鋭い声でどなった。

「気にするの！　誰だれもがこのわたしのことが気になって仕方がないの！」

「はっ、はい！　そうであります！」

「最初からすなおにそう言えばいいのよ、だれも生徒会長であるこのわたしに反論することは許さない！　なぜならわたしは、この学校の中で一番えらいから！」

　考えてみたら、会長は星園さんとまったく同じ独裁者体質なんだなあ。会長のほうがずっとスケールが小さいこと言ってるのに、会長のほうが迫力があるのはなんでだろう。

「そういうわけで、忙しいわたしをわずらわせた罪は万死に値するということよ！」

　鋭くどなって、会長は星園さんに白い紙を一枚、ビシッと突きつけた。そこには大きく「廃部通知」の文字が躍っていた。

「そんなぁ～！　お願いするである、会長！　お慈悲をっ、お慈悲を～っ！」

「部室と生徒会からの予算が無かったら、高額な望遠鏡とか観測機器が買えないから天体観測を続けられません～！　お慈悲を～！」

　星園さんと天体観測部員たちは、時代劇で代官に直訴にきた町民たちのように会長の足もとにすがりついて頼んだが、

「残念ながら、わたしの辞書に『慈悲』の文字は無いのよ。どきなさいっ！」

　とケリを一発入れられて、まさに「一いつ蹴しゆう」されてしまったのだった。おいおい、ナポレオンの辞書にだって慈悲の文字はあったぞ？

　あまりにも無情な仕打ちに、俺おれはちょっぴり天体観測部に同情もした。でも、会長のすぐに部活を仕分けして廃部廃部と言うとこは大っ嫌いだけど、今回だけはＧＪグツジヨブだとも思った。だって宇宙人とコンタクトして地球を支配しようなんて考える危険人物に、貴重な予算をむざむざあげることはないと思う。だから、もしかしたら会長のおかげで地球の平和が守られたのか？　敵の敵は味方ってやつか？

「ふう、またよぶんな汗をかいちゃったじゃないの。早いところマネージャー部も廃部にできれば、わたし専用のすばらしい温泉が作れるんだけどなぁー」

　ちらっ、と会長が俺おれたちのほうを物欲しそうな目で見た。あわてて螺らつ子こ先輩が言いかえした。

「お、おことばですが、マネージャー部は、廃部になんかさせません！　わたしたちは地球侵略もしてませんし、近所からクレームも来ていません。インターハイ予選のようすを見てくだされば、マネージャー部がどれぐらい他ほかの部活動に貢献しているのかわかっていただけると思います」

　螺子先輩はいつもおっとりしてるけど、言うときには言うべきことをビシッと言う。そのあたりが、しとやかだけど凛りんとしたやまとなでしこっていう感じだ。

「やれやれ、しぶといこと。この学校でわたしの次に美人なだけのことはあるわね、螺ね子じ山やま螺子」

　勝手に順位つけてるし！　さりげなく自分が上だし！　まだマネージャー部の部室をあきらめてない会長のほうこそ、しぶといと思うけど。敵の敵は味方どころかラスボスなんだなー……。

　そのとき、エルザが屋上の一点にぱっと目をむけ、手を振った。

「あっ、こすずー！　どした、こすずもこっち来る！」

　えっ、小こ鈴すず？　俺は思わずエルザの視線を追った。屋上にあがってくる階段の塔屋にちらっと小鈴らしき影が見えたような気がしたけど、それはひどくあたふたしたようすで、階段の下に消えてしまった。

「小鈴も来てたのか？」

「うん。ねじこ、らっこのことば伝えた。エルザ、陸上部で部活中だった、急いでマネージャー部行った。そしたらこすず、二人が心配言って、エルザといっしょ来た」

　エルザは頭の上のネジ子こをいじりながら答えた。

「『二人』が心配、だって……？」

　俺のこと、避けてたんじゃなかったのか？　いや、今逃げてったってことは、まだ避けてるのか？　でも避けてるなら、どうしてわざわざエルザについてきた……？

　やっぱり小鈴が何を考えてるのか、俺にはさっぱりわからなかった。



　とりあえず俺たちは、こうして宇宙人の魔の手から生還した。才さい子こ部長にそのことを報告すると、

「ふーん」

　と、思いっきり手ごたえのない返事がかえってきて、俺はずっこけた。

「ふーん、って！　宇宙人がほんとにいたんですよっ？」

「人間そっくりのアンドロイドがいて、幽霊がいて、ケモノ娘がいて、このうえ宇宙人が出てきたところで今さら何を驚く必要があるのだ」

「でも、宇宙人ですよ？　遠い星からワープしてきたんですよっ？　ふつう、ちょっとぐらいときめきませんか？」

「ワープって、四次元空間をゆがめて三次元空間のある場所とある場所をつなぐというものだろう？」

「そうです、地球人類がまだ到達してないオーバーテクノロジーですよ。ロマンを感じません？」

「四次元っていう時点で無理だな。わたしに感動してほしいのなら、一次元人を連れてくることだ」

「一次元人ってそれ、ただの棒ですよね？」

「ピタゴラスイッチの10本アニメに出てくる棒の人は、かわいいじゃないか」

　ああ！　あれが才さい子こ部長の好みのタイプなんだ！　棒だけどな。

「セリフが棒読みなところもいい」

　棒だからな。

「そもそも二次元と比べたときの三次元の劣化っぷりを見ていたら、四次元の人間などもうとても見られたものではないに違いないぞ」

「そういう尺度ですか？」

「もっとも四次元のやつらがわれわれを見たら、『三次元萌もえ～』とか言ってるのだろうがな」

「あ。じゃあもしかして、あたしも四次元世界ではモテモテ美少女とか♪」

　小こ鈴すずがキラキラした目で、横から口を出してくる。いったい何を期待してるんだ。

「愚か者、三次元のわれわれが二次元に向ける目を思いだしてみろ。いくら二次元萌えの三次元人どもが二次元に対して寛容であっても、本来美しくないものに対しては『モブ顔』とか『絵柄が古い』とか『絵柄が無理』とか『作画崩壊』とか、容赦ないコメントを寄せるだろうが」

　才子先輩が一番容赦ない。小鈴の顔が、思いっきり引きつっている。

「あのー、それ……あたしの顔が作画崩壊って意味ですか？」

「顔はまあ合格点だが、体がな……。漫画賞とかに投稿したら『ボディが円筒形でまるでデッサンができていない、まずは高校生らしいボディの起伏をきちんと描けるようになること』と批評されるレベルだからな」

「これは生身の体ですからっ！」

　かわいそう、小鈴。目が半泣き。

「とにかく、そういうわけでわたしは四次元ワープしてきた宇宙人になど、まったく興味がないのだ」

　才さい子こ部長はノギスで紅茶サイダーをくるくるかき混ぜた。ほんと、この人は変な飲み物が好きだな。

　いや、でも！

「でも、才子部長！　俺おれたち、解剖されそうになったんですよっ？」

「解剖されそうになったことぐらい、わたしだって何度もある。うっかり生物部の前を通ってしまったときのことだがな」

　才子部長は、涼しい顔でそう言って紅茶サイダーを飲んだ。っていうか！　それって、宇宙人に解剖されかけたよりもはるかに大事件ですよねっ？

「とりあえず、天体観測部が廃部になってしまったからマネージャー代を取りたてることができなくなってしまった。というわけで、各部に営業に行って大量に仕事の依頼をもらってきたから、せっせと働いてもらおう」

　才子部長は俺たちの前に、山積みの契約書をどっさりと置いた。ひどい！　この人はやっぱり、地球侵略にきた宇宙人の百万倍ひどい！

「そーだ、こすず。どしてさっき、おくじょーから先に帰ったか？」

　エルザが何気なく小こ鈴すずにたずねた。小鈴は、ぼんっと顔を真っ赤にした。

「えっ！　あ、あたし別に屋上になんて行ってないし！」



    

  
    
      



    

  
    
      「どして怒ってる？　エルザ、繁殖の順番、横入りしたから？」

「繁殖の順番って何！」

　エルザは焦ってる小こ鈴すずの背中を押して、俺おれのほうにくっつけてきた。お、おいちょっと、何するんだこいつは！　避けられてる最中なのに、なんか気まずいだろ！

「遠慮しない、思うぞんぶん繁殖する♪」

「ちょちょちょちょちょっ！　ちょっと待ってよ、だれが海かい星せいなんかとっ！」

　小鈴は顔から脂あぶら汗あせを吹きだしながら、思いっきりうろたえている。っていうか、俺だっていきなり思うぞんぶん繁殖しろとか言われたらうろたえるわ！

「あのなー、エルザ！　人間はそんな、すぐに繁殖とかしないんだって！」

「そうか？　だって、ツノの人たち……」

　ツノの人たち？　俺の胸に、嫌ーな予感がよぎった。

「あっ、そこ。窓の外いた」

　ぎくうっ、と俺は窓のほうに目を向けた。三人の宇宙人……ロトとグリュンとブロイが、窓の上にヤモリみたいに逆さに張りついて、部室の中をのぞきこんでいた。

「繁殖ということばが聞こえたのだが、まだ繁殖して見せてくれないのか？」

「ならばカイセイよ、ワレワレと細胞融合フユージヨンを試みてみないか？」

「母星に救難信号を打ったけど返事もないしヒマなのだ。なーなー細胞融合フユージヨンしてみようではないか、がんばればそのうち成功するかも～」

　開いていた窓から、三人がするすると忍びこんできて俺に抱きついてきた。

「やめろっ、スリスリしてくるなー！」

「うふふ、海星くんは人気者ですねえ」

　螺らつ子こ先輩のおっとりした感想はあいかわらずズレまくってる。そして小鈴は、なんかドン引きした目で俺を見ていた。

「ちょっ……小鈴。なんで『海星って不潔』みたいな目で俺を見てるんだ？　この状況って、俺が明らかに襲われてるだろ、被害者だろっ？」

「でもニヤついてるよね」

「ニヤついてない！」

「ほんとはうれしいんだよね」

「うれしくないって！」

「宇宙人たちもエルザも、胸おっきいもんね」

「いや、たしかに大きいけれどもさ」

「ほらやっぱり！　海星って不潔！」

　何だ、その誘導尋問は！

「不潔よーっ！」

　半泣きになりながら、小こ鈴すずは走り去っていった。いやいや、泣きたいのはむしろ俺おれのほうだから。避けられてるを通りこして、これは完全に嫌われたような気がする。

　呆ぼう然ぜんとしてる俺におかまいなしに、エルザが宇宙人を押しのけて抱きついてきた。

「こすず、繁殖する気ない。ならエルザ、かいせーと繁殖する♪　ウガ♪」

「待つのだ、先にワレワレと細胞融合フユージヨンするのだ！」

　俺はエルザと三人の宇宙人に囲まれて、押しくらまんじゅう状態になった。

「あらあらうふふ、みんな仲良しで楽しそうですね」

　螺らつ子こ先輩はほのぼのと笑ってるけど、俺は内臓がはみだしそうなんですが！　才さい子こ部長はやっぱり「男ってサイテー」みたいな冷ややかな目でガン無視して、紅茶サイダーを飲んでいる。ほかの部を助けるまえに、俺がぜひ助けてもらいたいのに。

「助けてぇぇぇ～っ！」

　俺の悲鳴が、梅雨明け間近な夏空に吸いこまれていった。



    

  
    
      
依頼その５

　死闘！　ちゅびびーんVSぶみみーん



　天体観測部が消えた屋上に、銀色のテントが張られた。母星へ帰る手段を失った三人の宇宙人のテントだ。

「ＳＯＳ、ＳＯＳ」

　ロトは腕につけた発信機を必死に操作して、救難信号を出している。

「だめだ、あいかわらず母星からの返信は確認できない」

　ブロイは小型の望遠鏡を空に向けている。

「ごはん炊けたぞー」

　グリュンは飯はん盒ごうをたき火から下ろして逆さまにし、ふきんでくるんでコンコンと底をたたく。

「っていうか、宇宙人なのに飯はん盒ごう炊すい爨さんの飲みこみが早いな」

　俺おれはカレーの鍋なべをくるくるかき混ぜながら、かなり感心して言った。要するに帰れなくなった宇宙人たちは、学校に住みついて救援を待つことにしたのだ。

「カイセイのおかげだ！　テントを張ってくれたし、ごはんの炊き方も教えてくれた！　電子レンジというマイクロ波加熱装置を発明するだけの文明を持ちながら、このような原始的な火によって上手に加熱できるという、その使いどころのないムダな才能のおかげで、ワレワレもこの星で不自由なく暮らせるというものだ」

「ごめん、グリュン。感謝の気持ちはじゅうぶん伝わってるのに、宇宙規模でムダな才能認定されると、どういうわけだか目から汗が出てきたよ」

「ほう、地球人は感動すると目から水が出るのか。美しい水だ」

「いや、よくある良さげなセリフでフォローしてくれなくてもいいから」

「まあとりあえず、ワレワレが感謝してるのはほんとだぞ。母星からの救援がしばらく来なくてもまーいっかなと思えるぐらい、地球の食べ物はおいしいし、カイセイは親切だしな！　どうしてそんなにワレワレに親切なのだ、カイセイもオーバーテクノロジーがほしいのか？」

「いや、ワープ装置とかもらっても困るし別にいらない。あんたらは生徒じゃないけど、いちおう困った人を助けるのがマネージャー部なわけだからさ」

　っていうか宇宙人たちを大事にあつかわないと、いざ母星の救援がきたときに地球を破壊されても困るからな……と、俺おれは心の中でつぶやいた。こいつらは何かと俺と細胞融合フユージヨンしたがる危険人物なのに、わざわざ飯はん盒ごう炊すい爨さんまで教えてやってるのは、そういう地球の平和を守るレベルの使命があるからだ。

　宇宙人たちはその俺のセリフを聞いて、突然キラリンと、赤と青と緑の目をかがやかせた。

「何と無欲！　才能はムダづかいしているというのに、何という無欲！」

「いやそれ、誉ほめてる？」

「やはり地球人は、ワレワレとは違うな。ワレワレの星の人間は何でもほしがる欲の深い者ばかりだ、こんなどー考えても使い道のない辺境の惑星である地球すらほしがってるわけだしな」

「そうやって欲にかられて、何度も星間戦争を起こしては絶滅の危機に瀕ひんしているのに懲りていないのだから、愚かなものよ。ワレワレの星に必要なのは、地球人のこの無欲さなのかもしれないぞ」

「そうだな。この無欲な遺伝子をワレワレに取りこめれば、ワレワレは母星のほかの人間より優れた存在になれるかもしれないぞ」

　三人は顔を見合わせる。いやーな予感がした。

「んじゃ！　俺はマネージャー部の仕事があるから帰ります！」

　俺は逃げだした！

「「「待てーっ！」」」

　だが、まわりこまれてしまった！

　逃走ダッシュが一瞬遅れて、俺おれは三人の宇宙人に背中からのしかかられ、屋上の床に顔からズデッとこけた。三人は俺の上着をはぎ取りながら、ボディスーツにつつまれた柔らかい体をスリスリとすりつけてくる。うわー、生まれたての子猫の肉球レベルにヤバいぐらいフニャフニャしてるー！

「ワイシャツを引っぱるな、ボタンがちぎれただろ！」

「カイセイのムダな才能にボタンつけ能力はないのか？　スリスリ」

「あるけど、めんどくさいんだよ！　それとスリスリするな！」

「おかしいな、どうしていつもうまいこと細胞融合フユージヨンしないのだろう。こすりかたが弱いのかな？　スリスリ」

「っていうか、無欲な遺伝子をほしがって人を襲ってる時点で、あんたら全然無欲じゃないから！　そしてスリスリするなー！」

　今でもこの調子なのに、もしこいつらが本気で人間と「細胞融合フユージヨン」する方法を知ったらどうなることかわからない。俺は結婚するまではきれいな体でいたいんだ、ぜったいにこいつらに保健体育の授業を盗聴されるわけには行かない！

「だれか助けてぇぇぇーっ！」

　俺はせいいっぱいの声で助けを呼んだ。

「助けにきたぞ！」

　早っ！　なんだ、そのご都合主義なタイミングとも言いようがないほどタメも何も無い早い登場は！　ページ数の関係もあるから、いろんな意味でありがたいけど！

　やってきたのは……あ、いや。見なかったことにしよう。うん、見なかった。

「助けにきたぞ、もうだいじょうぶだ！」

　うわーん、見たくないのに、存在を認めたくないのにー！

　そこにいたのは、どう見ても段ボールで作ったモビルスーツを着た五人の男子だった。なんかカラオケマイクぐらいの大きさの、銀色の円筒を持っている。動くたびに、段ボールがガサゴソいっている。

　ああ、このイカレっぷり、どうせまた変な部活なんだろうなあ。段ボールモビルスーツの一人が、先頭の一人に親指をビシッと立てながら言った。

「さすが安あ室むろ部長、ビームサーベルの構えがサイコーにサマになってますね！」

　あっ、部長の名前はやっぱりそうなんだ。予想どおりすぎてむしろヘコむわ。

「そっ、そう？　そうかな、てへ」

「そうっす、スゲーっす！　安室△！」

「△？」

　俺は首をかしげる。

「三角形さんかつけーっす。安あ室むろさん、かっけー！」

「なんだそりゃ！　安室□だったら、安室氏しかっけーになるんですか！」

　俺おれは思わずツッコミを入れた。

「いやそれは何ていうか……無理矢理作った感が強すぎて引くっていうか……」

　ドン引きされた！　こんな人たちにドン引きされた！

　少なからずショックを受けている俺の横で、安室さんは得意げな笑みを浮かべている。

「フッ、うすうす思ってたけど、やっぱりそうか。やっぱりぼくが一番ビームサーベルをうまく使えるんだ！」

「もちろんっす！　安室□！」

　人のことはけなしといて、さっそくパクるのかよ！　さては「ちょっといいな」と思ったな？　安室さんは、ふと思いだしたように俺のほうを見て言った。

「あっそうそう、聞こえなかったのか、きみ！　助けにきたんだぞ！」

　いや、そこの部分は聞こえないふりをしてたんです。この学校でいろいろ奇妙な部活に遭遇して、たいていロクな目に遭ってないから。そしてあなたたちはその中でも、かなりキてる部類に属してると思うから。

「よくも無視したね！　父さんにも無視されたことないのにっ！」

　あーはいはい、予想どおりのセリフを無理矢理使ってくださってどーも。

「何だ、オマエらは。ワレワレの細胞融合フユージヨンの邪魔をするな」

　宇宙人たちはごそごそと俺の上からどきながら、段ボールモビルスーツをにらんだ。

　俺はひとまずホッとしたけど、いやむしろ目の前にいる段ボールモビルスーツを見てるかぎり、危機を脱したというよりはもっとややこしいことに巻きこまれたなーという絶望感のほうが、あとからひしひしとわいてきたのは気のせいだろうか。

　段ボールモビルスーツは、手に持った円筒を振りあげる。

「地球を侵略する宇宙人め、よくも屋上に住みついたね！　野良猫にも住みつかれたことないのにっ！」

　いや、野良猫けっこうウロウロしてたぞ。エルザがしょっちゅういっしょに昼寝したりしてるし。

「今こそわれらビームサーベル部の存在意義をしめすとき！」

　段ボールモビルスーツは、円筒についてるスイッチを押した。やだなー、今「ビームサーベル部」とか聞こえてきたぞ。っていうかその円筒、どう見てもデコった懐中電灯だよなっ？

「ちゅびびーん！」

　スイッチを押したと同時に、きしんだような電子音……のような声を段ボールモビルスーツが出した。懐中電灯の先についてる豆球が、ピカッと光る。

「さあ、どこからでもかかってこい！　ぼくたちと戦え、宇宙人め！」

「どうやって」

　宇宙人が、乾いた声で冷ややかに答えた。うん、俺おれも同感だ。

　段ボールモビルスーツは、一瞬うろたえてお互いに顔を見あわせた。それから、何かひそひそ相談しはじめた。おいおい、そういう相談は先にすませとけ。戦う相手の前で堂々とやるな、迷惑かつ失礼だ。

　しばらく相談して、やっと結論が出たようで、段ボールモビルスーツたちはデコった懐中電灯を手に、

「ちゅびびーん！」

「ちゅびびーん！」

　口々に電子音をつぶやきながら、ビシッとポーズを決めて言った。

「そっちに任せる！　とりあえずかかってこい！」

　まさかの丸投げかよ！　今の相談は何だったんだ、むしろ相談した意味ないだろ！　っていうかそのビームサーベル、音が出るギミックは無いわけね。

「待てィ！」

　まただれか来た。いや、待つも何も、まだだれも何の行動も起こしてないですよ？

　いきなり現れたのは、新たなる五人組だ。頭からすっぽりと、フードつきの黒いローブを着ている。フードを目ま深ぶかにかぶって顔を半分かくし、その手にはやっぱりデコった懐中電灯を握っている。賭かけてもいい、こいつらは次に「ぶみーん」と言う。

「ぶみーん！」

「ぶみみーん！」

　やっぱり！　俺は、そいつらにビシッと指摘した。

「おまえら、さてはライトセーバー部だなっ！」

「よくわかったな、きみの理力フオースがそう教えたのか？」

「いや、ゆうべケーブルテレビでスターウォーズのアニメやってたし。ついでに当ててみるけど、部長の名前は洋よう田ださん？」

「なっ、なぜわかった！　それがフォースの力か！」

　いや、ほんとに予想どおりだったんだ……。たまにはちょっとぐらいヒネればいいのになあと思っただけです、気にしないでください。

　ライトセーバー部を見た段ボールモビルスーツたちが、敵意むき出しでざわざわ騒ぎだした。

「どっか行け！　ぼくたちが一番うまくビームサーベルを作れるんだ！」

「だまれっ、生徒会の部活仕分けで残るべきはわがライトセーバー部だ！　消えるがいい、シスの暗あん黒こく卿きよう！」

「ビームサーベルは元から赤いんだ、悪役だから赤いわけじゃないんだ！」

「いいからどけっ、この異星人どもはわれらライトセーバー部の戦士たちが駆逐する！　今こそライトセーバー部の存在意義を示すとき！　フォースとともにあれ！」

　部活の内容もかぶりまくっている予感がするが、セリフもかぶりまくってますよ？

「ぶみーん！」

　スイッチを押したと同時に口で電子音を叫び、懐中電灯の先についてる豆球がピカッと光る。こいつらのライトセーバーにも、音が出るギミックはついてないっぽい。そして、五人はイカしたポーズを決めた。

「さあ、どこからでもかかってくるがいい！　われらと戦うのだ、暗黒面ダークサイドに堕おちた異星人め！」

「どうやって」

　だよな。

「そちらに任せる！　とりあえずかかってくるがいい！」

　そしてこいつらも丸投げかよ！　ロトは、左の手首につけていたリングのようなものをビームサーベル部とライトセーバー部に向けた。

「ならば、とりあえず攻撃しておくぞ」

　ピシュン！

　明らかにビームサーベル部やライトセーバー部の「ちゅびびーん」とか「ぶみみーん」とはちがう、シャープな音が空気を裂いた。裂いたのは空気だけじゃない。手首のリングから放たれた赤いビームが、屋上の床をビシッと裂いた。

「ひぃ！」

　ビームサーベル部とライトセーバー部は、同時に悲鳴を上げた。

「こっ、攻撃したね！　父さんにも攻撃されたことないのにっ！」

　がさがさがさ！　ビームサーベル部が段ボールモビルスーツを揺らしながら、あわてて逃げていく。

「フォースとともに逃げろ！」

　ばさばさばさ！　ライトセーバー部もローブをはためかせながら、逃げていく。

　そして、俺おれたちだけが残された。

「……なんだ、せっかく攻撃してやったのに」

　ロトは、つまらなそうにつぶやいた。

「どうでもいいけど、それ人に向けるなよ」

　明らかにオーバーテクノロジーすぎる武器を前に、俺は眠れぬ深夜にテレビをつけてうっかり稲いな川がわ淳じゆん二じの番組を見てしまったときぐらいのレベルで、背筋が凍りついてしまった。



　そんなこんなで、いったい何のためにわざわざ屋上に来たのかわからないビームサーベル部とライトセーバー部のことを、俺おれはしばらく忘れていた。忘れていたというよりも、双方ともあんまりにも痛々しすぎたので、早く忘れたかった。

　なんかこう、あの、見かけはどっからどう見ても稚拙で安物でパチもんくさいのに気持ちだけ本気でなりきってる奴やつらを見てると、忘れていたかった黒い過去を思いだすんだよな。パンドラの箱のふたがパカッとあいて、中に封印されていたものが目覚めてしまうかのような……。

『にいに、これ何でしゅか？　紙粘土で作った何でしゅか？』

　うわー、封印が解けた！



　あれは小学五年生の桜祭りの日、俺はあるドリームを見ていた。

　俺が四年生のバレンタインデーの前にある女子に失恋した話はもう思いだしたくもないから、あらためて説明するのはご容赦願いたいのだが、要するにそれから二ヶ月ほど経たったわけだ。

　で、彼女と、しつこく彼女の彼氏として仲良くつづいていた西にし野のの奴が、桜祭りに行くという話を別の友達から聞いた。これはこれは風流でいいですなあ、初はつ詣もうでの次は桜祭りかよ。俺も行くつもりだったけど、現地で仲良くしてる二人を目撃するのはちょっとした拷問じゃないかしら。

　でも、そこで逃げたりうろたえたりしたら負けだと思ったから、俺は最初からそんなことは全然これっぽっちも気になってませーんみたいな顔をして、

『いいじゃん、俺たちも行こうよ』

　と、友達をさそった。んが、そいつらはちょっと迷ったように顔を見合わせて、

『でも桜祭りって、酔っ払いのガラの悪い花見客がいるからさぁ……』

『うん、俺も去年からまれて怖かった。妹といっしょにいただけなのに、女の子連れてるとぜったいからんでくるみたいだなあ』

　ピキーン！

　俺の頭の中で豆電球が光った。その瞬間の俺の脳の中には、ハリウッド映画ばりのスペクタクルなシーンが展開していた。

　花見客たち（なぜかモヒカンに革ジャンにトゲつき肩パッド）にからまれる西野と彼女。デレデレして油断していた西野は、いきなり奇襲を受けてあっさり酒瓶で殴られ、情けなくダウン。モヒカンたちに連れ去られかけた彼女の前に、さっそうと俺登場。このあいだ読んでたマンガ雑誌の裏に載ってた広告の、だれでも強くなる無敵のカイザーナックルを手に、そいつらをバキバキ殴りたおす。そして彼女は俺を好きになって、二人で屋台の桜さくら餅もちを買って食べるんだ……。

　まあそういうわけで、説明が長くなったけど、俺おれはさっそく家に帰ったわけだ。そして雑誌の広告を見たら、カイザーナックルは九千八百円もした。俺の十ケ月分のこづかいだ。とてもそんな大金は無いし、十ケ月待ってもいられない。チャンスは今、この桜祭りの日だけなんだ！

　と、俺は紙粘土を持ち出して、雑誌を見ながらカイザーナックルを作ってみた。粘土をこねて、へらでエッジを仕上げて、銀色の絵の具で塗ったあと、ツヤ消し塗装やダメージ塗装……自分で言うのも悲しいがムダな才能のおかげで、それはそれは素晴らしい本物そっくりの紙粘土のカイザーナックルができあがったわけだ。

　そして俺はポケットにそのカイザーナックルを忍ばせて、桜祭りに行った。彼女と西にし野のを見つけて、わからないよう後ろから気配をかくしてついて行った。もしそのへんからモヒカンが現れたら即刻殴りたおす勢いで、ポケットの中のカイザーナックルを握りしめながら、俺はハヤブサのような鋭い目で周囲を見まわしつづけていた。

　そんで三時間経たって、俺はだまって帰ってきた。酔っぱらいはたくさんいたけど、彼女と西野にからんできた奴やつは一人もいなかった。俺はただ、彼女が西野に花見だんごを「あーん」するところや、西野が彼女の肩に手を回そうとしてでもためらって、もぞもぞしてると彼女のほうから西野の手を取って自分の肩に回させて、西野がうれしくて赤くなってどぎまぎしていると彼女がくすっと笑って「もうっ、バカなんだから」とつぶやいたところとか、そんな地獄絵図をわざわざ見に行っただけだった。

　家に帰って、俺ははじめてポケットから手を出した。いつモヒカンが来てもすぐに戦えるよう、緊張して握りしめていた紙粘土のカイザーナックルは、手の汗でふやけ、握力でボロボロに砕けていた。俺は涙をぬぐいながら、俺のはかない夢と希望が詰めこまれたそれをゴミ箱へ投げすてたのだった。

　なのに！　妹のバカタレめ、なんでわざわざそんなものを拾いだしてきた！

『にいに、これ何でしゅか？　紙粘土で作った何でしゅか？』

『何かわかんなかったら、心の目で見ればいいだろ！』

『なんで涙目でしゅか？　そういえば今日、にいにはひとりでお花見行ったようでしゅが？　お花見ってふつう、一人で行くものでしゅかね？』

　ほっとけやぁぁぁぁーっ！



「うわああああ！」

　俺は頭をかかえて、部室の机におでこを何度も何度もゴンゴンとたたきつけた。

　放課後の部室には、エルザと才さい子こ部長がいた。エルザはどこかの部活からせしめてきたチーズ鱈たらをかじりながら、びっくりした目を俺にむけた。

「ウガッ、かいせー、どした？　なぜ自分で自分の頭、攻撃してる？」

　ネジ子こは棚に置いてある電子レンジでチーズ鱈たらを加熱して、パリパリサクふわになったところをパリパリサクふわとかじっている。ロボットのくせに通だな！

　才さい子こ部長は涼しい顔で、ノギスでそのパリパリチーズ鱈を横取りしながら言った。

「人間の心の中には、パンドラの箱があるのだ。それがたまに開いてしまうと、『うわあああああ』とか『うぎいいいいい』みたいな状態になるのだ。具体的に病名をつけるならば『黒歴史思い出し系穴があったら入りたい症候群』とでもいうべき、若気のいたりすぎで起こる病だな」

　ネジ子は、せっかくできあがったパリパリチーズ鱈を取られて「ネジー！　ネジー！」と、ぴょんぴょん跳ねながら怒っている。いるんだよなー、からあげを電子レンジであたためるときに「おまえもいる？」って聞いたら「いらなーい」って言うから、自分のぶんだけチンしたら、できたころにやってきて「いいにおい、もーらい」って横から奪っていく奴やつ。最初から「ほしい」って言っといたら、俺おれの分が足りなくならないだろーが！　まあうちの妹の話なんだけどな。

　今日は、螺らつ子こ先輩と小こ鈴すずはインターハイ予選の手伝いに出ていて留守だ。そして俺は今回も、「男のマネージャーなんかむさ苦しくて士気が上がらない！」と、ずいぶんな理由でひまだった。小鈴に嫌われてる今、いっしょに仕事をしなくていいほうが気楽ではあるんだけど。

「才子部長にも『うぎぎぎぎぎ』みたいになる黒歴史ってあるんですか？」

「中学生のころ、太だ宰ざい治おさむの感想文書いてな」

「あ、もういいです」

「速いな」

　だってそれを聞いたら、たぶん俺の心の中のパンドラの箱のふたもまたひとつ開くからな。そのとき、部室のドアが激しくノックされた。

「こんにちは！　ビームサーベル部ですが！」

　ああっ、安あ室むろさんが来ちゃったよ！　何の用なんだ？

「お客さん、きた！　エルザ、開ける」

　エルザがぴょこんとドアのほうへ向かった。俺は死にそうな気持ちでつぶやいた。

「できたら開けないでほしいなあ……」

「別にかまわん。奴が来ることは想定の範囲内だ」

　と、才子部長がすべてを見通すような目で言った。

　エルザがドアを開けると、ビームサーベル（自称）を持った安室さんがなだれこんできた。名前だけは主人公みたいだけど、段ボールモビルスーツを脱いだ容姿は全然そんなんじゃなくてしょせんモブ（背景のその他大勢）だからいちいち描写するほどのこともないので説明は省略しよう。

「マネージャー部！　マネージャー部の岸きしくんはムダな才能の百貨店だと聞いた、頼むからビームサーベル作りを手伝ってくれ！」

　安あ室むろさんが、才さい子こ部長につめよった。連発でムダな才能呼ばわりとか、とてもひとにものを頼む態度とは思えませんな。才子部長が言った。

「フッ、思ったよりも早く来たな」

「思ったよりも？　ぼくがくることを予見していたのか？　さてはニュータイプか！」

「いや。生徒会長室が隣だから、おまえがちょっとまえに流ながれ石いしに直訴にきたときの会話が筒抜けだっただけ」

「直訴って？」

　俺おれは才子部長に聞いた。

「岸よ、おまえも見てのとおり、ビームサーベル部とライトセーバー部は活動内容がかぶりまくっているだろう」

「それ以前に、どういう活動内容なのかがちっともわからないんですが」

「マニアの中には、架空世界のものを現実の中に作りあげようとする者がいる。たとえば、コスプレイヤーとかだな」

「コスプレイヤーって、ただの仮装マニアじゃないんですか？」

「コスプレをなめるな、岸。コスプレイヤーの中にはより『本物』に近づけるために、発泡スチロールを削りだしてでっかい剣を作ったり、銀粘土で勲章や魔法のアクセサリーを作ったりする者もいる。それが高じて、本当に動くモビルスーツを作っている者までいるんだぞ」

「そのとおり！　ぼくたちビームサーベル部の活動目標は、本物そっくりのビームサーベルを作ることだ！」

「そんでライトセーバー部の活動目標は、本物そっくりのライトセーバーを作ることらしいからな」

「思いっきり活動内容がかぶってるじゃないですか。卓球部とピンポン部とテーブルテニス部よりひどい」

　思わずツッコミを入れた俺に、才子部長が言った。

「あの三つの部は、部員が多いのをいいことにわざと一つの部を三つに分けて、部費と部室を三重取りしてるのだ。知らなかったのか？」

「えー！　悪いなー！」

「わが校では長年にわたり、有力な部活と生徒会との癒着が激しかった。生徒数と部活数が多すぎて目が行きとどかないのをいいことに、限られた部活動予算を有力な部活が独占していた時代がつづいていたのだ。流ながれ石いしはイカれた独裁者ではあるが、歴代の生徒会長が決して手をつけようとしなかったこの『禁区タブー』にはじめて踏みこんだ点では評価できると言えるだろう」

「それで、会長は部活動を仕分けしてるんですね」

「しかしまだ、予算を必要とするすべての部活に必要なだけの予算と部室が確保しきれていない。卓球部のようにダミー部活を作っていたりするグレーゾーンな部活をいちいち調査していてはキリがないから、たとえ悪意がなくても活動内容のかぶってる部活はうむを言わせず統合して、予算と部室を確保しようというのが流ながれ石いしの考えなのだ」

「ぼくたちは、統合することに異論は無いんだ。ぶっちゃけ活動内容がほぼ同じだっていうことは、認識しているから」

　と、安あ室むろさんが言った。

「だが！　では『ビームサーベル部を残すか、ライトセーバー部を残すか』というところで、軋あつ轢れきが生じたんだ。こっちは一九七九年からつづいてるけど、ライトセーバー部は一九七八年からつづいてるから、むこうのほうが歴史があると言って引かない。だけどこっちだって三十年以上もつづいてるんだから、ぼくの代でつぶしたらＯＢに顔向けできないじゃないか」

「マネージャー部はどこの部とも活動内容がかぶってないのに、つぶされかけてるような気がしますが」



    

  
    
      



    

  
    
      「生徒会長室の隣に温泉を作りたがってるからな。マネージャー部をつぶされるのはまっぴらだが、海千山千の部長どもを相手に毎日予算を組み直しているのだから、たまには癒いやされたい気分になるのだろう。まあ、ちょっとばかりズレてるところや強引なところはあるにせよ、流ながれ石いしは流石なりのやりかたでこの学校のことを考えてがんばっているということだ」

　ん？

「才さい子こ部長、もしかして会長のこと好きなんですか？」

　俺おれはすなおな疑問を口にしただけだったんだが、とたんにいつもはクールな才子部長の顔が、かああっと赤くなった。

「なっ！　だっ誰だれがあんな嫌な女、好きなんかじゃないんだからねっ！」

「なんでいきなりツンデレ語になってるんですか」

「あのー、ぼくのこと放ったらかしになってないか？」

　安あ室むろさんが、ビームサーベル（自称）のスイッチをカチカチ押しながら聞いてきた。やばい、なんかイライラしてるっぽい。

「あ、はいはい。えーっと、何の話でしたっけ。懐中電灯の接触が悪い？」

「これは懐中電灯じゃないっ、ビームサーベルだ！　要するにぼくたちとライトセーバー部は、より再現度の高いモノを作ったほうが相手を吸収する、というルールを作ったんだ！」

「でも、懐中電灯に毛が生えたぐらいですよね」

「ま、まあ基本パーツは百円ショップの懐中電灯ではあるがっ！」

「どうしてその毛が生えた懐中電灯で、宇宙人に襲いかかろうなんて思えたのか、俺にはそれがすごく謎なぞなんですが」

「いや、生徒とかにどっちの再現度が高いかってアンケートを取っても、『悪い意味でトントン』とか『どちらも観みたことがないのでよくわからない』とか『懐中電灯にしか見えないので』とか、そんな答えしか返ってこないんだ。でも宇宙人ならそういう先入観は無いだろうから、宇宙人が本物の武器だと認定したほうが勝ちっていうルールにしたんだ」

「先入観が無いにもかかわらず、宇宙人にまで武器と思われてなかったぐらい、由緒正しい懐中電灯ですね」

　と、俺はビームサーベル（自称）を思わず二度見してしまいそうになる衝動をおさえながら言った。

「つまり今のままでは勝負が決まらないから、岸きしくんの豊かにあふれ出さんばかりのめくるめくムダな才能に助けてほしいんだ！」

「ほんと、人にものを頼む態度じゃないですよね」

「だがうちの部の収入になるからな。ビームサーベルの開発を手伝ってやれ、岸」

　俺がどんなにムカムカしていても、才子部長の命令は絶対だ。俺はしぶしぶ、安室さんに連れられてビームサーベル部の部室へ行ったのだった。



　ビームサーベル部のくせに、部室はけっこう広かった。部室の壁にはガンダムのセル画がいっぱい貼はってあって、棚にはガンプラが並んでいる。

「設立当時は大人気で、部員が五十人ぐらいいたらしいんだ」

　安あ室むろさんが、壁に飾られた歴代部員の集合写真を見ながら遠い目で語った。すご！　ふつうの高校で一番大所帯の部活ってたいてい吹奏楽部ブラバンだと思うけど、それだって五十人はなかなか行かないよな。

「その由緒ある部をぼくの代でつぶすわけには行かないんだ、岸きしくんたのむ！」

「たのむって言われても……」

　俺おれは、壁にかかった歴代部員の写真がどうも気になって、目をむけた。その部員たちはみんな、手に手にデコった懐中電灯を持っている。

「もしかしてビームサーベル部が作るビームサーベルって、部の創立から三十年以上もずっとこのレベルから進化してなかったんですか？」

「いや、進化はしたとも。最初は、豆球がつかなかったんだからな！　今でもたまにつかないけどね！」

　いやいや、豆球に明かりをつけるって、小学校で豆球と乾電池でやったよな？　広い宇宙には、豆球と乾電池でワープ装置作っちゃう人もいるんだぞ？

　俺は、部室の真ん中に置かれた大きな机の上に、どっさりと積まれたデコった懐中電灯をひとつ手に持った。部員たちが、ごくりと息をのんで俺の手元に注目している。バラしてみると……うわー、ひどい。エナメル線を削らずに配線しちゃってるよ。

「エナメル線を回路につなぐとき、エナメルのはしっこを紙やすりでこすらないといけないって知ってますか？」

「えっ」

「こうやって回路を組みかえて、ですね。豆球が光るだけじゃ光の棒は出てこないから、豆球のかわりにレーザーポイントの部品を使ってですね」

　俺は、よく先生がＯＨＰの画面をさすのに使ってるレーザーポインターをバラして、ビームサーベルの先端にくっつけた。

「でも光は何かに当たって散乱しないかぎり、目に見えないわけだから、光の棒が見えるように改造します」

「ど、どうやってそんな高等技術をっ？」

「コンサートとかでよくやってるやつです、霧をたいたらレーザーの道筋が見える。ということで、ビームサーベルの根元に、アロマテラピーとかに使う小型ミスト噴出装置を仕込み……」

　俺おれはこちょこちょいじりながら、ライトセーバーのスイッチを押した。すると赤いレーザーがピカッと光ると同時に、細かい霧が流れだしていった。霧のあるところはレーザーが赤い光の棒のように見えるから、霧が拡散するにつれてビームサーベルが伸びていくように見えた。

「うん、計算どおりだ」

「すっ、すごい！　われわれの先輩諸氏が三十年以上も完成させられなかった技術を、いともたやすくあっという間に！」

　っていうか、その歴代の諸先輩がたはビームサーベルとか本気で作ってなかったのかもですよ。この壁のガンプラの山といい、本棚に並びまくってるガンダムのマンガといい、どう見てもガンダムファンどうし私室でダベるための方策として部室申請をしたようにしか見えないんだが。

「あとは音の鳴るギミックを足しておきましょう。口で『ちゅびびーん』とか言うの、いくらなんでもアレだから」

「ど、どうやって！」

「コンビニで戦隊モノのラムネつきおもちゃ買ってきて、音の出る電子ギミックを外して移植するわけですよ」

　俺が言うと、すぐに部員がすっ飛んでいっておもちゃを買ってきた。スイッチを押すと音が鳴るベルトだ。それをばらして懐中電灯にしこむと、

「チュヴィヴィィーン！」

　渋い電子音とともに、赤いビームが出た！

「それで、これを振ると中の振動センサーが反応して、相手を斬きるときの音が」

　俺が懐中電灯を振ると、

「ショヴィーン！　ショヴィーン！　ショヴィーン！」

　敵を斬りつけるときの、甲高い電子音が鳴る。さらにちょうど良い角度で斬ると、

「ズボボボーム！」

　爆音まで鳴っちゃう。大成功だ！

「すっ、すばらしい！　さすがムダな才能の百貨店とほめたたえられるだけのことはある！」

「それ、ほめたたえてますか？」

「いや、敵を斬りつけるときとか爆音とかの芸の細かさは、じゅうぶんムダな才能の百貨店だと思うが。っていうかきみ、そんなにガンダムにくわしいのならビームサーベル部に入らないかっ？」

「思いっきりお断りします」

　熱く手をにぎってきた安あ室むろさんを、俺は完全拒否して突きはなした。

「まあいい、とにかくきみのおかげってことだよ！　ありがとう、やっぱりマネージャー部に頼んでよかった。ほんとに『困ったときのマネージャー部だのみ』だね！」

　安あ室むろさんが感涙にうちふるえながら、また俺おれの手をにぎってきた。うーん、こんなに感動されるとくすぐったい。でもちょっと誇らしい。

　俺はもともと、他人とはあまりかかわりを持ちたくない性格だった。そういう性格形成にいたった経緯については割愛させてもら……。

『にいに、ひょっとして振られたでしゅか？　振られたんでしゅね？　だっさ！』

　ガー！　割愛するって言ってるだろーがっ、フラッシュバックでしゃしゃりこむな、妹っ！

　四年生のバレンタインデーを目前にして、俺の好きだった女の子が俺の友達の西にし野のとつきあいだしたころ、まだちっこかった妹はうれしそうにそう言いながら、俺にまとわりついていたのだった。おかげで俺のトラウマは当社比三百パーセントほど増加して、もう一生！　だれとも！　かかわりを持たない、なれあわない、一生俺は孤高に暮らす！　……と、強力に心に誓ったのだった。

　はー。割愛しようと思ったのに、また思いだしてしまった。もう五年もまえのことなのに、まだ胸がちくちく痛むのも、ぜんぶ傷に塩をぬりこんだ妹のせいだ。

　とにかく嫌なことをこれ以上むりやり思いだして語るほど俺はマゾじゃないから、もうこの話はここでやめるけど、要するに俺は最近マネージャー部のおかげで（そしてマネージャー部にさそってくれた小こ鈴すずのおかげで）、困ってる人の手伝いをして感謝されることとか、自分の才能を他人のために使ってよろこんでもらえることとか、そういう他人とかかわりを持つっていうことは嫌なことばっかりじゃないなーっていうか、ちょっと気持ちいいよなーって思いはじめていた。

「いえいえ、よろこんでもらえてよかったです。じゃ、マネージャー派遣一日分の料金は才さい子こ部長のほうに……」

「ちょっと待て、まだだ！　まだ終わらんよ！」

　部室を出ようとした俺の襟首を、安室さんがぐいっと引っぱった。

「まだ何か用ですか？　それと、それってアムロじゃなくてシャアのセリフですよね」

「さっそくもう一度ライトセーバー部に勝負をいどみに行くぞ、そしてぼくたちが一番うまくビームサーベルを作れるんだってことを認めさせるんだ！　ビームサーベルの開発者であるきみにも、ぜひこの歴史的瞬間に立ち会ってもらいたい！」

「やだなー」

　安室さんは、俺が死んだ魚のような目になっているのもガン無視した。ガンダムだけに、ガン（ダ）無視。って、やかましいわ！

　うっかり現実逃避でセルフツッコミをしてしまうほど、俺は気乗りしなかった。そりゃ俺おれが作ったビームサーベルを喜んでくれるのはうれしいけど、安室さんがうれしそうに段ボールモビルスーツを着こんでる姿を見てると、心の中のパンドラの箱のふたが、まるでモグラたたきみたいに次々に開くんですよ。だから俺の頭の中から消えてくれっ、紙粘土のカイザーナックル（ツヤ消し銀塗装バージョン）～っ！

「よしできた！　安あ室むろ、行っきまーす！」

　段ボールモビルスーツに身を包んだ安室さんが、威風堂々、ビームサーベル部の部室を出ようとした。

　そのとき。

「ヴミィィーン！」

　部室のドアを開けようとした瞬間、鈍い電子音とともにドアが斬きり裂さかれた。

「なっ……？」

　思わず後ずさった安室さんの段ボールモビルスーツの前部も、幹から竹たけ割わりに斬られていた。ピシピシピシッ……と、まるでセミの脱皮みたいに段ボールが割れ、床に崩れ落ちた。

　斬り裂かれて割れ落ちたドアのむこうに、ライトセーバー部の部長らしき黒ローブの人がいた。手にしているのは……懐中電灯、じゃないっ？

　鈍い銀色に輝く、ずっしりした重量感のある金属の筒。その先から、緑色をおびた白い光の剣が伸びている。映画の再放送で見たまんまのこれはっ……本物のライトセーバーかっ？

「洋よう田だっ！　なっ、何の用だ！」

　安室さんが叫んだ。「洋田」だけに「用だ」か。いや、今はそんなこと言ってる場合じゃない。斬り裂かれたドアの断面からは白い煙とコゲくさいにおいが上がっている。これは明らかに、俺が作ったビームサーベルとはケタ違いの代物だ。

「このライトセーバーの再現度はどうだっ、ビームサーベル部よ！　光も音も本物そっくりだし、本物みたいに何でも斬れるんだぞ！」

　黒いローブに身をつつんだ洋田さんが言った。いやもうそれ、本物そっくりってモノじゃないでしょ。本物でしょ。

　安室さんは、俺が作ったビームサーベルのスイッチを悔しそうに「チュヴィーン」「チュヴィーン」と押しながら、歯ぎしりしていた。

「ううっ……！　ビームサーベルのほうが再現度が高いと思ったのにっ、せっかくマネージャー部を頼んだのに！」

「フッ、こっちはロボット工学部に頼んだからな！」

　そう言う洋田さんのうしろには、ロボット工学部のあのメガネ男子が得意げに立っていた。才さい子こ部長に「究極のマネージャーを自作したい」とたのまれて、螺らつ子こ先輩とネジ子こを作った張本人である。ついでに宇宙人たちのＵＦＯを破壊したのもこいつと、こいつが作ったロボットだ。

「というわけでビームサーベル部、ここで勝負を決めようじゃないか！」

　洋よう田ださんはライトセーバーをかまえ、「ヴミンッ！」と一振りした。ライトセーバーがドアの無くなったドア枠に当たり、ボゴオッと破壊する。そのまま洋田さんは部室の中に斬きりこんできて、次の一振りで部室の机をまっぷたつにした。

「ちょっ、ちょっと待て！　勝負の決めかたがちがわないかっ？」

　安あ室むろさんが真っ青になりながら、逃げまわる。洋田さんは広い部室じゅう、いろんなものを破壊しながら追いまわして叫んだ。

「何がちがう！　ライトセーバー部とビームサーベル部、どちらを残すかという話だっただろう！　すなわち！　相手を全滅させたほうが勝ち！」

「そんなルールだったっけ？」

「だから殺す！　ビームサーベル部の全すべてを破壊するっ！　最後に生き残るのは、わがライトセーバー部なのだ！　フォースとともにあれ！」

　スチールのロッカー、コンクリートの柱、何もかもがこっぱみじんになっていく。おいおい、なんかおかしいぞ？

「ちょっと！　高校生の部活のオモチャにしちゃあのライトセーバー、破壊力ありすぎでしょ！　あくまでも、よくできた模型を作るって話じゃなかったんですかっ？」

　俺おれはロボット工学部のメガネ男子（期待しないでね）につめよった。メガネ男子は、しれっと笑う。

「あー、そういえばそんな依頼だったような気もしますね～。でもちょうど、小型高出力レーザーの設計図が手に入ったとこだったんで、作ってみたかったんですよ」

「設計図が手に入ったからって、ふつうこんな危険物をすぐ作っちゃいますかっ？」

「だってほら、ＣＭでチキンラーメンの上に卵を乗っけて上から熱湯をそそいで白く固まった半熟卵になるのを見たら、すぐやってみたくなってコンビニにチキラー買いに行ったりしたくなっちゃうでしょ？」

「すごくまちがった方向でミーハーなんですね。っていうか、どこからそんな危険物の設計図を手に入れたんですか！」

「それを教えると明日あたり、深夜だというのにきみの家にピンポーンって宅急便の人が来ることになりますよ」

「宅急便の人が深夜に、うちに何を持ってくるってんですか」

「まあ持ってくるんじゃなくて、連れ去られちゃうほうですけどね」

　こわ！

「あのねー、ロボット工学部の人！」

「三年Ｒ組の路ろ傍ぼ田たです」

「まあ、そのあたりの名前だと予想してましたけども！　路ろ傍ぼ田たさん、いいかげんそういうヤバい国家機密に手を出すのは……」

　俺おれが路傍田さんにつめよってる鼻先に、ライトセーバーがかすった。ぎえっ。

「洋よう田ださん、部屋の中でそんなの振りまわしたら危なっ……」

「ふはははははぁ！　全員殺す！　残るのはわがライトセーバー部だけだっ！」

　洋田さんの目は血走りながら、完全にどっか違う世界を見ている。やばい、これは何かやばい。素早く後ずさった次の瞬間、俺がいた場所にライトセーバーが振りおろされた。もう一瞬遅かったら、割りばしみたいに縦半分にされてただろう。

「ちょっ……ど、どうしちゃったんですかっ！」

「ふぁははははははぁ～っ！　皆殺しだ～っ！」

　洋田さんは破壊をつづける。俺はビームサーベル部といっしょに、逃げまどうはめになってしまった。路傍田さんも、飄ひよう々ひようとした顔でいっしょに逃げてる。

「ちょっと路傍田さん！　洋田さんはどうして暴れてるんですか!?」

「うん。本物そっくりのライトセーバーを作りたいっていう要望だったから、ぼくもロボット工学部の部長として思いっきりこだわったわけですよ」

　逃げる俺たちのすぐ後ろで、スチール机がピザみたいにきれいに八等分にされてしまう。

「嫌な予感がするけど続けてください」

「それで、最初はレーザービームを使うつもりだったんですが、レーザーは光だから何十メートルも伸びちゃうんですよね。ライトセーバーみたいに、ほどよい長さで光が止まってくれない。これはたぶん、材料が悪いのだと。光っていて、しかもほどよい長さのものを探して見つけたわけです」

　と、路傍田さんは背中にいつもせおっている黒いリュックからビンを取りだした。ビンの中には、丸い光の玉が入っている。

「これ何ですか？」

「人ひと魂だまです」

「人魂て！」

　明らかに、ロボット工学と世界観ちがうだろ！　国家機密に手を出すのもやめてほしいけど、死者への冒ぼう涜とくはもっとやめてほしいんですが。

「墓場に浮かんでるのを、拾ってきたんです。光るし、こねると粘土みたいに形を変えることができるんですよ。まさにライトセーバーの刀身にぴったりの素材なんですけど、使った人が取りつかれちゃうのが要改善ですかねー」

「なんでそんな妖よう刀とうを作っちゃうんですかっ、この人は～っ！」

　ライトセーバーが俺の足もとをかすって、俺はあわてて跳びあがる。俺の足は斬きられずにすんだけど、机の脚が斬られてガタガタッと崩れた。

「ヒャッハー！　死ね死ねェーっ！」

　洋よう田ださんは、完全に暗黒面ダークサイドに堕おちている。このままじゃ、ほんとに殺されちゃうぞ。俺おれはハアハア言って逃げながら、路ろ傍ぼ田たさんにたずねた。

「どうにかして止められないんですかっ？」

「そうですねえ。とりあえず、エクソシスト部に行って……」

「どう考えても間にあいませんから！」

　部室の中のものがあらかた斬きり崩くずされて、逃げかくれするところが無くなってきた。

　部室の外へ逃げたいけど、洋田さんに追いかけてこられたらほかの生徒も犠牲になるかもしれない。生徒を助けるのがマネージャー部の使命なんだから、ほかの生徒を守るためにここで洋田さんを止めるのも俺の役目じゃないか……と思った。

　今まで、そんなことを考えたことなんてなかった。みんな他人だし死ぬなら勝手に死んでも、俺には関係ないと思ってた。だけど今はマネージャー部の活動を通じて、俺にとって関係なくない人が増えすぎた。

「仕方ないっ、やっぱり俺がここで止めるしかっ……！」

　覚悟を決めて、俺はくるっとＵターンすると、落ちてたスチール机の破片を洋田さんに向けてぶん投げた。

「ふあっははははぁーっ！　こんなもので俺様が倒せるかぁーっ！」

　洋田さんは、ライトセーバーであっさり破片を粉砕してしまった。自分のことを俺様呼ばわりする老師ヨーダなんて、認められない。

「このこのこの！」

　それでも俺は、どれか一個でも当たればと思って徹底的に破片を投げた。洋田さんは、片っ端からそれを打ちくだいた。なんか野球でファウルばっかり打って時間稼ぎしてるバッターを相手にしてるピッチャーの気持ちが、よくわかったような気がした。ぶっちゃけあれって、ピッチャーすごいウザいと思ってるだろうなー。

　で、俺が洋田さんを倒そうとしてるあいだに、ビームサーベル部と路傍田さんはチャンスと思ったのか、一気に逃げだした。逃げるのかよ！

「ぶゎっはははー！　逃がさんぞっ、そこをどけーいっ！」

　洋田さんは俺のほうへ斬りかかってくる。しまった、もう手元に破片が無い！　助けてー！　俺は思わず頭をかかえて、身をちぢこめた。



　カキーン！



　甲高い金属音が聞こえた。

　カキーン……？　俺はおそるおそる、頭をかかえていた腕を外した。斬られてない、俺どこも斬きれてない。

「何だぁっ、きさまはぁーっ！」

　あ、切れてる。洋よう田ださんはキレてる。でも、なんで？

　顔を上げると、俺おれのそばにだれかが立っていた。女子だ。窓からの光が逆光になっててよく見えないけど、小柄な体と、それと不釣合いなほど長い長尺ノギス……。

　いや、逆光になってようが、この世の中に一メートル用の長尺ノギスをいつも持ち歩いてるような女子の心当たりは、一人しかないわけだが。

「才さい子こ部長っ！」

　俺は思わず叫んだ、助けにきてくれたんだ！

　才子部長は、洋田さんのライトセーバーをノギスで止めていた。

「うぐぐっ……！　き、斬れんっ……！」

　洋田さんはライトセーバーで必死にノギスを押し切ろうとしているけど、才子部長のノギスはびくともしない。片手で軽々と、ライトセーバーを止めている。

「帰りが遅かったのでな。ムダに器用なはずの岸きしが、たかが懐中電灯の改造ごときにてまどっているとは考えられなくて、やってきたのだ。そうしたら、ビームサーベル部のほうから部員どもがぞろぞろ逃げだしてきた、というわけだ」

「心配して、わざわざようすを見にきてくれたんですね！」

　クールで人づかいが荒い、鬼のような部長だとばかり思ってたけど、やっぱり部長だけあって部員のことを心配してくれてたんだな……と、俺はじーんとしてしまった。が、才子部長はしらっとした目を俺にむけて、

「何のことやら？」

「え？」

「単にわたしは、紅茶サイダーを作るための午後ティーが切れたから、コンビニに買いに行く人間が必要だったのだ。だが、螺ね子じ山やまも銀ぎん野のもマネージャーの仕事で出払ってるし、しかたないからエルザに買い物に行かせたのだが、奴やつは午後ティーを買ってこいって言ってるのに、チーかまを山のように買ってきたのだ」

「自分で買いに行けばいいじゃないですか」

「命にかかわるほど、外出できない理由があるのだ」

「命にかかわるほど、外出できない理由って……？」

　俺の頭に、ピーンと何かがひらめいた。ついに国家機密を盗んで螺らつ子こ先輩を作らせたことがバレて、国家権力に狙ねらわれはじめたのかっ！　いつもふざけてばっかりのマネージャー部だったけど、いよいよシリアスパートに入ってくるのか？

「い……命にかかわるほど外出できない理由って、何なんですか？」

　俺は緊張して、ゴクリとつばをのんだ。

「死ぬほどめんどくさい」

　返せ！　緊張した俺おれの心の底によぎった、サスペンシブルな期待感を返せ！

　結局こうやって、今日もきのうと同じつまんない平凡な毎日が繰り返されるんだ。ある日突然異世界から大魔王がやってきて俺が伝説の勇者の子孫だってことが判明するとか、そんな夢物語はぜったいにこの現実世界にはおとずれないんだ！

「とりあえず岸きし、三百円やるからとっとと午後ティーを買ってこい。レモンのほうだぞ、まちがってもミルクティーのほうを買ってくるなよ。ミルクティーを炭酸とまぜたときにどんな化学反応が起きるか、想像するだけで怖いからな」

「貴様っ！　俺様と戦ってる最中に午後ティーの心配かっ、まず自分の命の心配をしたらどうなんぎゃわあああ！」

　ガン無視されていた洋よう田ださんが、激怒してどなった瞬間にノギスをひねられて投げ飛ばされ、パリーンと窓ガラスを割って下に落っこちた。ごめんなさい、才さい子こ部長の態度が悪いのは今にはじまったことじゃないんです。

「っていうか！　ここ三階ですよ、才子部長！」

　俺はあわてて割れた窓ガラスに駆け寄った。洋田さんは窓の下にある植えこみに、仰あお向むけに倒れていた。

「あ……あれ？」

　植えこみの上で、洋田さんはきょとんとしながら身を起こした。よかった、植えこみのおかげで無事だったみたいだ。で、ライトセーバーのほうは少し離れた石畳の上に落っこちて、木こっ端ぱ微み塵じんに砕けていた。

　才子部長は、ノギスで軽く肩をたたきながら平然と言った。

「そうとも、三階だ。ライトセーバーをぶっ壊すには、それぐらいの高さが要るだろう」

　ヘタしたら人間もぶっ壊れてましたけどね。

「っていうか……どうしてノギスでライトセーバーを止められたんですか」

「ノギスの先っちょのところで刀身をはさんでやれば、てこの原理によってわずかな力で相手の刀を止められるのだ」

「説明になってませんが！　ライトセーバーの刀身は人ひと魂だまなんですよっ、なんでそれをノギスで止められるんですか！」

「だから説明してるだろうがっ！　アルキメデスは『われにてこを与えれば、地球をも動かしてみせよう』と言ったのだ。すなわち地球をも動かすてこは地球最強、つまりてこにも使えるノギスは地球最強の武器！」

「ノギスは武器じゃありませんよね？」

「地球最強の武器が、人魂で作った刀ごときに敗北するわけがない。長さをはかるノギスが地球最強ということは、一次元萌もえこそが地球最強ということを証明できたということだ」

「いやだから、そもそもノギスは武器じゃありませんよね？」

「一年坊主が生意気に部長に反論くれてるヒマがあったら、とっとと午後ティーレモンを買ってこい！」

　才さい子こ部長が、ノギスで俺おれをビシッと指さした。俺のツッコミに才子部長がまったく耳を貸す気もないのは、いつものことだ。

　ふと、俺は妙な視線を感じた。ドアが壊れた部室の入り口から、ビームサーベル部がこちらをのぞいている。その目がキラキラ輝いている。

　俺は、嫌～な予感がした。



　そして、俺の嫌な予感は的中した。

　翌日、安あ室むろさんと洋よう田ださんがなかよく隣の生徒会長室に、合併届を提出しにきた。俺は、マネージャー部の部室のドアを開けてそのようすを部室からそれとなくうかがっていた。

　会長は生徒会長室のドアを開けて、廊下に立っていた二人から合併届を受け取っていた。

「部活仕分けされるまえに合併届を出すなんて、生徒会の仕事を減らしてくれて助かるわ。で？　ビームサーベル部かライトセーバー部か、どっちに統一したの？」

　会長は、封筒の中に入っている合併届をガサゴソと取りだす。その日もマネージャー部の部室では、俺と才子部長が留守番をしていた。俺は午後ティーレモンを、才子部長は午後ティーレモンに炭酸を混ぜたのを飲んでいた。

「「はいっ、ノギス部で統一しました！　だって地球最強だから！」」

　安室さんと洋田さんが声をそろえて、底抜けに明るく答えた。優雅な放課後のティータイムを過ごしていた才子部長はその瞬間、ブーッと午後ティーレモンサイダーを吹きだしたのだった。



    

  
    
      
依頼その６

　憂鬱なレモネード



　インターハイ予選もちゃくちゃくと敗退して（泣）、いっとき大忙しだったマネージャー部もだいぶヒマになってきた。

　もちろん、インターハイ予選に敗退したのはマネージャー部のせいじゃない。スポーツ関係が弱いのは、公立の進学校には珍しくない。まだマネージャー部のおかげで、恥ずかしいぐらいのボロ負けにならずにすんで、感謝されてるぐらいだ。

「あれっ……この香り」

　その日、部室に入った俺おれは久しぶりのさわやかな香りに、鼻をひくひくさせた。

　だれもいない部室の机の上に、金色のレモンと金色のはちみつが入ったガラスの水さしが置かれている。小こ鈴すずが作ったはちみつレモン（原液）だ。小鈴がインターハイ予選のあいだ、ペタンク部をふくめ各運動部でこれを作ってたことは知ってるけど、俺が見るのはずいぶん久しぶりだった。小鈴に避けられはじめてからだいぶ経たっているから、よけいに久しぶりな気がした。

　あいかわらず、酸っぱくてさわやかな香りがただよっている。香りをかいだだけでつばがたまり、のどがゴクンと鳴ってしまう。

「なんではちみつレモンがこんなところに？　そうか、インターハイでがんばった自分たちへのごほうびか、そうかそうか」

　じつは俺だって小鈴のはちみつレモンがマネージャーに行ってる先の部員用で、マネージャーが飲んだらだめだってことはわかってたけども、とにかく久しぶりのはちみつレモンを前にしたら、そんな理性は屁へ理り屈くつでぶっ飛ばすしかないわけで。

「では、いただきまーす！」

　どうせ水で薄めるし、ちょっとだけならわかるまいと思って、だれもいないこのスキに、俺ははちみつレモンをコップにそそごうとした。

「ウガーっ！　かいせー、それ飲む、だめ！」

「ぎゃー！」

　ドアから飛びこんできたエルザにいきなりタックルをくらって、俺はぶっ倒れた。あおむけに倒れた俺の上に、エルザがうつぶせに乗っかってる（蛇足だが、エルザの頭の上にはネジ子こが乗っている）。セーラー服の胸もとからのぞく小麦色の豊かな胸が、俺の鼻と口に密着してつぶれてる。やわらかいアンパンみたい……とかのん気な感想を抱いてる場合じゃない、そのやわらかい胸が俺の鼻と口をぴたっとフタしてるから、呼吸ができないー！

「ううううう～！」

「かいせー、飲むだめ！　エルザ、こすずに留守番たのまれた！」

「うぐぐぐぐー！」

　俺おれは苦しくて、手足をバタバタさせた。そこに、小こ鈴すずが入ってきた。

「ただいま、エルザ。留守番ありがと、氷といっしょにおだちんのからあげくん買ってきたんだけど……」

　白いレジ袋を持って入ってきた小鈴が、俺とエルザを見た瞬間、ぴきーんと固まった。

　エルザは俺の顔に胸を押しつけたまま、顔をぱっと上げて小鈴に笑いかけた。

「ウガー、こすず、かえってきた！　エルザ、ちゃんと見張ってた！」

「な……何してるの、二人とも？」

　やばい、小鈴がドン引きしてる。そうでなくても最近なんかよそよそしいのに、俺と小鈴のあいだにものすごい広い溝がボコーンとあいたことに気づいた。

「エルザ、留守番してた。かいせー、うばおーとした。そんだけ」

「う……奪おうとしたって。何を」

　小鈴の顔が真っ青になってる。待てっ、何ベタなかんちがいしてるんだ！

「うぐー！　うぐぐぐー！」



    

  
    
      



    

  
    
      　反論したい、だけどエルザの胸につぶされてて声が出せない！

「こすず、はちみつレモン、テニス部、持ってくね」

「あっ……そ、そうだ。それで氷を買ってきたんだった……」

　小こ鈴すずはあわてて、大きな水さしにはちみつレモン（原液）と水と、コンビニで買ってきた氷を入れた。そうか、インターハイ予選がどんどん終わってちょっとひまになったと思ってたけど、また久しぶりに運動部の仕事が入ってたんだな。

　いや、そんなことはどうでもいい！　小鈴がこっちにちらっと「サイテー」みたいな視線を向けてから、外に出ていこうとしてる。ちがうんだー！　ネジ子こっ、おまえからも何か言ってくれ！　との思いをこめて、俺おれはエルザの頭の上のネジ子を見る。

「ネジ～」

　えー！　ネジ子、遠隔マイクになったり翻訳機になるくせに、自分のことばは「ネジ」しかしゃべれないのかー！

「じゃっ……」

　はちみつレモンの入った水さしを手に、逃げるように小鈴が部室を出ようとする。そのとき、エルザが俺の上からやっとどいた。

「こすず、待つ！　エルザ、いっしょに行きたい。テニス部、ブロンコビリーのビフテキおごる、言ってた」

　エルザが小鈴に駆けよる。ぷはー！　俺はやっと大きく息をついて、身を起こした。小鈴が俺を避けてるのも逃げてるのも嫌ってるのもわかってるけど、でも誤解を誤解のままほっとけない。ほんとのことは言っておきたい。

「そうだ、待てよ小鈴！　違うんだ、これはっ……」

　俺が言いわけしようとしたとき、

「あれ、みなさんどこか行くウガか？　ちょっと話があるんだけどいいウガ？」

　三つ編みメガネの委員長が、部室を出ようとしていた小鈴とエルザを部室に戻しながら入ってきた。ちなみに、委員長は特殊語尾部に入っている。うーん、ややこしいときにまたややこしい奴やつがきたなあ。

「なんで語尾がウガなんだよ、委員長。エルザと混じってややこしいだろ」

「エルザさんは別に、語尾はウガじゃないウガでしょ？」

「なんか今、語尾が不自然だったぞ」

「とりあえずエルザさんをリスペクトして、今日は語尾にウガを使ってみたウガ。エルザさんの特殊語尾潜在能力はなかなかのものウガ、ぜひわが特殊語尾部にスカウトしたいと思ってやってきたウガ」

「特殊語尾潜在能力って何だよ」

「ちょ……ちょっと、特殊語尾部にスカウトとか困る！」

　小こ鈴すずはあわてて手に持っていた水さしを机の上に置き、エルザの手をいつのまにか握っていた委員長をエルザから引きはなした。委員長は、ふしぎそうに首をかしげた。

「だって、もうそろそろエルザさんが来て一ヶ月たつウガでしょ？　岸きしくんが部活を決めるまでの猶予期間が一ヶ月だったことを考えると、それ以上はさすがに生徒会も保留させてくれないはずウガ。ということは、そろそろ部活が決まらないほうが困るはずウガでしょ」

「エルザはマネージャー部に入ってもらいたいんだよ、でないと人数不足で廃部になっちゃうし。特殊語尾部は部員が百人ぐらいいるじゃん」

　ほんと、わけのわからない部のくせに大所帯だよなあ。

「百人の雑兵より一人の精鋭ウガ、エルザさんの特殊語尾潜在能力に比べれば特殊語尾部の部長ですらザコも同然ウガ」

「だから、その特殊語尾潜在能力って何だよ」

「わたしたち一般人が『なんとかワン』とか『なんとかニャー』とか『なんとかだっピー』とか言っても、微妙に痛いだけウガ」

「謙けん遜そんしなくていい、ちっとも微妙なんてことないから」

「だがしかし！」

「駄菓子菓子？」

「エルザさんは、天然のケモノ娘ウガ。ということは、ケモノ娘系の特殊語尾を多彩にあやつれる百年に一人の逸材ウガ」

「ケモノ娘系の特殊語尾って何だよ」

「がおーとかわおーんとか」

「うるさそうな特殊語尾だなあ」

「そういうわけで、エルザさんを特殊語尾部にほしいウガ！」

　委員長はエルザの手をぎゅっとにぎった。でもエルザは、ためらっていた。

「エルザ、テニス部さそわれてる。特殊語尾部、困る」

「テニス部？　わかりました、わたしが話をつけますウガ！」

　委員長はやる気まんまんで、ドンと胸をたたいた。俺おれの胸の中には、一抹の不安がよぎっていた。そして小鈴も不安そうな目で委員長を見てた……たぶん、エルザを引き抜かれたら困るなーと思ってるんだろうな、と俺は想像していた。



　俺たちはテニスコートへ行った。小鈴がはちみつレモンを差し入れたので、部員たちはよろこんでそれを飲みはじめた。

　そのあいだ、エルザ（と頭の上のネジ子こ）はテニスコートでテニス部の部長と一対一で試合をしていた。なんでも、入部資格試験らしい。

　委員長はテニス部の部長と交渉するために、ここについてきた。俺おれは委員長が心配でついてきたんだけど、小こ鈴すずは俺のことを避けてるから、なんかしゃべりにくくてよそよそしかった。あいだに委員長が入ってくれていたから、それでも少しは空気が軽かったけども。

「ほほう、エルザさんの運動神経はすごいウガね。これは、運動部が引き抜きたがって競争率があがるわけウガ……なかなか接戦になりそうウガ」

　委員長があごをひねって、納得したように何度も何度もうなずいた。

「ウガー！　イナズマボレー、くらえー！」

　テニスコートで、エルザはラケットを手に猛スピードで走りまわる。チーターなみの瞬発力で、どんないやらしいボールも確実に打ちかえす。真っ白いテニスウェアに身をつつみ、ボールを打つたびに短いスコートがぴらっとひらめいて、フリフリのアンダースコートとヒョウのしっぽがチラリズムという状況に、

「うおー！　生きてて良かったー！」

　と、テニスコートを囲む緑色の針金ネットには男子生徒たちが鈴なりになっている。エルザの頭の上のネジ子こは、ものすごい運動量に振り落とされそうになりながら、

「ネジー！　ネジー！」

　と、目をナルト状態にしながら悲鳴を上げていた。

　エルザの相手をしていたのは女子テニス部の部長で、こっちもモデルのようなナイスバディにロング巻き髪の美少女だった。彼女はエルザのイナズマボレーを打ちかえそうとしたけど、その瞬間「ブチッ！」とはじけるような音がして、ラケットのど真ん中に穴があいた。

「ウガーっ、エルザ、勝ったー！」

　エルザはぴょんぴょん跳ねた。そのたびにスコートがぴらぴらして、男子どもが、

「ううっ、あざとい！　無邪気を演じているところがいっそうあざとい！」

　と、鼻血を押さえていた。エルザはテニス部の部長に、うれしげに駆けよった。

「部長さん、エルザ勝った。パーティバーレルおくれ！」

　パーティバーレルって、ケンタのあれかよ！　エルザのやつ、あんなバケツいっぱいのフライドチキンを一人で食うつもりなのか？

「ふふふ……テニスのお姫様と異名を取るこの蝶ちよう崎ざき麗れい華かを完封するとは、うわさ以上の運動能力だわ。インターハイ予選を第一試合であっさり敗退してしまったわがテニス部だけど、今度は全国大会出場も夢じゃない！」

　蝶崎さんはエルザの両手をぎゅっと握って、長いまつげをバサバサさせながら熱っぽく勧誘した。

「エルザさん！　テニス部に専属で入ってくれるなら、毎日一個パーティバーレルをさしあげてもかまわなくってよ」

　いや、食いすぎ！　いくらエルザでも、そんなに食ったらデブってまともに動けなくなりますから！

「ウガ、ほんとっ？　入る入る、エルザテニス部、入る！」

　エルザは目を輝かせた。蝶ちよう崎ざき部長はニヤッと笑って、入部届を持ってくる。

「じゃあエルザさん、ここにサインしていただけるかしら？」

「ウガ、わかった！」

　そのようすを見ていた委員長は、あせって俺おれの腕を引っぱった。

「岸きしくん！　止めてください、テニス部専属になられたら特殊語尾部がー！」

「あせらなくてもいいって、委員長。ぜったい成立しないから」

　俺がそう言い終わるかどうか、というときにはすでに、何人かの運動部の部長がテニスコートの中に駆けこんでいた。一人は入部届を破り捨て、残りがエルザをかかえてダッシュする。蝶崎部長が叫んだ。

「あっ！　ちょっと、エルザさんをどこへ連れていきますのっ、この人さらい！」

「テニス部なんかにエルザは渡さないわ！　バドミントン部はインターハイを予選一回戦であっさり負けて、なりふりかまってられないのよ！」

「とりあえず兼部でいいから、女子バレー部に入ってちょうだい！」

「女子バスケット部に入ってくれたら、毎日松まつ屋やの牛ぎゆう丼どんおごるわ！　女バスでダンクシュートができる選手なんて、インターハイどころか世界レベルよ！」

　あっ。

　一瞬、俺は小こ鈴すずの顔を見てしまった。小鈴も、俺の顔を見た。

「えっ……な、何？　海かい星せい、なんであたしのほう見てるの？　ひ、人の顔じろじろ見ないでよね！」

　小鈴の顔が、無理に平気な表情をうかべようとして、微妙にひきつっている。そういえば俺は小鈴に避けられてる最中だった、と思いだして、俺はあわてて顔をうつむけた。

　小鈴はバスケ選手を目指していたけど身長が伸びなくて、遠くからシュートを決めるスリーポイントシュートの練習を必死にしてたけど、結局長身の選手に勝てないことを悟ってバスケをやめた。螺らつ子こ先輩のおかげで、マネージャーとして縁の下の力持ちになる第二の人生を歩んでいるわけだけど、だけどやっぱりそんなかんたんにあきらめられないような気はしてたんだ。

「あ、うん、いや。いいんだ、小鈴が気にしてないなら」

　俺は小鈴と目を合わせないようにしながらも、フォローの気持ちでそう言った。

「な、何を気にするわけ？　あたしは別に、何とも……」

　小鈴も、俺と目を合わせなかった。

　ところで、またムダな知識と言われるのを承知で言うが、引っぱりダコということばはタコを干物にするときに頭や足を引っぱって平たくするところから来てる。エルザはまさに引っぱりダコ状態で、部長たちに手足や耳やしっぽを引っぱられていた。

「ウガー！　エルザ痛いっ、やめてー！」

　たまらずエルザは逃げだして、俺おれの姿を見つけるとまっすぐに向かってきた。

「わーんっ、かいせー！　みんな、エルザいじめる。エルザ、運動部きらいー！」

　エルザはぴょいっとテニスコートを囲んでいる金網を乗りこえて、泣きながら俺の腕の中に飛びこんできた。

「こらー、逃げるなー！」

　部長たちは、金網につけられた扉から出てこようとする。俺はエルザを置いてそっちへ走り、近くにあったトンボをひっつかんでかんぬきがわりに扉を固定した。

「小こ鈴すずっ、エルザを部室に連れてけ！」

　俺は叫んだ。が、小鈴はぼんやりしてる。そのすきに、委員長がエルザにすりよっていた。

「エルザさん、運動部が嫌なら文化部がおすすめウガ。特殊語尾部に入らないウガ？」

「そういえば、あなたエルザとことば似てる。それに、この耳……」

　エルザは委員長の頭の両側にかたまってる毛の束を、なつかしそうにさわさわと触った。そういえば委員長のあの謎なぞの毛束は、犬のタレ耳みたいに見えなくもない。

「今気づいた、もしやあなた、生き別れなったエルザのママ？」

　いやいや、母親を探してるエルザの気持ちはわかるけど委員長は同級生だし！

「そうウガ、わたしはエルザのママウガよ。だから母娘おやこ仲良く特殊語尾部に入りましょうウガ」

　と、委員長がエルザの両手をぎゅっとにぎった。

「こらーっ、エルザを入部させようとしていいかげんなこと言ってんなーっ！」

　俺は、ゾンビみたいに針金ネットにしがみついてガシャンガシャン揺らしながら暴れている部長たちを食い止めながら、どなった。

「とりあえず委員長、エルザがケガするから早く部室に連れてってくれ！　小鈴も逃げろ！」

　はっ、と小鈴はやっと正気に戻った。

「わ……わかった」

　まだ何かぎこちない動きで、小鈴はエルザと委員長を引きはなすと、手を引いて部室のほうへ走っていった。

　小鈴のやつ、何をボンヤリしてたんだろう……単に俺を嫌ってるから無視してる、って感じじゃなかった。バスケ部の話が出たときの小鈴の反応からしても、俺はどうも胸騒ぎがしてたまらなかった。



　とりあえず、俺おれも小こ鈴すずたちのあとを追って部室にもどった。

　テニスコートに閉じこめられた部長たちが、俺のあとを怒りくるいながら追いかけてきたけど、俺が部室に入るともうそれ以上追いかけてこられなかった。なぜならマネージャー部の部室の手前には生徒会長室があるから、会長に怒られるのが怖くて無茶なことができないわけだ。

　会長も困った人ではあるけど、ある意味マネージャー部の番犬役にもなってるわけで、そう考えると才さい子こ部長が犬猿の仲のはずの会長にちょっと好意的な意見をうっかりもらしてしまう気持ちも、少しだけわかるような気がした。

「ウガーっ、エルザ、運動部怖いー！　もー入らなーい！」

　エルザはすっかり怯おびえて、わんわん泣いていた。螺らつ子こ先輩はエルザにしがみつかれて、困ったようにほほえみながら頭をナデナデしてやっていた。

「インターハイ予選が終わってきて、みんな必死なんですよ」

「運動部、怖い人ばっかり、エルザびっくり、気持ちがっくり～」

「今ちょっとラップ入ってたな」

「エサをくれるからといって無防備になついてると、えらい目にあうということだ」

　と、才子部長がいつものクールな口調で言った。

「どこの部に入っても、他ほかの部が放っておかないだろう。それに部長というものは、部員に兼部はしてほしくないものだ。自分の部に全力投球してほしいからな」

「エルザをほしがっている部で少しずつエルザをシェアする……という方向性は、無いわけですね？」

　螺子先輩が、ちょっと心配そうな顔をしてつぶやいた。

「じゃあエルザはどこかを選ばなければならないし、いつまでも他の部はエルザをうばおうとして、いつまでもエルザの周囲が落ちつかないですね」

「落ちつかないぐらいですめばいいが、エルザをよその部活にやるぐらいならっ……と、ぶっすり刺してしまうヤンデレ部長が出てくる危険もある」

「ひぃぃ～ん！　エルザ、超怖いー！」

　エルザが螺子先輩にしがみつく。螺子先輩が、怒って才子部長をにらみつけた。

「部長！　怖がらせてどうするんですか！」

「怖がらせるとは人聞きの悪い。これは当然想定しておかなければならない、危機予測というやつだろう」

　たしかに、才子部長の言うことも一理ある。今日のあの引っぱりダコの狂乱状態を見ていると、今は転部がＯＫになってしまっただけに、エルザがどこの部に決まってもいつまでも争いに巻きこまれる可能性は高い。

　そう考えると、すごく無理じい感はあったけれども、今までの生徒会の「転部・兼部禁止」っていう規約もそれなりに意味はあったんだなーと思った。マネージャー部をつぶすために、あえて会長が撤廃してしまった条項なわけだけど。

「さいこ、エルザ、死にたくない～！」

「だいじょうぶだ、エルザ。おまえがあっちこっちの部のエサに浮気せず、当初の予定どおりマネージャー部に入っておけば万事解決だ」

「ウガッ、ほんと？」

「だいたい浮気する奴やつは最後にぷっすり刺されるというのが、ヤンデレ的展開だからな。あっちこっちの部活に気をもたせるのはよくない。アイドルといっしょで、みんなの共有財産になればいいわけだ」

　と、才さい子こ部長はエルザの前に入部届を出した。

「すなわち、マネージャー部員として各部の『お助け屋』をすればケンカ無しというわけだ。それにマネージャー部は依頼が増えるしな、ウヒヒ」

　すごい、才子部長。いまどきウヒヒって声に出して笑った。

「えーでも、運動部いろいろ食べさせてくれる、エルザ悩む～」

　エルザは本気で困ってる。ふと、小こ鈴すずが机の上に残っていたはちみつレモン原液を水さしからコップに入れ、氷と水を入れてエルザに渡した。はちみつレモン原液は、水さしの底にほんのちょっぴりしか残ってなかった。

「あっ、減ってる」

「知らんぞ。わたしは知らんぞ」

　才子部長が、俺おれと目を合わせずに言った。俺たちがテニス部に行って留守にしてるあいだに、さては一人で飲みましたね？

　俺も飲みたい。でも、今のギスギスした関係じゃ、とても小鈴にそう言い出せない。

　小鈴は、仕方なさそうにため息をついてコップをエルザに渡した。

「ケンチキとかモスとかには負けるかもしれないけど、これどうかな」

　小鈴は遠慮がちに言った。くんくん、とエルザははちみつレモンのにおいをかいで、こくこくん、と飲んだ。とたんに、エルザの表情がパアアッと明るくなった。

「ウガっ、おいしいっ！　何これ何これ、エルザに教える！」

「おいしい？　気に入ってくれた？」

「気に入った、超気に入った！　これもっと飲みたい！」

「それ、あたしが作ったはちみつレモンなんだ」

　エルザが喜んでいるのを見て小鈴はほっぺたを赤くし、才子部長がソツ無く口をはさんだ。

「ふだんマネージャーは飲めないが、エルザは特別だ。うちの部に入れば、ちょこちょこ飲めるぞ。銀ぎん野ののはちみつレモンを飲めるのはマネージャー部だけ！　だ」

　すると、エルザは感動して小こ鈴すずにぎゅうっとしがみついた。

「すごい！　こんなおいしいもの作る、こすず天才！」

「あ、いや。こんなものしか作れないんだけどね」

　小鈴の顔が、ちょっとこわばってる。だけど小鈴のはちみつレモンは「こんなもの」って言ってしまうにはあまりにもおいしすぎるわけで、そのはちみつレモンにほれこんでいた俺おれは、ここのところ小鈴とちょっとギクシャクしてたこともうっかり忘れ、つい力をこめて反論してしまった。

「こんなものってことないぞ、こんなおいしいはちみつレモンは他ほかの誰だれもぜったい作れないし。マネージャー先の部員たちもみんなすごい楽しみにしてるし、女子硬式野球部のピッチャーのスランプまで治したんだからな」

「ウガー、こすずすごい！　はちみつレモン、魔法みたい！」

「ちょ、ちょっと海かい星せい、エルザが本気にするじゃん。そんなすごいものじゃないって」

　小鈴は迷惑そうに否定したけど、エルザはぶんぶんっと首を横にふる。

「ううん、エルザ、すごくおいしかた！　こすずのはちみつレモン、最高！」

　エルザは小鈴にごろごろ甘えてる。

「こすずぅ、エルザ、もっとほしー。もっとはちみつレモン作る、お願い～」

　ほんとに猫科動物ってエサにくっつくなあ。

「え……」

　小鈴は、ちょっとためらってる。才さい子こ部長が言った。

「作ってやれ、銀野。新入部員獲得のためだからな」

「は、はい。でも材料がもう無いから、スーパーで買ってきます」

　小鈴は、あたふたと立ち上がった。

「んじゃ、エルザ、ついてく！　作ってもらうお礼、お荷物運ぶ！」

　エルザは小鈴の腕にしがみついた。よっぽどはちみつレモンがおいしかったらしくて、すっかり小鈴になついてしまってる。

「いいよ、一人で。そんなに重くないし」

　小鈴はあわててエルザを止めようとした。エルザに気をつかってるっていうより、エルザをスーパーにつれてったら、買い物カゴの中に勝手に魚肉ソーセージとかキャットフードとかを放りこまれて部費が破産するからだ。

「岸きし、おまえエルザの見張りについていけ」

　才子部長が言った。

「えっ……」

　俺は一瞬、ことばにつまった。才子部長がいくら傍若無人な性格でも、俺と小鈴がちょっとうまく行ってないことぐらい気づいてるだろうに。螺らつ子こ先輩も気をつかって、才さい子こ部長に何か言おうとしてくれてたけど、それを俺おれたちの前で口にするのもまた遠慮で、おろおろしていた。

　これは螺子先輩を困らせちゃってるな……と思って、俺は立ちあがった。

「わかりました、行ってきます」

　小こ鈴すずはそんな俺に、ちょっととまどったような目をむけたが、

「やったー！　んじゃ三人で行く！」

　と、エルザに強引に腕を組まれて、あれよあれよという間に連れていかれてしまった。



　こうして俺たち三人は、スーパーまで歩いていった。コンビニは近いけど、スーパーまではちょっと歩く。エルザはずっと、「はちみつレモンを作ってくれるまで逃がさない」みたいな感じで、小鈴の腕にしがみついていた。

　でも、俺と小鈴はしゃべらなかったし、目も合わせなかった。俺たちふたりのあいだに距離があって、どうやって話しかければいいのかわからなかった。

　俺はだいたいあんまりおしゃべりがうまくない。人に話を振るのって難しい。そうでなくても家では、だまってても妹が、帰ってくるなり、

『もーちょームカつく！　あーほんとマジでムカつく！　あいつほんとにムカつく！　本気と書いてマジと読むレベルでムカつく！』

　と、一人で騒ぎだすからだ。うるさいからほっといて麦茶とか飲んでると、

『ちょっと、バカ兄貴！　あたしがあいつにマジでムカついてるって言ってるんだよ、だれにどうしてムカついてるのか興味ないわけっ？』

『興味ないけど』

『そんなこと言って聞きたいんでしょ？　ほんとはすごく聞きたいんでしょっ？　男のツンデレとかかわいくないんだからすなおにそう言いなさいよ、ツンデレ兄貴！』

『俺、宿題があるから』

　とっとと自分の部屋に逃げようとした俺の襟首を、妹は強引に引っつかんで引きもどし、

『うちのクラスに飯いい田だっていう男子がいるんだけど！　そいつがほんとムカつくんだよね！　兄貴もムカつくでしょっ、ねっ？』

　まったく俺の同意を得ることなく勝手に話を進めていくその話術は、ある意味すごいと思うんだ。

　まして、今の俺と小鈴のあいだには見えない大きな川がある。とても話しかけられるような空気じゃない。俺は息苦しい気持ちで、てくてくと歩いていた。

「わーん、わーん」

　歩いてると、子供の泣き声が聞こえた。道ぞいにある公園のほうから聞こえてくる。のぞいてみると、大きな木の下で五歳ぐらいの女の子が、上を見上げて泣いてる。その視線の先を見ると、風船が木の枝に引っかかっていた。

「あー、風船飛ばしちゃったんだな」

　俺おれは手を伸ばしてみたけど、全然とどかない。小こ鈴すずがしゃがんで、スカートのポケットからティッシュを取りだしつつ、優しい声で子供をなだめた。

「ごめんね、風船とれないみたい。泣かないで、おうちはどこ？」

　あれっ、素早い。小鈴ってけっこう子供が好きだったんだな。

　いや、ふつうに子供見て「カワイイー」っていう女子高生は多いけど、涙と鼻水たらして泣きまくってる汁だく状態の子供の顔をティッシュでふいてやれる女子高生なんて、そうそういないだろ。俺もさわりたくないし。

「わーんわーんわーん！　風船とってーわーん！」

　女の子は泣きっぱなし、交渉の余地なしだ。それでも小鈴は、あきらめずになだめている。

「だから風船はとれないの、ごめんね。こんなところに一人でいたら、悪い人にさらわれちゃうよ。あきらめておうちに帰ろ、ね？」

「ふーせん！　ふーせーん！」

　子供はまるっきり小鈴の話なんか聞いてない。っていうか、こんなわからずやの子供相手にキレもせずに心配してやってる小鈴って、かなりえらいと俺は思った。ほんと小鈴って世話焼きっていうかおせっかいっていうか……まあ優しいってことなんだろうけど……マネージャー向きの性格だよなあ、って思った。

　そんな小鈴と、ずっとうまく行ってないのが、急にすごく残念なことに思えてきた。

　ふと、エルザが指をくわえて風船を見あげた……と思うやいなや、

「ウガッ！」

　軽いかけ声とともに、エルザがふわっと飛びあがって風船をつかんだ。どう見ても三メートルぐらい跳躍してる。子供のころに読んだ「どうぶつのひみつ」だと、サバンナに住むヒョウやライオンは巨体ににあわず高さ三～四メートルぐらいは平気で跳びあがってしまうらしいけど。たしかにこれならダンクシュートも余裕だし、っていうか棒無しで棒高跳びの記録とか更新しそう。陸上部もほっとかないだろう。

「ウガッ、ふーせん取れた、どぞ♪」

　すたっ、とエルザが着地して子供に風船を渡した。

「わーい、おねーちゃんありがとう！」

　子供はよろこんで、風船を手にたたたっと走っていく。小鈴はびっくりして、エルザを見上げていた。

「すごいね、エルザ。あたしはあの子に何もしてあげられなかったのに」

　小こ鈴すずは、汚れたティッシュをポケットにねじこみながら立ちあがった。なんだかようすがおかしい。

「あたしは……海かい星せいみたいにマネージャーの才能があるわけじゃないし……エルザみたいに運動部のヘルプができるような才能もないし……あんな小さな子供ひとりに、何もしてあげられないし」

　うつむいた小鈴の目元から、ぽろぽろ、ときらめくしずくが落ちた。

「二人がいれば……あたしなんかいらない子だよね。二人が仲がいいの当然だよね、二人にとってもあたしはいらない子だもんね。神様は不公平だよ、バスケもマネージャーもあたし大好きなのに、がんばってるのに」

「こすず、どして泣いてる？」

　エルザが心配して、小鈴の顔を下からのぞきこんだ。

「こすず、いらない子じゃない。エルザ、こすず好き。こすず泣く、エルザ、悲しい」

　ほんとにエルザも涙目になってる。小鈴はそんなエルザを、つらそうに見つめた。

「ひどいよ、エルザ。どうしてそんなにいい子なの。バスケの才能があって、みんなに好かれて、引っぱりダコの人気者で、あたしがなりたくてもなれなかったバスケ選手をあっさり蹴けっちゃって……。エルザがもっと嫌な子だったらよかったのに。ごめん、あたし今……二人のそばにいられない」

　小鈴はそう言い残すと、走りだした。

「あっ、小鈴！」

「こすず、どこいくー！」

　俺おれとエルザは、あわてて小鈴を追いかけようとした。

　俺はやっと、小鈴がずっと俺を避けてた理由がわかった。エルザはピンときてなくて気にしてなかったみたいだけど、小鈴は、俺もエルザも避けたかったんだ。小鈴は俺と張りあってるとばかり思ってた。でも、張りあってる心の奥で、あきらめて落ちこんで悩んでたんだ。

　そんな必要ないのに、バカ！　小鈴には小鈴にしかないいいところがあるじゃないか、いつもクールで何かと冷たい才さい子こ部長だって「銀ぎん野ののはちみつレモンを飲めるのはマネージャー部だけ！」って言ってたじゃないか。ほんとにバカな奴やつだ！

「待てって、小鈴！」

　俺は公園から出ようとした。ところがその瞬間、何かに強い力で後ろに引きもどされた。

「ぐあっ！」

「ウガー！」

「ネジー！」

　地面にしこたま背中を打ちつけた俺の横で、エルザも倒れていた。エルザの首に、輪縄が食いこんでる。ついでに、エルザの頭の上にいたネジ子こにも輪縄がかけられていた。

「えっ？」

　そのとき俺おれははじめて、自分の首も痛いことと、息苦しいことに気がついた。手でふれようとしたが、手も動かない。俺もエルザも、いくつもの輪縄でがんじがらめにされて身動きひとつ取れない状態になっていた。この東京の大都会にカウボーイがいるのか？

「さすが五ご須す部長、すばらしきロープづかいですわ！」

　拍手とともに、「ゴズッ」「ゴズッ」というゾウみたいな足音が聞こえた。花魁おいらんのぽっくりみたいな超厚底ブーツと、黒地に白レースのフリフリスカートが見えた。

　ヘッドドレスにフリフリワンピのゴスロリファッションに身をつつんだ色白で黒髪の女子が五人……片目を包帯で隠していたり、腕や脚に包帯を巻いてたり、眼帯をしていたり、干し首みたいに目や口を縫いあわされたテディベアを抱いていたり、もうこれはひと目で「ヤバい」と脳の中で警報が鳴りひびくレベルだ。

　その中でも最強にヤバげだったのは、彼女らが全員、ガラス宝石を埋めこんだ革の首輪を首にはめてるところだった。

「部長って言ってたってことは……えっと、ゴスロリ部？」

「まあ、失礼な。あんな、美意識のカケラも無い部活といっしょにしていただきたくはありませんわね」

　ロングストレートの黒髪をかき上げながら、吸血鬼のように真っ白な顔をした五須部長が言った。

「っていうか、あんたらとは別にゴスロリ部もあるんだ。俺から見ると、ビームサーベル部とライトセーバー部ぐらいの違いしかないんだけど」

「素人が見るとそうかもしれませんわね。でも、ここが違いますの。で、ここが重要ですの！」

　と、五須部長が自分の首に巻かれた首輪を指さした。

「それ、単なるゴスファッションのアクセサリーの一環ですよね？」

「いいえ、これこそわたくしたち『首輪部』のアイデンティティですわ！」

　俺は一度、耳をよーくほじくった。なんか、理解できないことばを聞いた気がする。

「首輪……部？」

「そうですわ。ざっくり言うと首輪ファッションフェチの同好の士が集まって、こういった手作り首輪を作って首輪ファッションを楽しむ部活ですわ。つまり何の美学もないゴスロリ部とは一線を画しているんですけど、耽たん美びを理解できない生徒会にはその違いがわからないのですわ！」

　そう言いながら、五須さんは動けない俺とエルザにガラス宝石のはまった首輪をぱちんとつけ、ジャラジャラした太い鎖をつないだ。

「おいちょっと、何するんだよ！」

「うぅ～ん、さすがエルザさん、こっちの首輪と鎖のほうがずっと似合いますわぁ。傷ついた囚とらわれの野獣って感じですわ。た・ん・び☆」

　五ご須すさんは倒れているエルザの横に座って、エルザのほっぺたをねっちりした手つきでナデナデとさすった。エルザは五須さんを思いっきりにらんでいた。

「ウガー！　エルザ、こんなチクチクする首輪、大っきらい！　いつものが好き！」

「あら、こんなに似合うのにもったいないですわ。ライトセーバー部とビームサーベル部が生徒会の命令で統合させられて、わたくしたち首輪部もあの下世話なゴスロリ部と統合させられるんじゃないかと心配になったのですわ。だからゴスロリファッションじゃなくて首輪ファッションを極める部だということを強調するために、ゴスロリじゃなくても首輪の似合うエルザさんをぜひ部員にむかえたいのですわ」

「それにエルザ、鎖つながれる、嫌い！」

　エルザは縛られたまま暴れた。五須さんは腰に手を当てて、うふふ、と笑う。

「いいですわ、いいですわ。首輪は支配と従属の象徴、誇り高い野生の獣を屈服させることこそ本来の首輪の役割ですわ。エルザさんの調教こそ首輪部の活動内容にふさわしい、これで生徒会も存続にＯＫを出してくれますわー！」

　五須さんがエルザの鎖をぐいっと引っぱった。縛られて動けないエルザは、首だけ引っぱられて「ぐぅ」と息がつまったような声をもらした。

「ウガッ、苦しいっ……引っぱる、だめっ……」

「おいこら、やめろよ！」

　どなった俺おれは、厚底ブーツで「ドガッ！」と、あっさり蹴けりころがされてしまった。

「うげぇ！」

「大声を出さないでくださるかしら、公園に誰だれか来たら困るでしょ？」

　思いっきりみぞおちを蹴られて、マジで声が出ない。

「あなたには興味ないけど、エルザさんの調教が終了するまで探されたくありませんの。二人そろっていなくなれば、長いデートかなーって思うでしょう？」

　いや、日本の警察はそんなにのん気じゃないぞ、たぶん。

「さあ、そういうわけでこれからお二人を首輪部の部室で監禁してさしあげます。歓迎の気持ちをこめて、毎日新しい首輪を作ってさしあげますわ。さっそく、ユザワヤで材料買ってこなくちゃですわね」

　あーそうそう、ユザワヤってけっこう材料そろうんだよな。前も言ったかもしれないけど、妹がゴスロリにハマったときに、俺も材料買いに行かされて作らされたからよく知ってる。っていうか、首輪されて監禁とか嫌ーっ！

「待ちなさいっ！」

　鋭い声が空気を裂いた。公園のジャングルジムのてっぺんに、小こ鈴すずが立っていた。

「小鈴っ、戻ってきてくれたんだな！」

　俺おれはうれしくて思わず叫んだ。小鈴は、ぴっ、とＶサインを出した。

「おまえはさっき離脱したんじゃなかったんですのっ！　のん気にＶサインなんか出してる場合じゃないですわ、そいつもいっしょに監禁するですわ！」

　五ご須すさんが命令して、首輪部の四人がジャングルジムに駆けよった。

「残念だけど、これＶサインじゃないんだよね」

　小鈴はＶサインを出したまま、冷ややかな目で言った。

「あと二秒で殺す、って意味だから」

　おまえはチャック・ノリスか！　わかりにくいツッコミでごめん！

「ざけんなコラァーっ！」

　首輪部たちがジャングルジムによじのぼろうとする。でも小鈴はジャングルジムの上にいるから、首輪部の厚底ブーツはすべって、なかなかのぼれない。やっと少しのぼった、と思ったら小鈴にケリを入れられて、落とされてしまった。

　えぐいっ、小鈴の攻撃法があまりにもえぐい！　そして、さすがバスケ選手を目指してただけあって運動神経がいい。文化部の首輪部じゃとうていかなわない。

「ええいっ、たかが小娘一人に何をてこずってますの！」

　イライラした五須さんが、小鈴に向かって輪縄を投げた。

「危ない、小鈴っ！　避よけろ！」

　叫んだ俺の声に、明らかに小鈴は反応した。なのに……小鈴は、どういうわけか避けようとしない。危ないっ……と思った瞬間、輪縄が小鈴の体にくいこんだ。

「オホホホホ！　捕とらえましたわ！」

　五須さんは小鈴を引きずり落とそうとして、ロープを手首に何度か巻きつけると、ぐいぐい引っぱった。もうだめだ、と俺は思った。

　だけど小鈴はそのとき、ニヤッと不敵な笑みを浮かべていた。

「捕まったのは、あんたのほうだけどね」

「えっ」

　五須さんがとまどった瞬間、小鈴はいきなりジャングルジムのむこうへ飛びおりた。

「きゃあああ！」

　五須さんはロープに引っぱられる。小鈴が地面に降りたとき、五須さんはジャングルジムの上へ引きあげられてしまっていた。

「きゃーきゃーきゃー！　下ろしてっ、下ろしてー！」

　五須さんはジャングルジムのてっぺんに、へっぴり腰でしがみついている。厚底ブーツのせいで、動きたくても動けないみたいだ。すごいな小鈴、今度からマネージャー部のチャック・ノリスと呼ばせてもらおう。ほんとに呼んだら、それこそ二秒で殺されるだろうけど。

　小こ鈴すずは腕に力を入れて輪縄をほどき、蹴けり落とされてうめいている首輪部の部員たちをスルーして駆けてくると、俺おれとエルザの輪縄をほどいてくれた。

「今のうちだよ、逃げよ！　とっとと専属入部届を出してしまえば、もうだれもエルザに手出しできないから！」

　輪縄をほどかれたエルザは、涙で顔じゅうをくしゃくしゃにしながら小鈴にしがみついた。

「ウガーっ、こすずー！　エルザ、怖かたー！　やぱりエルザ、マネージャー部がいい、ほかの部怖いー！」

「戻ってきてくれるって思ってなかった。なんで戻ってきてくれたんだ？」

　俺は体じゅうにロープのあとがついてしまったのをさすりながら、小鈴に言った。小鈴は恥ずかしそうに赤くなって、なぜか怒りっぽく言った。

「そっ、そんなことどうでもいいじゃん！　さっさと逃げないと、監禁されたって二度目は助けないんだからねっ！」

　たしかに、首輪部の部員たちがのびてるあいだにさっさと逃げるにこしたことはなさそうだ。俺たちはあわてて、マネージャー部の部室に逃げもどった。



　部室に戻ってすぐ、俺たちは才さい子こ部長にエルザの専属入部届を書いてもらって、生徒会長室へ提出しに行った。

「てっきり他ほかの部に入ると思って期待してたのに……。この書類にまちがいはないわけね、エルザ？」

　ふう、と会長は残念そうにため息をついた。エルザが、こくりんとうなずいた。

「ウガ。エルザ、マネージャー部入る。マネージャー部、一番いい」

「やれやれ……もうちょっとで廃部にできるかと思ってたのにほんとにしぶといわね、マネージャー部」

　才子部長は、ふふんと強気な笑みを浮かべていた。

「これで正式に部員は五人だからな、流ながれ石いし。それにインターハイも、マネージャー部はすごくがんばったんだからなっ！　部活仕分けのときに、そのへんを忘れるなよ」

「い、いちいち言われなくてもわかってるわよ」

　会長は赤くなって、くやしそうに才子部長をにらんでいる。俺はエルザについて生徒会長室に来てたんだけど、才子部長って会長の部活仕分けに関してけっこう肯定的なことを言ってたくせに、それに二人とも猫が大好きだったりしてけっこう気が合ってたくせに、いざ会長の前に出ると何かとケンカを売っていじめてるのは、これってツンデレなのか？　好きだから、かまってほしいのか？

　なんか喉のどのところまでそのへんを暴露したい気持ちでいっぱいになった俺おれだけど、それを口にした瞬間に地球最強の武器であるノギスで頭をゴスゴスと穴があくまで殴られそうな予感がしたので、ぐっとことばを飲みこんだのだった。



　何はともあれ、これでマネージャー部の部員が五人そろった。才さい子こ部長はまだ生徒会長室に残って、会長相手に勝ちほこりまくっている。才子部長が会長をちくちくといじってる以上、そのうちまた手痛いしっぺ返しをくらいそうな悪い予感がするんだけど、とりあえずは考えないようにしておこう。

　才子部長が会長をいじらなければ会長も、たかだかマイ温泉を作りたいぐらいの動機でここまでマネージャー部を目のカタキにはしないと思うんだ。才子部長は「好きな子にかまわれたくてついチョッカイかけちゃう」という小学生のような脳の構造をしているのか、あるいはドＭなのかのどっちかなんだろう。おかげでこっちはとばっちりを食って大変なわけだけど……マネージャー部は俺の安住の地でもあるけど、エルザの安住の地でもあるわけで。

　こんなにあっちこっちの部に引っぱりダコ状態で、誘拐まがいのことまでされてるようじゃ、マネージャー部が無くなったらまたエルザの獲得バトルがはじまってしまうのは目に見えてる。野生動物は本能的に「追われる」ことに恐怖を感じるはずだから、いくら能天気なエルザでもそれはかなりキツいんじゃないかと思う。

　だからエルザを守るためにも、俺たちはマネージャー部を守っていかないといけないわけで。

「こっすずー！　エルザ、入部届、出した！　これでエルザ、ここの部員！」

　才子部長を置いて生徒会長室から戻ってきたエルザは、部室で待ってた小こ鈴すずにべたべたとくっついてた。小鈴はそのワイルドな愛情表現に引き気味になりつつも、

「よかったね。これからいっしょにがんばろうね」

　と、優しく声をかけていた。

　バスケのことでぎくしゃくしてたときはずいぶん心配してたけど、いつの間にか仲直りしたみたいなので、俺はホッとした。

　そして俺と小鈴のあいだも……首輪部の一件から、ちょっと氷がとけたような気がする。どうやって仲直りしようかとか、話せないときにどうやって切りだそうかとか、そんなこと考える必要ないってことを、俺ははじめて知った。同じ部活にいて、毎日無理にでも顔を合わせてれば、意味もなくぎくしゃくすることもあれば、意味もなく仲直りできることもある……空が晴れたり曇ったりするみたいに、いちいち思い悩まなくてもそのうち何とかなるってことを、俺は知った。

　それが部活ってものなんだ……って、俺おれははじめて知った。

「ほんと、小こ鈴すずのおかげで助かった。やっぱり小鈴は、一番のお助け屋だよな」

　心底そう思って俺がそう言うと、小鈴は照れくさそうにポリポリと鼻の頭をかいた。

「べ、別にそんなことっ……。あんなことでスネるなんて大人げないかな、って思っただけだし」

「でも、俺たち助けてもらったし。あのまま首輪部に監禁されてたら、シャレにならないもんな」

「そう、こすずのおかげ、エルザ助かた！」

　エルザも力いっぱいうなずいた。力いっぱいうなずきすぎて、頭の上に乗っかっていたネジ子こが、

「ネジー！」

　と悲鳴を上げながらすっ飛ばされて、螺らつ子こ先輩にナイスキャッチされていた。螺子先輩は、怖がってすんすん泣いているネジ子を優しくナデナデしながら、

「そうですね。わたしもインターハイ予選の派遣マネージャー、小鈴ちゃんのおかげでずいぶん助かりましたよ」

　と、言った。螺子先輩のほめかたは優しくて静かだけどすごい説得力があって、小鈴の顔がかあっと赤くなった。

「あたしそんな、不器用だし気もきかないし、螺子先輩のジャマばっかりしてたような気がするんですがっ」

「でもみなさん、小鈴ちゃんのはちみつレモンにすごく元気づけられてましたよ。掃除や洗濯みたいな身のまわりの世話をしてくれるのももちろんうれしいでしょうけど、気持ちを支えてもらえるってことが、とくに試合前でナーバスになってるときにはすごくうれしいんです。まわりで見てる人たちは、何かと無責任で的外れで上から目線のアドバイスをしてくるでしょ？　そんなとき、だまってマネージャーが出してくれる一杯のはちみつレモンがどんなにうれしいか……」

　螺子先輩はエルザの頭の上にネジ子をもどしながら、小鈴を見つめて優しくほほえんだ。

「だからわたし、小鈴ちゃんをスカウトしてほんとに良かった、と思ってるんです」

「そ、そんな……っ。っていうか、はちみつレモンを作る以外に能がないってことだし。海かい星せいやエルザに比べたら、あたしなんか……」

　小鈴はまだモジモジしてる。いつもはえらそうに跳ねっかえってるくせに、なんだか小鈴らしくないじゃないか。俺はイライラして、小鈴にどなった。

「あのなー、小鈴！　とにかく小鈴のはちみつレモンはおいしいんだよ、そしてそれは才さい子こ部長が言うように小鈴にしか作れないんだよ！　小鈴でなきゃだめなんだって。マネージャー部には、小鈴が要るんだって！」

　小こ鈴すずはびっくりして、そうでなくても大きな目をまん丸にしていた。それから、ほっぺたがポンッと赤くなった。

「ほ……誉ほめすぎだよ、海かい星せい。そんなに誉められたら……困るじゃん」

　俺おれもそのとき、つられて赤くなった。しまった、ちょっと興奮して力説しすぎた。

「あ、いや、別に誉めすぎたってほどじゃ……その、うん、実際おいしいし」

「じゃ……じゃあ、今日はスーパー行けなかったけど……明日、また作ろうか」

　小鈴は両手の人差し指を、つんつんとつき合わせながら小さな声で言った。えっ、また作ろうかって、はちみつレモンを？

「作ってくれるのか？　俺、マネージャーなのに、飲んでいいのか？」

「だって……さっきエルザが飲んでたとき、海星、飲みたそうな顔してたから……」

　小鈴はつんつんしている指をぴたっと止めて、赤い顔で俺を見あげた。

「それに……海星に誉められるの、あたし案外嫌いじゃないみたい」

「えっ」

　俺は思わず聞きかえした。小鈴が、すごく小さな声で早口で言ったせいだ。聞きちがいかと思った。いや……小鈴がこんなこと言うとか聞きちがいだよな、うん。

　胸のあたりが、もやもやくすぐったい。そんな感覚は、これまでの十五年間の人生で（俺はまだ誕生日が来てないから）一度も味わったことがない。



    

  
    
      



    

  
    
      　今まで同じ部活の中で、小こ鈴すずの胸が当たるとかパンチラが見えるとか白スク水を見ちゃうとか胸の谷間が見えちゃうとか、そういう派手なコンタクトは何度もあったけども、単純に仲直りした……それだけの地味なコミュニケーションのほうが、どういうわけだろう、逆にドキドキする。

「わーい、エルザ、はちみつレモン好き！　こすず、いっぱい作る！」

　エルザが無邪気に小鈴に抱きついた。螺らつ子こ先輩はホッとした表情で、ちょうど戻ってきていた才さい子こ部長は「計画どおり」みたいにニヤリと口元を吊つりあげて、二人ともほほえんでいた。

　俺おれもホッとした。だけどそれ以上に、破裂しそうな心臓を抑えるのに必死で、しばらくその場から動けなかった。



    

  
    
      
あとがき



　れも２読んでくださってありがとうございます！　読者の皆様に本を読んでいただける、これほどの幸せがあるでしょうか。というわけで一巻の三話構成から一気に倍増の六話構成で出血大サービス（主に胃から）してみましたが、いかがだったでしょうか（まあページ数は変わってないんですが）。

　第四話の三人の宇宙人の名前（ロト・ブロイ・グリュン）は、ドイツ語の色の名前からつけています。それぞれ「赤」「青」「緑」の意味です。銀ぎん英えい伝でんを読んだあと本屋でＮＨＫドイツ語会話の本を買って勉強してしまったのは、秘密の思い出です。

　今回も円筒形とか言われてかわいそうな小こ鈴すずですが、一巻のアンケートで一番人気がありました。本人も喜んでいることだと思います。ありがとうございます。意外なことに妹（海み月づき）の人気も高かったです。本人は登場しなかったのに。

　でも時代は小鈴に追いついてきたというのか、今年のブームは「胸を小さく見せるブラ」だそうです。バストの谷間は欲しいけど、胸のボリュームが大きいとデブって見えるかららしい。胸ぺったんこの娘この薄着はたしかに涼しげでかわいいと思いますが、グラマーでおっとりした女の子がキャミソールを着て暑すぎて困ったみたいな顔をしながらスイカ食べてるとかも、超絶かわいいんだけどな～。

　スイカといえば、紅茶サイダー同様ときどき出現しては消えるキワモノテイストなスイカソーダが、こっそり大好物です。この夏はキリンが出しましたね。少し前に出てたきゅうりペプシは腰が引けてるあいだに飲みそこねましたが、きゅうりペプシとスイカソーダはたぶん似たような味じゃないかと予想しているんですが、どうなんでしょう。両方飲んだことがある勇者の方がいたら、ぜひ違いを教えてください。

　ところで話は変わって、テレビの話をふたつさせていただきます。アニメ『あそびにいくヨ！』第四話、主人公たちが中なか野のブロードウェイに遊びにいく話の背景に『ぷいぷい！』のポスターが出てきました。気がつかれましたでしょうか。

　また私が原作を書いている小しよう学がく館かんの漫画『獣医ドリトル』が、十月からＴＢＳ日曜九時の連続ドラマとして放映されます。主人公の性格の悪い獣医師・鳥とつ取とり健けん一いち（ドリトル）役は小お栗ぐり旬しゆんさん、助手の動物看護師・多た島じまあすか役は井いの上うえ真ま央おさん、ライバルのカリスマ獣医師・花はな菱びし優まさるに成なり宮みや寛ひろ貴きさん、ドリトルの恩師・富とみ沢ざわ教授に石いし坂ざか浩こう二じさん、敵対する動物病院チェーンの院長・土ど門もんに國くに村むら準じゆんさんほか、豪華キャストです。明日はまた月曜だわ～だるいわ～宿題まだだわ～というとき、ゴロゴロしながらどうぞごらんください。

　では八や坂さかミナト先生、今回もかわいいイラストをどうもありがとうございました。読者の皆様、今後ともどうぞご愛読よろしくお願いいたします。

　二〇一〇年九月　夏なつ緑みどり＠れも☆ねーどやぷいぷい！他ほかも映像化されますように



    

  
    
      　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『科学探偵部ビーカーズ！』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学書『遺伝子・ＤＮＡのすべて』（童心社）『免疫学がわかる』（技術評論者）など。

　　ＴＢＳ日曜劇場『獣医ドリトル』２０１０年10月スタート、毎週日曜日夜９時。出演は小栗旬さん・井上真央さん・成宮寛貴さん・石坂浩二さん・國村準さん他。どうぞご覧ください。



　イラスト

　八坂ミナト（やさか・みなと）

　　８月29日生まれ、乙女座の猫大好きゲーマー。好きなお祭りは入間航空祭。

　　ゲームの彩色やイラスト、飼猫ハル（ロシアンブルー・９歳♂）の狩り・遊び相手のお仕事をいただいて、埼玉県の下の方でひっそりと暮らしております。

　　お絵描きブログ『amairo*drop』

　　http://amairodrop.blog39.fc2.com/
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